
 

 

はじめに 
 

このたびは、抑止杭設計計算システム「抑止杭」をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。 

 

この取り扱い説明書は、「抑止杭」について必要な操作方法から計算に用いた式等の説明をまとめたものです。 

「抑止杭」が皆さまのお役に立てることを開発スタッフ一同、心より願っております。 
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使用許諾契約書と著作権保護 

１．このソフトウェアの著作権は、五大開発株式会社にあります。 

２．このソフトウェアおよび取り扱い説明書の一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 

３．このソフトウェアはコンピュータ１台につき１セット購入が原則となっております。 

４．このソフトウェアおよび取り扱い説明書は、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用することができます。 

５．このソフトウェアおよび取り扱い説明書を運用した結果の損害について、弊社では責任を負いません。出力結果

についてはお客様の責任において必ず検査を行った上で運用・提出してください。 

６．このソフトウェアの仕様および取り扱い説明書に記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがありま

す。 

 

Windows は米国Microsoft Corporation の登録商標です。 

その他、記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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1. 抑止杭の概要 
 

この章では、抑止杭の概要について説明します。 

 

1.1 抑止杭の構成 

1.2 機器の構成 

1.3 抑止杭の起動 

 



 

 

 

1.1. 抑止杭の構成 
 

抑止杭は、「地すべり鋼管杭設計要領」をもとに作成されたWindows アプリケーションです。 

抑止杭では、データを順番に入力していくだけで簡単に結果の検討から報告書の印刷まですることができます。 

 

杭材として、鋼管杭、H形鋼杭、合成杭（鋼管＋H形鋼、二重鋼管）、鉄筋コンクリート杭の５つから選択して計算する

ことができます。また、鋼管杭や H 形鋼、鉄筋等のデータをあらかじめ登録してありますので、わざわざ調べる必要はあ

りません。 

 

計算結果は報告書形式で印刷でき、結果の妥当性が容易に確認できます。また、Microsoft Word(doc)形式、Adobe 

Acrobat(pdf)形式にも出力ができ、CALS/EC への対応も可能となっています。 

 

抑止杭の構成を以下に示します。 

 

抑止杭の構成 

 

設計データ
の入力

設計結果
の照査

概算工事費
データの入力

経済比較

報告書

総括表

歩掛データ

規格データ

単価データ

概算工事費

設計

 
 

※概算工事費については、別冊「概算工事費編」を参照してください。 

 



 

 

1.2. 機器の構成 
 

抑止杭を使用するためには以下のハードウェア環境が必要です。 

 

コンピュータ本体 

WindowsXP/Vista/7 が動作するもの 

 

基本ソフトウェア 

Windows Vista/7/8/10 

※64 ビット OS ではWOW64 エミュレーションモードでの動作となります。 

 

メモリ 

OS で推奨する容量以上であること 

 

ハードディスク 

50MB 以上の空き容量 

 

プリンタ 

上記基本ソフトウェアに対応した機種 

 

ディスプレイ解像度 

1024×768 ドット以上、High Color (16 ビット)表示が可能であること 

 

その他 

CD-ROM ドライブ必須、マウス必須 

Microsoft Word 2007 以上 (Word 出力機能) 

 



 

 

 

1.3. 抑止杭の起動 
 

抑止杭が正常にセットアップされると、Windowsの[スタート]メニューに、抑止杭が登録されます。抑止杭を起動するに

は、Windows の[スタート]－[すべてのプログラム]－[GODAI 土木アプリケーション]－[抑止杭 Version11]をクリックしま

す。すると、下図の画面が表示され抑止杭がスタートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

   抑止杭 起動直後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2. 基本操作説明 
 

この章では、抑止杭の基本操作について説明します。 

 

2.1 メイン画面の名称 

2.２ メニューバー 

 



 

 

 

2.1. メイン画面の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルバー 

ウィンドウ上端のアプリケーション名が表示される部分です。タイトルバーをマウスで押したまま動かすと、ウィン

ドウを移動できます。また、右端のボタンで以下のウィンドウ操作ができます。 

 [元のサイズに戻す]ボタン 

 [最小化]ボタン 

 [最大化]ボタン 

 [閉じる]ボタン 

 

メニューバー 

メニューバーの各項目をクリックするとさまざまなメニューコマンドが表示され、それをクリックすることによってコ

マンドが実行されます。メニューバーには以下のものがあります。 

[ファイル]  ファイル操作 

[表示]  ツールバー等の表示／非表示の切り替え 

[画面切替] 作業領域画面の切り替え 

[規格]  規格データ（鋼管、許容値など）の設定 

[ウィンドウ] 現場ウィンドウの処理 

[ヘルプ]  ヘルプ、バージョン情報 

 

タイトルバー 
ツールバー メニューバー 

タブ 

作業領域 

現場 

 ウィンドウ 

ステータスバー 



 

 

ツールバー 

ツールバーには、[ファイル]メニューの[上書き保存]など、抑止杭でよく使われるコマンドと同じ機能を持ったボ

タンが表示されています。ツールバーからコマンドを実行するには、ツールバー上の各ボタンをクリックしてくださ

い。ツールバーには以下のものがあります。 

[スタンダード]ツールバー 

・・・ファイルを新規に作成します。 

・・・既存のファイルを開きます。 

・・・ファイルを上書きして保存します。 

 

[画面切替]ツールバー 

・・・[計算式]タブの画面に戻ります。 

・・・現在の画面の１つ左側のタブが示す画面に移ります。 

・・・現在の画面の１つ右側のタブが示す画面に移ります。 

 

ステータスバー 

ステータスバーには、メニューコマンドを選択したときやツールバーをクリックしたときに簡単な説明が表示され

ます。 

 

タブ 

画面の名称を表示しています。これをクリックすることにより名称に対応した画面が表示され、データの入力や

結果を見ることができます。 

 

作業領域 

データを入力したり、結果を表示したりするエリアです。 

タブを切り替えることにより対応した画面が常に表示されます。 

 

現場ウィンドウ 

現在開いている抑止杭の現場ファイルを表示するウィンドウです。抑止杭ではアプリケーション内で複数の現場

ウィンドウを開くことができます。 

 



 

 

 

2.2. メニューバー 
 

ここでは、メニューバーについて説明します。 

 

2.2.1 [ファイル]メニューのコマンド 

2.2.2 [表示]メニューのコマンド 

2.2.3 [画面切替]メニューのコマンド 

2.2.4 [規格]メニューのコマンド 

2.2.5 [ウィンドウ]メニューのコマンド 

2.2.6 [ヘルプ]メニューのコマンド 

 

 



 

 

2.2.1. [ファイル]メニューのコマンド 

 

 
 

 

新規作成 

ファイルを新規に作成し、現場ウィンドウを開きます。 

 

開く 

既存のファイルを開きます。複数のファイルを開けます。 

 

閉じる 

作業中のファイルを閉じます。ファイルに変更がある場合は保存の確認メッセージが表示されます。 

 

上書き保存 

作業中のファイルを上書きして保存します。ただし、新規ファイルの場合はファイル名を入力する必要がありま

す。 

 

名前を付けて保存 

作業中のファイルに新しい名前を付けて保存します。 

 

プリンタの設定 

プリンタの接続や設定を保存します。 

 

最新のファイル参照 

最近使ったファイルが１０まで表示されます。クリックすればファイルが開きます。 

 

アプリケーションの終了 

抑止杭を終了します。このとき、ファイルに変更がある場合は保存するかどうかのメッセージを表示します。 

 



 

 

 

2.2.2. [表示]メニューのコマンド 

 

 
 

 

ツールバー ＞ スタンダード 

基本のツールバーの表示または非表示を切り替えます。 

スタンダードには、[新規作成]、[開く]、[上書き保存]があります。 

 

ツールバー ＞ 画面切替 

画面切替用のツールバーの表示または非表示を切り替えます。 

画面切替には、[最初画面]、[前の画面]、[次の画面]があります。 

 

ステータスバー 

ステータスバーの表示または非表示を切り替えます。 

 

 

※チェックマーク（レ）がついている状態の時は、ツールバーが表示されていることを示しています。 

 



 

 

2.2.3. [画面切替]メニューのコマンド 

 

 
 

 

最初画面 

【計算式】タブの画面に移ります。 

 

前の画面 

現在の画面の１つ左側のタブが示す画面に移ります。 

 

次の画面 

現在の画面の１つ右側のタブが示す画面に移ります。 

 

 



 

 

 

2.2.4. [規格]メニューのコマンド 

 

ここでは「抑止杭」に登録されている規格データの確認、変更をすることができます。変更した内容は「抑止杭」を終了

しても保存されています。 

 

 
 

 

鋼管の規格 

鋼管の規格が表示され、登録・変更ができます。 

 

Ｈ形鋼の規格 

Ｈ形鋼の規格が表示され、登録・変更ができます。 

 

鉄筋の規格 

鉄筋の規格が表示され、登録・変更ができます。 

 

アンカーの規格 

アンカーの規格が表示され、登録・変更ができます。 

ＰＣ鋼より線、多重ＰＣ鋼より線、異形ＰＣ鋼棒に分類されています。 

 

鋼管の許容応力度 

鋼管の許容応力度が表示され、登録・変更ができます。 

 

Ｈ形鋼の許容応力度 

Ｈ形鋼の許容応力度が表示され、登録・変更ができます。 

 

鉄筋コンクリートの許容応力度 

鉄筋コンクリートの許容応力度が表示され、登録・変更ができます。 

 

規格フォルダ設定 

上記の規格や許容応力度の登録値を保存するフォルダを設定します。 

通常は変更する必要はありません。 

 



 

 

2.2.5. [ウィンドウ]メニューのコマンド 

 

 
 

 

重ねて表示 

複数の現場ウィンドウを重ねて表示します。 

 

並べて表示 

複数の現場ウィンドウを並べて表示します。 

 

開いている現場ウィンドウ名 

現在開いている現場ウィンドウ（ファイル）のリストが[ウィンドウ]メニュー内に表示されます。その中でチェックマ

ークがついている現場ウィンドウが現在アクティブ（一番前に表示されている）になっている現場ウィンドウです。こ

のメニューを選択することによりアクティブな現場ウィンドウを切り替えることができます。 

 

 



 

 

 

2.2.6. [ヘルプ]メニューのコマンド 

 

 
 

 

ヘルプ 

ヘルプを表示します。操作手順やリファレンスなど関連情報を見ることができます。 

 

サポート情報ページ 

インターネットへの接続が可能な環境であれば、弊社のホームページへアクセスできます。最新情報、FAQ な

どのサポート情報を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

 

技術情報ページ 

インターネットへの接続が可能な環境であれば、土木情報サービス「いさぼうネット」へアクセスできます。最新

情報、工法カタログなどの技術情報を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

 

アップデート確認 

インターネットへの接続が可能な環境であれば、当社のサーバーへ「抑止杭」の最新のバージョンがないか調

べに行きます。あれば、ダウンロードページを自動的に表示します。 

 

バージョン情報 

「抑止杭」のバージョン情報を表示します。 

 

 
 



 

 

3. 抑止杭の計算 
 

この章では、抑止杭で使用している用語や計算するまでの流れについて説明します。 

 

3.1  用語説明 

3.2  計算手順 

3.3  せん断杭の計算 

3.4  くさび杭の計算 

3.5  くさび杭(多層系)の計算 

3.6  抑え杭の計算 

3.7  骨組解析自動計算 

3.8  骨組解析マニュアル 

3.9  鉄筋コンクリート杭の計算 

3.10 参照ダイアログ 

 



 

 

 

3.1. 用語説明 
 

せん断杭 

せん断杭は設置することにより、すべり面のせん断抵抗力を増加させ、すべり面がせん断破壊することを妨げる

ことによって、地すべりを抑止する機能を持つ杭です。 

 

くさび杭 

くさび杭とは地すべり移動層を不動層につなぎ止める効果を持つ杭で、地すべりの移動に伴って地すべり移動

層と一体となり、杭も同時に変形し、杭の変位の増大とともに抵抗力を発揮する杭です。 

 

抑え杭 

抑え杭の式は杭谷側（背面）移動層の有効抵抗力が期待できないことを前提に導かれた式です。このため、杭

谷側移動層の有効抵抗力が期待できるとして導かれた他の式に比べて、杭に発生する最大曲げモーメントおよ

び最大せん断力は一般に大きくなります。 

 

骨組構造解析 

この解析法は杭を適当な個数に分割し、各節点間ごとに荷重条件、バネ定数を入力して杭の剛性を与えると、

杭に発生するせん断力、曲げモーメント及び変位を計算することができます。このため変化にとんだ複雑な地盤

に対しても適用が可能となります。 

 

鋼製杭 

鋼管、Ｈ形鋼、鋼管＋Ｈ形鋼、二重鋼管を使用した杭のことです。このプログラムでは、鋼管、Ｈ形鋼、鋼管＋

Ｈ形鋼、二重鋼管のいずれかを選択した場合のことをいいます。 

 

合成杭 

鋼管＋H形鋼、二重鋼管のことをいいます。 

 

鉄筋コンクリート杭 

掘削した穴の土留材としてライナープレートを使用し、そこに鉄筋を組んでコンクリートを充填した杭のことです。

このプログラムでは、場所打鉄筋コンクリートを選択した場合のことをいいます。 

 

杭の有効長 

移動層部分における杭の長さをいいます。 

 

杭の根入長 

不動層部分における杭の長さをいいます。 

 

腐食しろ 

鋼製杭の場合に、鋼管やＨ形鋼がサビ等によって劣化する厚さのことです。 

 

 



 

 

3.2. 計算手順 
 

ここでは、抑止杭の計算手順を示します。 

 

3.2.1 計算の概略フロー 

3.2.2 計算式 

 

 



 

 

 

3.2.1. 計算の概略フロー 

 

抑止杭では下図の流れにそってデータを入力すると計算結果が得られます。 

 

抑止杭の起動

計算式

地盤条件
（骨組時：荷重条件、計算条件）

地盤変形係数

根入長

許容応力度

計算結果

抑止杭の終了

杭の変位
（骨組マニュアル時：断面・変位）

計算範囲

主鉄筋

杭の変位

発生応力

帯鉄筋・せん断補強筋

鋼製杭の場合 鉄筋コンクリート杭の場合

概
算
工
事
費

地盤破壊

標準間隔

 
 



 

 

3.2.2. 計算式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

地区名 地区名を入力します。（省略可） 

 半角 60 文字 

 

測線名 測線名を入力します。（省略可） 

 半角 60 文字 

 

備考 備考を入力します。（省略可） 

 半角 60 文字 

 

検討モード ○常時のみ 

 ○地震時のみ 

 ○常時＋地震時 

 杭の検討モードを３つの中から選択します。 

 常時のみ    ： 常時の検討のみ行います。 

 地震時のみ   ： 地震時の検討のみ行います。 

 常時＋地震時 ： 常時と地震時の両方の検討を行います。 

 

解析の種別 ○せん断杭 

 ○くさび杭 

 ○くさび杭（多層系） 

 ○抑え杭 

 ○骨組解析自動計算 

 ○骨組解析マニュアル（異形断面継杭可） 

 杭の解析式を６つの中から選択します。選択した杭の解析式により、 

 以後の画面および入力項目が変化します。 

 

 □アンカー併用する 

 くさび杭、くさび杭（多層系）、抑え杭にアンカーを併用する場合は 

 チェックをつけます。 

 ※くさび杭、くさび杭（多層系）、抑え杭を選択した場合に有効にな 

 ります。 



 

 

 

項目 説明 
 

計算モード ○杭材優先 

 ○杭間隔優先 

 ○照査 

 杭の計算モードを３つの中から選択します。 

 杭材優先： 単位幅当たりの断面計算から杭間隔を算出。 

 杭間隔優先： 杭間隔を設定してから断面計算、応力度照査。 

 照査： 杭材、杭間隔ともに設定して計算。 

 ※鉄筋コンクリートを選択している場合は杭間隔優先のみとなります。 

 ※照査は鋼管の場合のみ選択することができます。 

 

杭の材料 ○鋼管 

 ○Ｈ形鋼 

 ○鋼管＋Ｈ形鋼 

 ○二重鋼管 

 ○場所打鉄筋コンクリート 

 杭の材料を５つの中から選択します。鋼管とＨ形鋼の規格は追加や変 

 更ができます。 

 規格の追加や変更は、[規格]メニューの[鋼管の規格]、[Ｈ形鋼の規 

 格]で行います。 

 ※骨組解析マニュアルを選択している場合は無効となります。 
 



 

 

3.3. せん断杭の計算 
 

ここでは、せん断杭の計算手順を示します。 

 

3.3.1 地盤条件 

3.3.2 根入長 

3.3.3 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

3.3.4 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

3.3.5 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

3.3.6 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

3.3.7 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 

※鉄筋コンクリート杭の説明は、「3.9 鉄筋コンクリート杭の計算」を参照してください。 

 



 

 

 

3.3.1. 地盤条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

移動層の厚さ lt (m) = 0.01～99.99 

 移動層の厚さを入力します。 

 

杭の有効長 le (m) = 0.01～99.99 

 移動層部分における杭の長さを入力します。杭頭部を埋め込む場合 

 は移動層の厚さから埋め込む長さを引いた値を入力します。 

 ※地表面から突出する杭は計算できません。 

 

必要抑止力 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 単位幅当たりの必要抑止力を入力します。 

 

杭間隔 D (m) = 0.1～99.9 

 杭の設置間隔を入力します。 

 ※鉄筋コンクリート杭の場合にのみ表示されます。 

 

すべり面傾斜角度を考慮 ○する 

 ○しない 

 すべり面傾斜角度を考慮するかしないかを選択します。 

 

すべり面傾斜角度 θe (°) = -89.0～89.0 

 すべり面傾斜角度を入力します。 

 ※すべり面傾斜角度を考慮する場合に有効になります。 

 

［参照...］ すべり面傾斜角度に関する情報を見ることができます。 
 

［説明］ 各入力値について図解してます。 
 



 

 

3.3.2. 根入長 

 

 
 

項目 説明 
 

根入長 lr の計算式 ○移動層の厚さ×1/2 

 ○移動層の厚さ×1/3 

 ○杭の有効長×1/2  (杭の全長×1/3) 

 ○杭の有効長×1/3  (杭の全長×1/4) 

 ○b/β×a 

 ○任意の根入長  lr (m) = 0.01～900.00 

 根入長を計算から求めるか、任意に入力するかを選択します。 

 b/β×a を選択するとβの算出方法および係数 aの設定ができるよう 

 になります。 

 任意の根入長を選択すると根入長ｌｒの入力ができるようになります。 

 

 □最低 3m以上を確保する 

 根入長を 3ｍ以上確保したい場合にチェックします。 

 ※任意の根入長が選択されている場合は無効となります。 

 

b/β×a ○地盤の変形係数  Es (kN/m2) = 1～99999999 

 ○横方向地盤反力係数  Kh (kN/m3) = 1～99999999 

 係数：  a = 1.0～2.0 

 βの算出方法および係数を設定します。 

 Es を選択すると地盤の変形係数の設定ができるようになります。 

 Kh を選択すると横方向地盤反力係数の設定ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 

[参照...] 根入長の計算式に関する情報を見ることができます。 

 



 

 

 

項目 説明 
 

丸め方法 ○根入長 

 ○杭の全長 

 ○丸めない 

 計算式によって求めた根入長についてどのように丸めるかを３つの中 

 から選択します。 

 根入長： 根入長を単独で丸めます。 

 杭の全長： 杭の有効長に根入長を加えた後で丸めます。 

 丸めない： 計算で求めた値をそのまま使います。 

 ※任意の根入長の場合は「丸めない」が選択されます。 

 

丸め単位 丸め単位(m) = 0.1～2.0 

 丸め方法で根入長もしくは杭の全長を選択した場合に、丸める単位を 

 入力します。 

 ※丸め単位は初期値として 0.5 が設定してあります。 

 ※丸めないを選択している場合は無効となります。 

 

[参照...] 根入長の丸めに関する情報を見ることができます。 

 

 



 

 

3.3.3. 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼材許容応力度 期間 ○短期 

 ○長期 

 鋼材の許容応力度の期間として短期または長期の選択をします。 

 

[参照] 短期、長期の判断についての情報を見ることができます。 

 

許容応力度 せん断許容応力度： τsa (N/mm2) = 1～999 

 曲げ許容応力度： σsa (N/mm2) = 1～999 

 鋼材の許容応力度を入力します。短期または長期の選択により入力 

 する部分が白くなります。計算する杭の強度に対する値を入力しま 

 す。 

 地震時の入力項目は、せん断杭では使用しません。 

 

[参照(鋼管)] 鋼管の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

[参照(Ｈ形鋼)] Ｈ形鋼の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

せん断応力補正係数 ○任意入力  α0 = 1.000～3.000 

 ○計算式から求める 

 補正係数を指定するか、計算式で求めるかを選択します。 

 ※α0には初期値として 2.0 が設定されています。 

 ※H形鋼の場合は「計算式から求める」は無効になります。 

 

[参照] せん断応力補正係数について情報を見ることができます。 

 

杭の弾性係数 E (kN/m2) = 0.1～9.9×108 

 杭の弾性係数を入力します。 

 ※杭の弾性係数は初期値として 2.0×108 が設定されています。 

 



 

 

 

許容応力度（「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した場合） 
 

 

 
 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した時のみ、上記画面となります。 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」では、鋼材規格および肉厚（t）により許容応力度が 

変化します。 

   

   

 

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3.3.4. 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地すべり移動層の厚さ 杭材優先の時： 地すべり移動層の厚さによる標準杭間隔の規定を考 

 による規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□杭の直径の８倍以内の 杭材優先の時： 杭の直径の８倍以内を杭間隔の目安とする規定を考 

 規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□孔壁間の距離は１ｍ以 杭材優先の時： 孔壁間の距離を１ｍ以上確保する規定を考慮して杭 

 上の規定を考慮する 間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 ※１m以内でも千鳥配置を許可している場合には、千鳥配置にするこ  

   とにより孔壁間の距離が１m以上確保できできる場合は照査OK と 

   しています。このとき計算結果の孔壁間距離の文字が紫色となりま 

   す。 

 

杭の外径と孔壁の ⊿d (mm) = 1～999 

クリアランス 杭の外径と孔壁とのクリアランス（すきま）を入力します。 

 ※削孔径と杭の外径との差を入力してください。 

 ※概算工事費の削孔径とは関係ありません。概算工事費の削孔径は 

   「国土交通省土木工事積算基準書（共通編）」で規定されている削 

   孔径を使用します。 

 

□千鳥配置を許可する 千鳥配置を許可する場合にチェックします。 

 

 



 

 

 

3.3.5. 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地盤の降伏破壊を 地盤の降伏・破壊の検討する場合にチェックします。 

検討する チェックをつけると各値を入力することができるようになります。 

 

解析式の選択 ○Hennes 式 

 ○土研式 

 ○設計要領式 

 地盤破壊についての解析式を３つの中から選択します。 

 ※選択した式により、入力条件や結果項目が変わります。 

 

土の粘着力 c (kN/m2) = 0.0～999.9 

 土の粘着力を入力します。 

 

土の内部摩擦角 φ (°) = 0.0～89.0 

 土の内部摩擦角を入力します。 

 

土の単位体積重量 γ (kN/m3) = 0.1～999.9 

 土の単位体積重量を入力します。 

 

安全率 Fs = 0.1～9.9 

 安全率を入力します。 

 
 



 

 

3.3.6. 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼管規格参照 ▼ 計算対象とする鋼管のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管のいずれかを選択 

 した場合に有効になります。 

 

H 形鋼規格参照 ▼ 計算対象とする H形鋼のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼、鋼管＋H形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

材質 □400 材 

 □490 材 

 □520 材 

 □570 材 

 計算対象とする杭の材質に対してチェックします。 

 

サイズ種類 ○mm、インチ両方 

 ○mm のみ 

 ○インチのみ 

 計算に使用する鋼管のサイズを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼を選択した場合には設定できません。 

 

杭の外径 d(mm) = 10.0～9999.9 

 計算対象とする杭の外径の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の外径を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

 



 

 

 

項目 説明 
 

杭の肉厚 t(mm) = 0.1～999.9 

 計算対象とする杭の肉厚の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の肉厚を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

杭間隔 D(m) = 0.1～99.9 

 計算対象とする杭間隔の最小値と最大値を入力します。 

 ※計算モードが照査の場合は、杭間隔を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

検討ピッチ 検討ピッチ(m) = 0.1～2.0 

 計算対象とする杭間隔の検討ピッチを入力します。 

 ※計算モードが杭間隔優先の場合のみ有効になります。 

 

対象肉厚 ○肉厚すべてを検討 

 ○最小肉厚のみを検討 

 杭の材料で鋼管杭を選択した場合に機能します。 

 

 ※杭材優先＋肉厚すべてを検討 

 杭の断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭間隔の範囲内とな 

 る杭を計算により選択しすべて表示します。表示件数は少ないほう 

 で、採用鋼管杭の当たりをつけるときに用います。 

 

 ※杭材優先＋最小肉厚のみを検討 

 杭材、杭径ごとにその断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭 

 間隔の範囲内となる最小肉厚の杭を計算し表示します。表示件数は 

 もっとも少なくなり、採用鋼管杭の概略的な当たりをつけるときなどに 

 用います。 

 

 ※杭間隔優先＋肉厚すべてを検討 

 設定した杭間隔で条件内にある杭を、強度不足や強度過多にかかわ 

 らず、すべての肉厚で計算し表示します。強度不足がどんな応力で生 

 じているか知りたい場合や、強度に余裕のある設計をする場合に用い 

 ます。 

 

 ※杭間隔優先＋最小肉厚のみを検討 

 設定した杭間隔において、ある杭材、杭径に対し安全となる最小肉厚 

 の杭のみの計算結果を表示します。経済性を追求する設計を行う場 

 合に最適です。 

 

 ～％の応力度で肉厚を検討 = 1～200 % 

 最小肉厚のみを検討を選択した場合に表示されます。 

 任意に指定した％で許容応力度を低減し、肉厚を検討します。 

 ただし、本機能は、ユーザー様の判断でご使用下さい。 

 



 

 

項目 説明 
 

外側の鋼管 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼または二重鋼管を選択した場合に外側 

 の鋼管を選択します。 

 

内側の鋼管 ▼ 杭の材料として二重鋼管を選択した場合に内側の鋼管を選択します。 

 ※内側鋼管の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

内側のＨ形鋼 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼を選択した場合に内側のＨ形鋼を選択 

 します。 

 ※Ｈ形鋼の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

□腐食しろを考慮する 腐食しろを考慮する場合にチェックします。 

 腐食しろを考慮するにチェックすると腐食しろが入力できるようになりま 

 す。 

 

腐食しろ 腐食しろ(mm) = 0.0～9.9 

 杭の材料に対しての腐食しろを入力します。 

 鋼管の場合は、外側と内側の腐食しろを設定します。 

 Ｈ形鋼の場合は外側の腐食しろのみ設定します。 

 ※腐食しろは初期値として 0.0 が設定されています。 

 

Ｈ形鋼の方向 ○Ｘ方向（強軸方向） 

 ○Ｙ方向（弱軸方向） 

 Ｈ形鋼の断面強度としてＸ方向またはＹ方向のどちらかを選択しま 

 す。 

 ※杭の材料としてＨ形鋼、鋼管＋Ｈ形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

杭本数 計算対象となる杭の本数が表示されます。 

 

□OUT の計算をする チェックを付けると、照査がOUT になる杭も計算結果に表示します。 

 
 



 

 

 

3.3.7. 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

計算結果一覧 計算結果の一覧が表示されます。（最大 100 行まで） 

 ※黄色く反転している行が選択行となります。 

 ※赤色表示は照査がOUT となったものです。 

 ※孔壁間距離の紫色表示は千鳥配置で条件を満たすものです。 

 

[報告書印刷...] 照査を選択した行の報告書を印刷することができます。 

 

[報告書プレビュー] 照査を選択した行のプレビューが表示されます。 

 

[Word 出力] 照査を選択した行の報告書をMicrosoft Word に出力できます。 

 

[一覧表プレビュー] 結果一覧をプレビューおよび印刷します。 

 

[一覧表コピー] 結果一覧をクリップボードにコピーします。 

 

[情報...] 計算エラーとなった杭の本数などの情報を見ることができます。 

 

[表示項目...] 計算結果一覧に表示する項目（列）を切り替えることができます。 

 

[概算工事費...] 概算工事費の算出へと移ります。 

 詳しくは別冊の取り扱い説明書（概算工事費編）をご覧ください。 



 

 

計算結果一覧の項目 

照査   －   

判定   －   

杭の材質  －   

杭の外径  d (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

肉厚   t (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

H形鋼の高さ  H (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

H形鋼の辺  B (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

ウェブ  t1 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

フランジ  t2 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

溶接丸み半径  r (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

杭の外径（内側）  d (mm)  二重鋼管の場合 

肉厚（内側）  t (mm)  二重鋼管の場合 

断面積  A (mm2)   

断面２次モーメント I (mm4)   

断面係数  Z (mm3)   

最大せん断力  Smax (kN)  杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Smax (kN/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Smax 発生位置  Xs (m)   

せん断応力度  τs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

せん断応力度杭間隔 Ds (m)  杭材優先の場合 

標準杭間隔  Do (m)  地すべり移動層の厚さによる規定を考慮 

杭径８倍間隔  Dd (m)  杭の直径の８倍以内の規定を考慮 

孔壁間距離  Dw (m)  孔壁間の距離は１ｍ以上の規定を考慮 

杭間隔  D (m)   

根入長  lr (m)   

杭長   lp (m)   

水平負担力  H (kN)   

水平土圧  P (kN)  Hennes 式、土研式の場合 

受働土圧(移動層) Qpe (kN)  設計要領式の場合 

受働土圧(不動層) Qpr (kN)  設計要領式の場合 

 

 



 

 

 

3.4. くさび杭の計算 
 

ここでは、くさび杭の計算手順を示します。 

 

3.4.1 地盤条件 

3.4.2 アンカー 

3.4.3 地盤変形係数 

3.4.4 根入長 

3.4.5 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

3.4.6 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

3.4.7 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

3.4.8 杭の変位 

3.4.9 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

3.4.10 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 

※鉄筋コンクリート杭の説明は、「3.9 鉄筋コンクリート杭の計算」を参照してください。 

 



 

 

3.4.1. 地盤条件 

 

 
 

項目 説明 
 

移動層の厚さ lt (m) = 0.01～99.99 

 移動層の厚さを入力します。 

 

杭の有効長 le (m) = 0.01～99.99 

 移動層部分における杭の長さを入力します。杭頭部を埋め込む場合 

 は移動層の厚さから埋め込む長さを引いた値を入力します。 

 ※地表面から突出する杭は計算できません。 

 

必要抑止力 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 単位幅当たりの常時および地震時の必要抑止力を入力します。 

 

杭にかかる初期軸力 Nf1 (kN) = 0.0～999999.9 

 杭にかかる常時および地震時の初期軸力を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は初期軸力 

 は考慮されません。 

 

杭間隔 D (m) = 0.1～99.9 

 杭の設置間隔を入力します。 

 ※鉄筋コンクリート杭の場合に有効になります。 

 

すべり面傾斜角度を考慮 ○考慮する 

 ○考慮しない 

 すべり面傾斜角度を考慮するかしないかを選択します。 

 

すべり面傾斜角度 θe (°) = -89.0～89.0 

 常時および地震時のすべり面傾斜角度を入力します。 

 ※すべり面傾斜角度を考慮する場合に有効になります。 

 

［説明］ 各入力値について図解してます。 



 

 

 

3.4.2. アンカー 

 

 
 

項目 説明 
 

取付位置杭頭固定 くさび杭の場合はアンカー取り付け位置は杭頭となります。 

 

アンカー初期張力 Pa (kN) = 0.0～99999.9 

 アンカーの初期張力を入力します。 

 

アンカー傾角 θa (°) = 0.0～89.0 

 アンカー傾角を入力してください。 

 

アンカーの自由長 lf (m) = 0.01～99.99 

 アンカーの自由長を入力してください。 

 

アンカーの弾性係数 Ea (kN/m2) = 0.01～9.99×108 

 アンカーの弾性係数を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」以外の場合に有効になります。 

 

アンカーのバネ定数 Ka (kN/m) = 10～999999 

 アンカーのバネ定数を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」の場合に有効になります。 

 

アンカーの引張荷重 Tus (kN) = 0.001～9999.999 

 アンカーの引張荷重を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」の場合に有効になります。 

 

アンカーの降伏荷重 Tys (kN) = 0.001～9999.999 

 アンカーの降伏荷重を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」の場合に有効になります。 

 

アンカー本数 ○1本 

 ○0.5 本 

 杭１本当たりのアンカー本数を選択します。 

 杭２本につきアンカー１本をつける場合は、0.5 本を選択してください。 



 

 

項目 説明 
 

アンカー分力を軸力に加算 ○する 

 ○しない 

 アンカー分力を杭にかかる軸力に加算するかどうかを選択します。 

 

引張荷重 0.01～1.00 

 常時または地震時のアンカーの引張荷重に対する係数を入力しま

 す。 

 

降伏荷重 0.01～1.00 

 常時または地震時のアンカーの降伏荷重に対する係数を入力しま

 す。 

 

[参照...] アンカーの許容引張力を参照し、引張荷重、降伏荷重を代入できま 

 す。 

 

鋼材 ▼ アンカーの鋼材を PC鋼より線、多重 PC鋼より線、異形 PC鋼棒、そ 

 の他から選択します。 

 

種別 ▼ アンカーの種別を規格に登録してあるデータから選択します。 

 

規格 ▼ アンカーの規格を規格に登録してあるデータから選択します。 

 

 

 
【許容引張力】ダイアログ 

 

 
 

 



 

 

 

3.4.3. 地盤変形係数 

 

 
 

項目 説明 
 

変形係数の算出方法 ○Es 

 ○Kh 

 移動層および不動層における地盤の変形係数の算出方法として Es を 

 直接入力するか、または Kh を算出してから求めるかを選択します。 

 ※地震時を検討する際は、Kh しか選択できません。 

 

Kh の計算式 ▼ ・等分布荷重方式 

 ・等変位方式 

 ・港研式 

 ・林野庁と長野県の式 

 ・道示 N値による方法 

 ・道示 E0 による方法 

 ・直接入力 

 変形係数の算出方法がKh の場合、上記の計算式から選択します。 

 ※地震時を検討する際は、「道示 N値による方法」または「道示 E0 に 

   よる方法」のみ選択可能です。 

 

[参照...] Es および Kh の計算式の情報を見ることができます。 

 



 

 

項目 説明 
 

各設定値 地盤の変形係数：  Es (kN/m2) = 1～99999999 

 横方向地盤反力係数：  Kh (kN/m3) = 1～99999999 

 ポアソン比：  ν = 0.01～1.00 

 載荷試験時の載荷半径：  r (m) = 0.01～99.99 

 等分布荷重方式による K値：  Kl (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式による K値：  Kk (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式試験における載荷幅：  B (m) = 0.01～99.99 

 標準貫入試験における N値：  N = 1～9999 

 設計対象となる位置での変形係数：  E0 (kN/m2) = 1～99999999 

 E0 に対する係数：  常時のα = 1 or 4 

                                          地震時のα = 2 or 8 

 ※変形係数の算出方法および Kh の計算式の選択により、画面の入 

 力が切り替わります。 

 

低減係数 μ = 0.01～1.00 

 移動層の地盤の変形係数を低減する割合です。 

 [設定]ボタンをクリックすることにより値を入力することができます。 

 

[設定...] 低減係数を入力できます。 

 また、有効抵抗力を入力することにより参考値を求めることができま 

 す。 
 

kh の計算精度向上 チェックをつけた場合、地震時の kh の算出の際に小数点以下全ての

 桁を用いて算出します。これにより、地震時の kh の値は必ず常時の２ 

 倍となります。ただし、報告書の内容で計算すると、表示されている有 

 効桁数の関係上、kh の値とずれる可能性があります。 

 チェックをつけない場合、地震時のｋh の値は必ずしも常時の２倍とは 

 なりません。しかし、報告書の内容は正しく表記されています。 
 



 

 

 

3.4.4. 根入長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

すべり面から上の杭の長さ □すべり面から上の杭の長さを照査する  （a = 1.0～2.0） 

 杭の有効長を照査する場合はチェックします。 

 チェックをすると係数 aの入力ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 

[参照...] すべり面から上の杭の長さに関する情報を見ることができます。 

 

根入長の計算式 □b/β×a  （a = 1.0～2.0） 

                           ○b にπを使用 

                           ○b を任意入力 （ｂ = 0.0 ～ 9.9） 

 □不動層モーメント第一零点×a  （a = 1.0～2.0） 

 □任意の根入長  lr(m) = 0.01～900.00 

 根入長の設定を計算式から求めるか、任意入力するかを選択します。 

 計算式をチェックすると係数 a または bの入力ができるようになります。 

 計算式の場合は、複数チェックをつけることができます。その時の根入 

 長は計算式から求めた中で一番小さい値となります。 

 任意の根入長をチェックすると根入長の入力ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 

 □最低 3m以上を確保する 

 根入長を 3ｍ以上確保したい場合にチェックします。 

 ※任意の根入長が選択されている場合は無効となります。 

 

[参照...] 根入長の計算式に関する参考文献を見ることができます。 

 



 

 

項目 説明 
 

丸め方法 ○根入長 

 ○杭の全長 

 ○丸めない 

 計算式によって求めた根入長についてどのように丸めるかを３つの中 

 から選択します。 

 根入長： 根入長を単独で丸めます。 

 杭の全長： 杭の有効長に根入長を加えた後で丸めます。 

 丸めない： 計算で求めた値をそのまま使います。 

 ※任意の根入長の場合は「丸めない」が選択されます。 

 

丸め単位 丸め単位(m) = 0.1～2.0 

 丸め方法で根入長もしくは杭の全長を選択した場合に、丸める単位を 

 入力します。 

 ※丸め単位は初期値として 0.5 が設定してあります。 

 ※丸めないを選択している場合は無効となります。 

 

[参照...] 根入長の丸めに関する情報を見ることができます。 

 
 



 

 

 

3.4.5. 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

常時における期間 ○短期 

 ○長期 

 常時の許容応力度の期間として短期又は長期の選択をします。 

 

[参照] 短期、長期の判断についての情報を見ることができます。 

 

許容応力度 せん断許容応力度： τsa (N/mm2) = 1～999 

 曲げ許容応力度： σsa (N/mm2) = 1～999 

 鋼材の常時の短期または長期のせん断許容応力度及び曲げ許容応 

 力度の入力を行います。 

 「地震のみ」および「常時＋地震」の検討モードを選択している場合に 

 は、地震時のせん断許容応力度及び曲げ許容応力度の入力を行い ま

 す。 

 

[参照(鋼管)] 鋼管の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

[参照(Ｈ形鋼)] Ｈ形鋼の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

せん断応力補正係数 ○任意入力  α0 = 1.000～3.000 

 ○計算式から求める 

 補正係数を指定するか、計算式で求めるかを選択します。 

 ※α0には初期値として 2.0 が設定されています。 

 ※H形鋼の場合は「計算式から求める」は無効になります。 

 

[参照] せん断応力補正係数について情報を見ることができます。 

 

杭の弾性係数 E (kN/m2) = 0.1～9.9×108 

 杭の弾性係数を入力します。 

 ※杭の弾性係数は初期値として 2.0×108 が設定されています。 



 

 

許容応力度（「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した場合） 

 

 

 
 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した時のみ、上記画面となります。 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」では、鋼材規格および肉厚（t）により許容応力度が 

変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3.4.6. 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地すべり移動層の厚さ 杭材優先の時： 地すべり移動層の厚さによる標準杭間隔の規定を考 

 による規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□杭の直径の８倍以内の 杭材優先の時： 杭の直径の８倍以内を杭間隔の目安とする規定を考 

 規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□孔壁間の距離は１ｍ以 杭材優先の時： 孔壁間の距離を１ｍ以上確保する規定を考慮して杭 

 上の規定を考慮する 間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 ※１m以内でも千鳥配置を許可している場合には、千鳥配置にするこ  

   とにより孔壁間の距離が１m以上確保できできる場合は照査OK と 

   しています。このとき計算結果の孔壁間距離の文字が紫色となりま 

   す。 

 

杭の外径と孔壁の ⊿d (mm) = 1～999 

クリアランス 杭の外径と孔壁とのクリアランス（すきま）を入力します。 

 ※削孔径と杭の外径との差を入力してください。 

 ※概算工事費の削孔径とは関係ありません。概算工事費の削孔径は 

   「国土交通省土木工事積算基準書（共通編）」で規定されている削 

   孔径を使用します。 

 

□千鳥配置を許可する 千鳥配置を許可する場合にチェックします。 

 

 



 

 

3.4.7. 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地盤の降伏破壊を 地盤の降伏・破壊の検討する場合にチェックします。 

検討する チェックをつけると各値を入力することができるようになります。 

 

解析式の選択 ○Hennes 式 

 ○土研式 

 ○設計要領式 

 地盤破壊についての解析式を３つの中から選択します。 

 ※選択した式により、入力条件や結果項目が変わります。 

 

土の粘着力 c (kN/m2) = 0.0～999.9 

 土の粘着力を入力します。 

 

土の内部摩擦角 φ (°) = 0.0～89.0 

 土の内部摩擦角を入力します。 

 

土の単位体積重量 γ (kN/m3) = 0.1～999.9 

 土の単位体積重量を入力します。 

 

安全率 Fs = 0.1～9.9 

 安全率を入力します。 

 
 

 



 

 

 

3.4.8. 杭の変位 

 

 
 

項目 説明 
 

□許容変位量を考慮する 杭の変位に対して照査する場合にチェックします。 

 許容変位量を考慮するにチェックをすると許容変位量の入力ができる 

 ようになります。 

 

[参照...] 許容変位量に関する情報が見ることができます。 

 

許容変位量 許容変位量 (mm) = 0.1～9999.9 

 杭の常時及び地震時の許容変位量を入力します。 

 ※許容変位量は初期値として 50.0 が設定されています。 

 

変位照査位置 ○杭頭 

 ○最大変位位置 

 ○任意 

 変位を照査する杭の位置を杭頭にするか、最大変位が発生する位置 

 にするか、杭頭からの任意の位置にするかを選択します。 

 
 



 

 

3.4.9. 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼管規格参照 ▼ 計算対象とする鋼管のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管のいずれかを選択 

 した場合に有効になります。 

 

H 形鋼規格参照 ▼ 計算対象とする H形鋼のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼、鋼管＋H形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

材質 □400 材 

 □490 材 

 □520 材 

 □570 材 

 計算対象とする杭の材質に対してチェックします。 

 

サイズ種類 ○mm、インチ両方 

 ○mm のみ 

 ○インチのみ 

 計算に使用する鋼管のサイズを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼を選択した場合には設定できません。 

 

杭の外径 d(mm) = 10.0～9999.9 

 計算対象とする杭の外径の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の外径を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

 



 

 

 

項目 説明 
 

杭の肉厚 t(mm) = 0.1～999.9 

 計算対象とする杭の肉厚の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の肉厚を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

杭間隔 D(m) = 0.1～99.9 

 計算対象とする杭間隔の最小値と最大値を入力します。 

 ※計算モードが照査の場合は、杭間隔を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

検討ピッチ 検討ピッチ(m) = 0.1～2.0 

 計算対象とする杭間隔の検討ピッチを入力します。 

 ※計算モードが杭間隔優先の場合のみ有効になります。 

 

対象肉厚 ○肉厚すべてを検討 

 ○最小肉厚のみを検討 

 杭の材料で鋼管杭を選択した場合に機能します。 

 

 ※杭材優先＋肉厚すべてを検討 

 杭の断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭間隔の範囲内とな 

 る杭を計算により選択しすべて表示します。表示件数は少ないほう 

 で、採用鋼管杭の当たりをつけるときに用います。 

 

 ※杭材優先＋最小肉厚のみを検討 

 杭材、杭径ごとにその断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭 

 間隔の範囲内となる最小肉厚の杭を計算し表示します。表示件数は 

 もっとも少なくなり、採用鋼管杭の概略的な当たりをつけるときなどに 

 用います。 

 

 ※杭間隔優先＋肉厚すべてを検討 

 設定した杭間隔で条件内にある杭を、強度不足や強度過多にかかわ 

 らず、すべての肉厚で計算し表示します。強度不足がどんな応力で生 

 じているか知りたい場合や、強度に余裕のある設計をする場合に用い 

 ます。 

 

 ※杭間隔優先＋最小肉厚のみを検討 

 設定した杭間隔において、ある杭材、杭径に対し安全となる最小肉厚 

 の杭のみの計算結果を表示します。経済性を追求する設計を行う場 

 合に最適です。 

 

 ～％の応力度で肉厚を検討 = 1～200% 

 最小肉厚のみを検討を選択した場合に表示されます。 

 任意に指定した％で許容応力度を低減し、肉厚を検討します。 

 ただし、本機能は、ユーザー様の判断でご使用下さい。 

 



 

 

項目 説明 
 

外側の鋼管 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼または二重鋼管を選択した場合に外側 

 の鋼管を選択します。 

 

内側の鋼管 ▼ 杭の材料として二重鋼管を選択した場合に内側の鋼管を選択します。 

 ※内側鋼管の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

内側のＨ形鋼 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼を選択した場合に内側のＨ形鋼を選択 

 します。 

 ※Ｈ形鋼の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

□腐食しろを考慮する 腐食しろを考慮する場合にチェックします。 

 腐食しろを考慮するにチェックすると腐食しろが入力できるようになりま 

 す。 

 

腐食しろ 腐食しろ(mm) = 0.0～9.9 

 杭の材料に対しての腐食しろを入力します。 

 鋼管の場合は、外側と内側の腐食しろを設定します。 

 Ｈ形鋼の場合は外側の腐食しろのみ設定します。 

 ※腐食しろは初期値として 0.0 が設定されています。 

 

Ｈ形鋼の方向 ○Ｘ方向（強軸方向） 

 ○Ｙ方向（弱軸方向） 

 Ｈ形鋼の断面強度としてＸ方向またはＹ方向のどちらかを選択しま 

 す。 

 ※杭の材料としてＨ形鋼、鋼管＋Ｈ形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

杭本数 計算対象となる杭の本数が表示されます。 

 

□OUT の計算をする チェックを付けると、照査がOUT になる杭も計算結果に表示します。 

 
 



 

 

 

3.4.10. 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

計算結果一覧 計算結果の一覧が表示されます。（最大 100 行まで） 

 ※黄色く反転している行が選択行となります。 

 ※赤色表示は照査がOUT となったものです。 

 ※孔壁間距離の紫色表示は千鳥配置で条件を満たすものです。 

 ※上段には常時の結果、下段には地震時の結果が表示されます。 

 

[変位・応力分布図] 照査を選択した行の常時または地震時の変位図、モーメント図、せん 

 断力図を見ることができます。 

 

[報告書印刷...] 照査を選択した行の報告書を印刷できます。 

 

[報告書プレビュー] 照査を選択した行のプレビューが表示されます。 

 

[Word 出力] 照査を選択した行の報告書をMicrosoft Word に出力できます。 

 

[一覧表プレビュー] 結果一覧をプレビューおよび印刷します。 

 

[一覧表コピー] 結果一覧をクリップボードにコピーします。 

 

[情報...] 計算エラーとなった杭の本数等の情報が見ることができます。 

 

[表示項目...] 計算結果一覧に表示する項目（列）を切り替えることができます。 

 

[概算工事費...] 概算工事費の算出へと移ります。 

 詳しくは別冊の取り扱い説明書（概算工事費編）をご覧ください。 



 

 

計算結果一覧の項目 

照査   －   

判定   －   

杭の材質  －   

杭の外径  d (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

肉厚   t (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

H形鋼の高さ  H (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

H形鋼の辺  B (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

ウェブ  t1 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

フランジ  t2 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

溶接丸み半径  r (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

杭の外径（内側）  d (mm)  二重鋼管の場合 

肉厚（内側）  t (mm)  二重鋼管の場合 

断面積  A (mm2)   

断面２次モーメント I (mm4)   

断面係数  Z (mm3)   

最大曲げモーメント Mmax (kN･m) 杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Mmax (kN･m/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Mmax 発生位置  Xm (m)   

最大せん断力  Smax (kN)  杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Smax (kN/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Smax 発生位置  Xs (m)   

変位   Y (mm)  杭頭、最大または任意 

変位発生位置  Xy (m)  杭頭、最大または任意 

曲げ応力度  σs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

せん断応力度  τs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

曲げ応力度杭間隔 Dm (m)  杭材優先の場合 

せん断応力度杭間隔 Ds (m)  杭材優先の場合 

標準杭間隔  Do (m)  地すべり移動層の厚さによる規定を考慮 

杭径８倍間隔  Dd (m)  杭の直径の８倍以内の規定を考慮 

孔壁間距離  Dw (m)  孔壁間の距離は１ｍ以上の規定を考慮 

杭間隔  D (m)   

必要有効長  le (m)  杭の有効長を照査する場合 

根入長  lr (m)   

杭長   lp (m)   

杭にかかる軸力  Nf (kN)  杭間隔優先、照査の場合 

水平支点反力  Th (kN/本)  アンカー併用する場合 

必要アンカー力  P0 (kN/本)  アンカー併用する場合 

許容引張荷重  (kN/本)  アンカー併用する場合 

許容降伏荷重  (kN/本)  アンカー併用する場合 

水平負担力  H (kN)   

水平土圧  P (kN)  Hennes 式、土研式の場合 

受働土圧(移動層) Qpe (kN)  設計要領式の場合 

受働土圧(不動層) Qpr (kN)  設計要領式の場合 

βe･le(移動層)  －   

βr･lr(不動層)  －   



 

 

 

3.5. くさび杭（多層系）の計算 
 

ここでは、くさび杭（多層系）の計算手順を示します。 

 

3.5.1  地盤条件 

3.5.2  アンカー 

3.5.3  地盤変形係数 

3.5.4  根入長 

3.5.5  許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

3.5.6  標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

3.5.7  降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

3.5.8  杭の変位 

3.5.9  計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

3.5.10 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 

※鉄筋コンクリート杭の説明は、「3.9 鉄筋コンクリート杭の計算」を参照してください。 

 



 

 

3.5.1. 地盤条件 

 

 
 

項目 説明 
 

移動層の厚さ lt (m) = 0.01～99.99 

 移動層の厚さを入力します。 

 

杭の有効長 le (m) = 0.01～99.99 

 移動層部分における杭の長さを入力します。杭頭部を埋め込む場合 

 は移動層の厚さから埋め込む長さを引いた値を入力します。 

 ※地表面から突出する杭は計算できません。 

 

杭上部有効長 le1 (m) = 0.00～le 

 移動層上部における杭の長さを入力します。 

 

杭下部有効長 le2 (m) 

 移動層下部における杭の長さを表示します。 

 ※入力の必要はありません。le - le1 の値が表示されます。 

 

杭にかかる初期軸力 Nf1 (kN) = 0.0～999999.9 

 杭にかかる常時および地震時の初期軸力を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は初期軸力 

 は考慮されません。 

 

必要抑止力 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 単位幅当たりの常時および地震時の必要抑止力を入力します。 

 

杭間隔 D (m) = 0.1～99.9 

 杭の設置間隔を入力します。 

 ※鉄筋コンクリート杭の場合に有効になります。 

 

 



 

 

 

項目 説明 
 

すべり面傾斜角度を考慮 ○考慮する 

 ○考慮しない 

 すべり面傾斜角度を考慮するかしないかを選択します。 

 

すべり面傾斜角度 θe (°) = -89.0～89.0 

 常時および地震時のすべり面傾斜角度を入力します。 

 ※すべり面傾斜角度を考慮する場合に有効になります。 
 

［説明］ 各入力値について図解してます。 
 

 



 

 

3.5.2. アンカー 

 

 
 

項目 説明 
 

取付位置杭頭固定 くさび杭の場合はアンカー取り付け位置は杭頭となります。 

 

アンカー初期張力 Pa (kN) = 0.0～99999.9 

 アンカーの初期張力を入力します。 

 

アンカー傾角 θa (°) = 0.0～89.0 

 アンカー傾角を入力してください。 

 

アンカーの自由長 lf (m) = 0.01～99.99 

 アンカーの自由長を入力してください。 

 

アンカーの弾性係数 Ea (kN/m2) = 0.01～9.99×108 

 アンカーの弾性係数を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」以外の場合に有効になります。 

 

アンカーのバネ定数 Ka (kN/m) = 10～999999 

 アンカーのバネ定数を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」の場合に有効になります。 

 

アンカーの引張荷重 Tus (kN) = 0.001～9999.999 

 アンカーの引張荷重を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」の場合に有効になります。 

 

アンカーの降伏荷重 Tys (kN) = 0.001～9999.999 

 アンカーの降伏荷重を入力します。 

 ※アンカー引張材の鋼材が「その他」の場合に有効になります。 

 

アンカー本数 ○1本 

 ○0.5 本 

 杭１本当たりのアンカー本数を選択します。 

 杭２本につきアンカー１本をつける場合は、0.5 本を選択してください。 



 

 

 

項目 説明 
 

アンカー分力を軸力に加算 ○する 

 ○しない 

 アンカー分力を杭にかかる軸力に加算するかどうかを選択します。 

 

引張荷重 0.01～1.00 

 常時または地震時のアンカーの引張荷重に対する係数を入力しま

 す。 

 

降伏荷重 0.01～1.00 

 常時または地震時のアンカーの降伏荷重に対する係数を入力しま

 す。 

 

[参照...] アンカーの許容引張力を参照し、引張荷重、降伏荷重を代入できま 

 す。 

 

鋼材 ▼ アンカーの鋼材を PC鋼より線、多重 PC鋼より線、異形 PC鋼棒、そ 

 の他から選択します。 

 

種別 ▼ アンカーの種別を規格に登録してあるデータから選択します。 

 

規格 ▼ アンカーの規格を規格に登録してあるデータから選択します。 

 

 

 
【許容引張力】ダイアログ 

 

 
 

 



 

 

3.5.3. 地盤変形係数 

 

 
 

項目 説明 
 

EsKh 選択 ○Es 

 ○Kh 

 地盤の変形係数の算出方法として Es を直接入力するか、または Kh 

 を算出してから求めるかを選択します。 

 ※地震時を検討する際は、選択できません。 

 

Kh 算出方法 ▼ ・等分布荷重方式 

 ・等変位方式 

 ・港研式 

 ・林野庁・長野県の式 

 ・道示 N値による方法 

 ・道示 E0 による方法 

 ・直接入力 

 変形係数の算出方法がKh の場合、上記の計算式から選択します。 

 ※地震時を検討する際は、選択できません。 

 

□1/β仮定する 道路橋示方書下部構造編にかかれている 1/βを仮定して Kh を算出 

 する方法を用いる場合にチェックします。 

 ＜入力方法の選択＞ 

  ○道示 N値による方法 

  ○道示 E0 による方法 

 ＜βの算出方法の選択＞ 

  ○各層の kh 値を加重平均 

  ○各層のβ値を加重平均 

 ［説明］ 

  「各層の kh 値を加重平均」か「各層のβ値を加重平均」かの入力方 

  法の違いを説明します。 



 

 

 

項目 説明 
 

 

[一括入力] 連続する部材に対して同じ値を一度に設定できます。 

 

[参照] Es および Kh の計算式についての情報を見ることができます。 

 

各設定値 地盤の変形係数：  Es (kN/m2) = 0～99999999 

 横方向地盤反力係数：  Kh (kN/m3) = 1～99999999 

 ポアソン比：  ν = 0.01～1.00 

 載荷試験時の載荷半径：  r (m) = 0.01～99.99 

 等分布荷重方式による K値：  Kl (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式による K値：  Kk (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式試験における載荷幅：  B (m) = 0.01～99.99 

 標準貫入試験における N値：  N = 1～9999 

 設計対象となる位置での変形係数：  E0 (kN/m2) = 1～99999999 

 E0 に対する係数：  常時のα   = 1 or 4 

                                          地震時のα = 2 or 8 

 EsKh 選択および Kh算出方法により、画面の入力が切り替わります。 

 

低減係数 μ = 0.01～1.00 

 移動層の地盤の変形係数を低減する割合です。 

 [設定]ボタンをクリックすることにより値を入力することができます。 

 

[設定] 低減係数を入力できます。 

 また、有効抵抗力を入力することにより参考値を求めることができま 

 す。 
 

kh の計算精度向上 チェックをつけた場合、地震時の kh の算出の際に小数点以下全ての

 桁を用いて算出します。これにより、地震時の kh の値は必ず常時の２ 

 倍となります。ただし、報告書の内容で計算すると、表示されている有 

 効桁数の関係上、kh の値とずれる可能性があります。 

 チェックをつけない場合、地震時のｋh の値は必ずしも常時の２倍とは 

 なりません。しかし、報告書の内容は正しく表記されています。 

 

[記号説明] 地盤変形係数の入力時の各記号の説明をします。 
 



 

 

3.5.4. 根入長 

 

 
 

項目 説明 
 

すべり面から上の杭の長さ □すべり面から上の杭の長さを照査する  （a = 1.0～2.0） 

 杭の有効長を照査する場合はチェックします。 

 チェックをすると係数 aの入力ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 「根入部および杭形式の区分に使用するβの算出方法」で 

 各層のβを使用を選択した場合には、本機能は使用できません。 

 

[参照...] すべり面から上の杭の長さに関する情報を見ることができます。 

 

根入長の計算式 □b/β×a  （a = 1.0～2.0） 

                           ○b にπを使用 

                           ○b を任意入力 （ｂ = 0.0 ～ 9.9） 

 □不動層モーメント第一零点×a  （a = 1.0～2.0） 

 ※本機能を選択した場合には、「根入部および杭形式の区分に使用 

 するβの算出方法」で「各層のβを使用」が使用できません。 

 

 □任意の根入長  lr(m) = 0.01～900.00 

 根入長の設定を計算式から求めるか、任意入力するかを選択します。 

 計算式をチェックすると係数 a または bの入力ができるようになります。 

 計算式の場合は、複数チェックをつけることができます。その時の根入 

 長は計算式から求めた中で一番小さい値となります。 

 任意の根入長をチェックすると根入長の入力ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 

 



 

 

 

項目 説明 
 

 

根入長の計算式 □除外長設定  （0.00～99.99） 

 除外長を設定する場合にチェックをつけます。 

 

[参照...] 除外長について解説をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □最低 3m以上を確保する 

 根入長を 3ｍ以上確保したい場合にチェックします。 

 ※任意の根入長が選択されている場合は無効となります。 

 

[参照...] 根入長の計算式に関する参考文献を見ることができます。 

 

上部不動層厚 lr1 (m) = 0.00～99.99 

 上部不動層の厚さを入力します。 

 

下部不動層厚 lr2 (m) 

 下部不動層の厚さを表示します。 

 
 



 

 

項目 説明 
 

 

根入部および杭形式の区分 根入長の算出時および杭形式を区分するために使用する移動層およ 

に使用するβの算出方法 び不動層のβの算出方法を選択します。 

 ○すべり面部のβを使用 

 移動層には、移動層下部のβを使用します。 

 不動層には、不動層上部のβを使用します。 

 ○各層のβを使用 

 根入長の計算式に使用する場合は、 

 根入部の上の部材から順番にβと長さの積を求めていき、そこから 

 満足する根入長を求めていきます。 

 

 杭形式を区分するために使用する場合は、、 

 移動層および不動層の上部下部のβと長さの加重平均値により杭 

 形式を判定します。 

 

 ※根入長の計算式で不動層モーメント第一零点×a をチェックしたとき 

 使用できません。 

 杭形式の区分値（βｌ）を任意入力した場合には、本機能により算出 

 したβ値は杭形式を区分するためには使用しません。 

 

杭形式の区分値（βｌ） □任意入力する 0.0001～99.9999 

 常時および地震時の杭形式の区分値を任意入力します。 

 

丸め方法 ○根入長 

 ○杭の全長 

 ○丸めない 

 計算式によって求めた根入長についてどのように丸めるかを３つの中 

 から選択します。 

 根入長： 根入長を単独で丸めます。 

 杭の全長： 杭の有効長に根入長を加えた後で丸めます。 

 丸めない： 計算で求めた値をそのまま使います。 

 ※任意の根入長の場合は「丸めない」が選択されます。 

 

丸め単位 丸め単位(m) = 0.1～2.0 

 丸め方法で根入長もしくは杭の全長を選択した場合に、丸める単位を 

 入力します。 

 ※丸め単位は初期値として 0.5 が設定してあります。 

 ※丸めないを選択している場合は無効となります。 

 

[参照...] 根入長の丸めに関する情報を見ることができます。 

 
 



 

 

 

3.5.5. 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

常時における期間 ○短期 

 ○長期 

 常時の許容応力度の期間として短期又は長期の選択をします。 

 

[参照] 短期、長期の判断についての情報を見ることができます。 

 

許容応力度 せん断許容応力度： τsa (N/mm2) = 1～999 

 曲げ許容応力度： σsa (N/mm2) = 1～999 

 鋼材の常時の短期または長期のせん断許容応力度及び曲げ許容応 

 力度の入力を行います。 

 常時＋地震の検討モードを選択している場合には、地震時のせん断 

 許容応力度及び曲げ許容応力度の入力を行います。 

 

[参照(鋼管)] 鋼管の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

[参照(Ｈ形鋼)] Ｈ形鋼の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

せん断応力補正係数 ○任意入力  α0 = 1.000～3.000 

 ○計算式から求める 

 補正係数を指定するか、計算式で求めるかを選択します。 

 ※α0には初期値として 2.0 が設定されています。 

 ※H形鋼の場合は「計算式から求める」は無効になります。 

 

[参照] せん断応力補正係数について情報を見ることができます。 

 

杭の弾性係数 E (kN/m2) = 0.1～9.9×108 

 杭の弾性係数を入力します。 

 ※杭の弾性係数は初期値として 2.0×108 が設定されています。 
 



 

 

許容応力度（「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した場合） 

 

 

 
 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した時のみ、上記画面となります。 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」では、鋼材規格および肉厚（t）により許容応力度が 

変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3.5.6. 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地すべり移動層の厚さ 杭材優先の時： 地すべり移動層の厚さによる標準杭間隔の規定を考 

 による規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□杭の直径の８倍以内の 杭材優先の時： 杭の直径の８倍以内を杭間隔の目安とする規定を考 

 規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□孔壁間の距離は１ｍ以 杭材優先の時： 孔壁間の距離を１ｍ以上確保する規定を考慮して杭 

 上の規定を考慮する 間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 ※１m以内でも千鳥配置にすることにより孔壁間の距離が１m以上確 

 保できる場合は照査OK としています。 

 

杭の外径と孔壁の ⊿d (mm) = 1～999 

クリアランス 杭の外径と孔壁とのクリアランス（すきま）を入力します。 

 ※削孔径と杭の外径との差を入力してください。 

 

□千鳥配置を許可する 千鳥配置を許可する場合にチェックします。 

 



 

 

3.5.7. 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地盤の降伏破壊を 地盤の降伏・破壊の検討する場合にチェックします。 

検討する チェックをつけると各値を入力することができるようになります。 

 

解析式の選択 ○Hennes 式 

 ○土研式 

 ○設計要領式 

 地盤破壊についての解析式を３つの中から選択します。 

 ※選択した式により、入力条件や結果項目が変わります。 

 

土の粘着力 c (kN/m2) = 0.0～999.9 

 土の粘着力を入力します。 

 

土の内部摩擦角 φ (°) = 0.0～89.0 

 土の内部摩擦角を入力します。 

 

土の単位体積重量 γ (kN/m3) = 0.1～999.9 

 土の単位体積重量を入力します。 

 

安全率 Fs = 0.1～9.9 

 安全率を入力します。 

 
 

 



 

 

 

3.5.8. 杭の変位 

 

 
 

項目 説明 
 

□許容変位量を考慮する 杭の変位に対して照査する場合にチェックします。 

 許容変位量を考慮するにチェックをすると許容変位量の入力ができる 

 ようになります。 

 

[参照...] 許容変位量に関する情報が見ることができます。 

 

許容変位量 許容変位量 (mm) = 0.1～9999.9 

 杭の常時及び地震時の許容変位量を入力します。 

 ※許容変位量は初期値として 50.0 が設定されています。 

 

変位照査位置 ○杭頭 

 ○最大変位位置 

 ○任意 

 変位を照査する杭の位置を杭頭にするか、最大変位が発生する位置 

 にするか、杭頭からの任意の位置にするかを選択します。 

 
 



 

 

3.5.9. 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼管規格参照 ▼ 計算対象とする鋼管のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管のいずれかを選択 

 した場合に有効になります。 

 

H 形鋼規格参照 ▼ 計算対象とする H形鋼のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼、鋼管＋H形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

材質 □400 材 

 □490 材 

 □520 材 

 □570 材 

 計算対象とする杭の材質に対してチェックします。 

 

サイズ種類 ○mm、インチ両方 

 ○mm のみ 

 ○インチのみ 

 計算に使用する鋼管のサイズを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼を選択した場合には設定できません。 

 

杭の外径 d(mm) = 10.0～9999.9 

 計算対象とする杭の外径の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の外径を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

 



 

 

 

項目 説明 
 

杭の肉厚 t(mm) = 0.1～999.9 

 計算対象とする杭の肉厚の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の肉厚を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

杭間隔 D(m) = 0.1～99.9 

 計算対象とする杭間隔の最小値と最大値を入力します。 

 ※計算モードが照査の場合は、杭間隔を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

検討ピッチ 検討ピッチ(m) = 0.1～2.0 

 計算対象とする杭間隔の検討ピッチを入力します。 

 ※計算モードが杭間隔優先の場合のみ有効になります。 

 

対象肉厚 ○肉厚すべてを検討 

 ○最小肉厚のみを検討 

 杭の材料で鋼管杭を選択した場合に機能します。 

 

 ※杭材優先＋肉厚すべてを検討 

 杭の断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭間隔の範囲内とな 

 る杭を計算により選択しすべて表示します。表示件数は少ないほう 

 で、採用鋼管杭の当たりをつけるときに用います。 

 

 ※杭材優先＋最小肉厚のみを検討 

 杭材、杭径ごとにその断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭 

 間隔の範囲内となる最小肉厚の杭を計算し表示します。表示件数は 

 もっとも少なくなり、採用鋼管杭の概略的な当たりをつけるときなどに 

 用います。 

 

 ※杭間隔優先＋肉厚すべてを検討 

 設定した杭間隔で条件内にある杭を、強度不足や強度過多にかかわ 

 らず、すべての肉厚で計算し表示します。強度不足がどんな応力で生 

 じているか知りたい場合や、強度に余裕のある設計をする場合に用い 

 ます。 

 

 ※杭間隔優先＋最小肉厚のみを検討 

 設定した杭間隔において、ある杭材、杭径に対し安全となる最小肉厚 

 の杭のみの計算結果を表示します。経済性を追求する設計を行う場 

 合に最適です。 

 

 ～％の応力度で肉厚を検討 = 1～200% 

 最小肉厚のみを検討を選択した場合に表示されます。 

 任意に指定した％で許容応力度を低減し、肉厚を検討します。 

 ただし、本機能は、ユーザー様の判断でご使用下さい。 

 



 

 

項目 説明 
 

外側の鋼管 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼または二重鋼管を選択した場合に外側 

 の鋼管を選択します。 

 

内側の鋼管 ▼ 杭の材料として二重鋼管を選択した場合に内側の鋼管を選択します。 

 ※内側鋼管の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

内側のＨ形鋼 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼を選択した場合に内側のＨ形鋼を選択 

 します。 

 ※Ｈ形鋼の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

□腐食しろを考慮する 腐食しろを考慮する場合にチェックします。 

 腐食しろを考慮するにチェックすると腐食しろが入力できるようになりま 

 す。 

 

腐食しろ 腐食しろ(mm) = 0.0～9.9 

 杭の材料に対しての腐食しろを入力します。 

 鋼管の場合は、外側と内側の腐食しろを設定します。 

 Ｈ形鋼の場合は外側の腐食しろのみ設定します。 

 ※腐食しろは初期値として 0.0 が設定されています。 

 

Ｈ形鋼の方向 ○Ｘ方向（強軸方向） 

 ○Ｙ方向（弱軸方向） 

 Ｈ形鋼の断面強度としてＸ方向またはＹ方向のどちらかを選択しま 

 す。 

 ※杭の材料としてＨ形鋼、鋼管＋Ｈ形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

杭本数 計算対象となる杭の本数が表示されます。 

 

□OUT の計算をする チェックを付けると、照査がOUT になる杭も計算結果に表示します。 

 
 



 

 

 

3.5.10. 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

計算結果一覧 計算結果の一覧が表示されます。（最大 100 行まで） 

 ※黄色く反転している行が選択行となります。 

 ※赤色表示は照査がOUT となったものです。 

 ※孔壁間距離の紫色表示は千鳥配置で条件を満たすものです。 

 ※上段には常時の結果、下段には地震時の結果が表示されます。 

 

[変位・応力分布図] 照査を選択した行の常時または地震時の変位図、モーメント図、せん 

 断力図を見ることができます。 

 

[報告書印刷...] 照査を選択した行の報告書を印刷できます。 

 

[報告書プレビュー] 照査を選択した行のプレビューが表示されます。 

 

[Word 出力] 照査を選択した行の報告書をMicrosoft Word に出力できます。 

 

[一覧表プレビュー] 結果一覧をプレビューおよび印刷します。 

 

[一覧表コピー] 結果一覧をクリップボードにコピーします。 

 

[情報...] 計算エラーとなった杭の本数等の情報が見ることができます。 

 

[表示項目...] 計算結果一覧に表示する項目（列）を切り替えることができます。 

 

[概算工事費...] 概算工事費の算出へと移ります。 

 詳しくは別冊の取り扱い説明書（概算工事費編）をご覧ください。 



 

 

計算結果一覧の項目 

照査   －   

判定   －   

杭の材質  －   

杭の外径  d (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

肉厚   t (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

H形鋼の高さ  H (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

H形鋼の辺  B (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

ウェブ  t1 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

フランジ  t2 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

溶接丸み半径  r (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

杭の外径（内側）  d (mm)  二重鋼管の場合 

肉厚（内側）  t (mm)  二重鋼管の場合 

断面積  A (mm2)   

断面２次モーメント I (mm4)   

断面係数  Z (mm3)   

最大曲げモーメント Mmax (kN･m) 杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Mmax (kN･m/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Mmax 発生位置  Xm (m)   

最大せん断力  Smax (kN)  杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Smax (kN/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Smax 発生位置  Xs (m)   

変位   Y (mm)  杭頭、最大または任意 

変位発生位置  Xy (m)  杭頭、最大または任意 

曲げ応力度  σs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

せん断応力度  τs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

曲げ応力度杭間隔 Dm (m)  杭材優先の場合 

せん断応力度杭間隔 Ds (m)  杭材優先の場合 

標準杭間隔  Do (m)  地すべり移動層の厚さによる規定を考慮 

杭径８倍間隔  Dd (m)  杭の直径の８倍以内の規定を考慮 

孔壁間距離  Dw (m)  孔壁間の距離は１ｍ以上の規定を考慮 

杭間隔  D (m)   

必要有効長  le (m)  杭の有効長を照査する場合 

根入長  lr (m)   

杭長   lp (m)   

杭にかかる軸力  Nf (kN)  杭間隔優先、照査の場合 

水平支点反力  Th (kN/本)  アンカー併用する場合 

必要アンカー力  P0 (kN/本)  アンカー併用する場合 

許容引張荷重  (kN/本)  アンカー併用する場合 

許容降伏荷重  (kN/本)  アンカー併用する場合 

水平負担力  H (kN)   

水平土圧  P (kN)  Hennes 式、土研式の場合 

受働土圧(移動層) Qpe (kN)  設計要領式の場合 

受働土圧(不動層) Qpr (kN)  設計要領式の場合 

βe･le(移動層)  －   

βr･lr(不動層)  －   



 

 

 

3.6. 抑え杭の計算 
 

ここでは、抑え杭の計算手順を示します。 

 

3.6.1 地盤条件 

3.6.2 アンカー 

3.6.3 地盤変形係数 

3.6.4 根入長 

3.6.5 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

3.6.6 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

3.6.7 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

3.6.8 杭の変位 

3.6.9 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

3.6.10 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 

※鉄筋コンクリート杭の説明は、「3.9 鉄筋コンクリート杭の計算」を参照してください。 

 



 

 

3.6.1. 地盤条件 

 

 
 

項目 説明 
 

移動層の厚さ lt (m) = 0.01～99.99 

 移動層の厚さを入力します。 

 

杭の有効長 le (m) = 0.01～99.99 

 移動層部分における杭の長さを入力します。杭頭部を埋め込む場合 

 は移動層の厚さから埋め込む長さを引いた値を入力します。 

 ※地表面から突出する杭は計算できません。 

 

必要抑止力 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 常時および地震時の単位幅当たりの必要抑止力を入力します。 

 

杭にかかる初期軸力 Nf1 (kN) = 0.0～999999.9 

 杭にかかる常時および地震時の初期軸力を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は初期軸力 

 は考慮されません。 

 

杭間隔 D (m) = 0.1～99.9 

 杭の設置間隔を入力します。 

 ※鉄筋コンクリート杭の場合のみ、表示されます。 

 

すべり面傾斜角度を考慮 ○考慮する 

 ○考慮しない 

 すべり面傾斜角度を考慮するかしないかを選択します。 

 

すべり面傾斜角度 θe (°) = -89.0～89.0 

 常時および地震時のすべり面傾斜角度を入力します。 

 ※すべり面傾斜角度を考慮する場に有効になります。 

 



 

 

 

項目 説明 
 

荷重形態 ○集中荷重 

 ○三角形分布荷重 

 杭にかかる荷重の形態を選択します。 

 

荷重位置 ○杭の有効長の 1/2 

 ○杭の有効長の 1/3 

 ○任意 

 集中荷重の作用位置を選択します。 

 ※集中荷重を選択した場合に有効になります。 

 

すべり面から lH (m) = 0.01～99.99 

力の作用点までの高さ 集中荷重の作用位置を入力します。 

 ※荷重位置で任意を選択した場合に有効になります。 

 

地震時慣性力 ○なし 

 ○慣性力１のみ 

 ○慣性力１と慣性力 2 

 地震時の慣性力の入力方法を選択します。 

 

上深度 ▼ 慣性力がかかる上側の深度を選択します。 

 

下深度 ▼ 慣性力がかかる下側の深度を選択します。 

 

計算する値 ○Pr1  

 ○Pr  

 ○Pr2  

 計算で求める値を選択します。 

 

 Pr1 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 上側の慣性力を入力します。 

 ※計算する値で「Pr1」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 慣性力の水平成分を入力します。 

 ※計算する値で「Pr」を選択した場合は、他の２つの値から計算するた 

 め入力できなくなります。 

 

 Pr2 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 下側の慣性力を入力します。 

 ※計算する値で「Pr2」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 ※抑え杭の常時＋地震時を検討する場合、慣性力があると、骨組解 

 析で計算します。 

 



 

 

3.6.2. アンカー 

 

 
 

項目 説明 
 

アンカー取付位置 la (m) = 0.01～99.99 

 アンカーの取付位置を入力します。 

 

アンカー傾角 θa (°) = 0.0～89.0 

 アンカー傾角を入力してください。 

 

アンカー分力を軸力に加算 ○する 

 ○しない 

 アンカー分力を杭にかかる軸力に加算するかどうかを選択します。 

 



 

 

 

3.6.3. 地盤変形係数 

 

 
 

項目 説明 
 

変形係数の算出方法 ○Es 

 ○Kh 

 不動層における地盤の変形係数の算出方法として Es を直接入力する 

 か、または Kh を算出してから求めるかを選択します。 

 ※地震時を検討する際は、Kh しか選択できません。 

 

Kh の計算式 ▼ ・等分布荷重方式 

 ・等変位方式 

 ・港研式 

 ・林野庁・長野県の式 

 ・道示 N値による方法 

 ・道示 E0 による方法 

 ・直接入力 

 変形係数の算出方法がKh の場合、上記の計算式から選択します。 

 ※地震時を検討する際は、「道示 E0 による方法」または「道示 N値に 

   よる方法」しか選択できません。 

 

[参照...] Es および Kh の計算式の情報を見ることができます。 
 



 

 

項目 説明 
 

各設定値 地盤の変形係数：  Es (kN/m2) = 1～99999999 

 横方向地盤反力係数：  Kh (kN/m3) = 1～99999999 

 ポアソン比：  ν = 0.01～1.00 

 載荷試験時の載荷半径：  r (m) = 0.01～99.99 

 等分布荷重方式による K値：  Kl (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式による K値：  Kk (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式試験における載荷幅：  B (m) = 0.01～99.99 

 標準貫入試験における N値：  N = 1～9999 

 設計対象となる位置での変形係数：  E0 (kN/m2) = 1～99999999 

 E0 に対する係数：  常時のα = 1 or 4 

                                          地震時のα = 2 or 8 

 変形係数の算出方法および Kh の計算式の選択により、画面の入力 

 が切り替わります。 
 

kh の計算精度向上 チェックをつけた場合、地震時の kh の算出の際に小数点以下全ての 

 桁を用いて算出します。これにより、地震時の kh の値は必ず常時の２ 

 倍となります。ただし、報告書の内容で計算すると、表示されている有 

 効桁数の関係上、kh の値とずれる可能性があります。 

 チェックをつけない場合、地震時のｋh の値は必ずしも常時の２倍とは 

 なりません。しかし、報告書の内容は正しく表記されています。 
 

 

 



 

 

 

3.6.4. 根入長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

根入長の計算式 □b/β×a  （a = 1.0～2.0） 

                           ○b にπを使用 

                           ○b を任意入力 （ｂ = 0.0 ～ 9.9） 

 □不動層モーメント第一零点×a  （a = 1.0～2.0） 

 □任意の根入長  lr(m) = 0.01～900.00 

 根入長の設定を計算式から求めるか、任意入力するかを選択します。 

 計算式をチェックすると係数 a または bの入力ができるようになります。 

 計算式の場合は、複数チェックをつけることができます。その時の根入 

 長は計算式から求めた中で一番小さい値となります。 

 任意の根入長をチェックすると根入長の入力ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 

 □最低 3m以上を確保する 

 根入長を 3ｍ以上確保したい場合にチェックします。 

 ※任意の根入長が選択されている場合は無効となります。 

 

[参照...] このボタンをクリックすると根入長の計算式に関する参考文献を見れま 

 す。 

 

丸め方法 ○根入長 

 ○杭の全長 

 ○丸めない 

 計算式によって求めた根入長についてどのように丸めるかを３つの中 

 から選択します。 

 根入長： 根入長を単独で丸めます。 

 杭の全長： 杭の有効長に根入長を加えた後で丸めます。 

 丸めない： 計算で求めた値をそのまま使います。 

 ※任意の根入長の場合は「丸めない」が選択されます。 



 

 

項目 説明 
 

丸め単位 丸め単位(m) = 0.1～2.0 

 丸め方法で根入長もしくは杭の全長を選択した場合に、丸める単位を 

 入力します。 

 ※丸め単位は初期値として 0.5 が設定してあります。 

 ※丸めないを選択している場合は無効となります。 

 

[参照...] 根入長の丸めに関する情報を見ることができます。 

 

 
 



 

 

 

3.6.5. 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼材許容応力度 期間 ○短期 

 ○長期 

 鋼材の許容応力度の期間として短期または長期の選択をします。 

 

[参照] 短期、長期の判断についての情報を見ることができます。 

 

許容応力度 せん断許容応力度： τsa (N/mm2) = 1～999 

 曲げ許容応力度： σsa (N/mm2) = 1～999 

 鋼材の常時の短期または長期のせん断許容応力度及び曲げ許容応 

 力度の入力を行います。 

 常時＋地震の検討モードを選択している場合には、地震時のせん断 

 許容応力度及び曲げ許容応力度の入力を行います。 

 

[参照(鋼管)] 鋼管の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

[参照(Ｈ形鋼)] Ｈ形鋼の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

せん断応力補正係数 ○任意入力  α0 = 1.000～3.000 

 ○計算式から求める 

 補正係数を指定するか、計算式で求めるかを選択します。 

 ※α0には初期値として 2.0 が設定されています。 

 ※H形鋼の場合は「計算式から求める」は無効になります。 

 

[参照] せん断応力補正係数について情報を見ることができます。 

 

杭の弾性係数 E (kN/m2) = 0.1～9.9×108 

 杭の弾性係数を入力します。 

 ※杭の弾性係数は初期値として 2.0×108 が設定されています。 



 

 

 

許容応力度（「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した場合） 

 

 

 
 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した時のみ、上記画面となります。 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」では、鋼材規格および肉厚（t）により許容応力度が 

変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3.6.6. 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地すべり移動層の厚さ 杭材優先の時： 地すべり移動層の厚さによる標準杭間隔の規定を考 

による規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□杭の直径の８倍以内の 杭材優先の時： 杭の直径の８倍以内を杭間隔の目安とする規定を考 

規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□孔壁間の距離は１ｍ以 杭材優先の時： 孔壁間の距離を１ｍ以上確保する規定を考慮して杭 

上の規定を考慮する 間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 ※１m以内でも千鳥配置にすることにより孔壁間の距離が１m以上確 

 保できる場合は照査OK としています。 

 

杭の外径と孔壁の ⊿d (mm) = 1～999 

クリアランス 杭の外径と孔壁とのクリアランス（すきま）を入力します。 

 ※削孔径と杭の外径との差を入力してください。 

 

□千鳥配置を許可する 千鳥配置を許可する場合にチェックします。 

 



 

 

3.6.7. 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地盤の降伏破壊を 地盤の降伏・破壊の検討する場合にチェックします。 

検討する チェックをつけると各値を入力することができるようになります。 

 

解析式の選択 ○Hennes 式 

 ○土研式 

 ○設計要領式 

 地盤破壊についての解析式を３つの中から選択します。 

 ※選択した式により、入力条件や結果項目が変わります。 

 

土の粘着力 c (kN/m2) = 0.0～999.9 

 土の粘着力を入力します。 

 

土の内部摩擦角 φ (°) = 0.0～89.0 

 土の内部摩擦角を入力します。 

 

土の単位体積重量 γ (kN/m3) = 0.1～999.9 

 土の単位体積重量を入力します。 

 

安全率 Fs = 0.1～9.9 

 安全率を入力します。 

 
 

 



 

 

 

3.6.8. 杭の変位 

 

 
 

項目 説明 
 

□許容変位量を考慮する 杭の変位に対して照査する場合にチェックします。 

 許容変位量を考慮するにチェックをすると許容変位量の入力ができる 

 ようになります。 

 

[参照...] 許容変位量に関する情報を見ることができます。 

 

許容変位量 許容変位量 (mm) = 0.1～9999.9 

 杭の常時及び地震時の許容変位量を入力します。 

 ※許容変位量は初期値として 50.0 が設定されています。 

 

変位照査位置 ○杭頭 

 ○最大変位位置 

 ○任意 

 変位を照査する杭の位置を杭頭にするか、最大変位が発生する位置 

 にするか、杭頭からの任意の位置にするかを選択します。 

 

 



 

 

3.6.9. 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼管規格参照 ▼ 計算対象とする鋼管のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管のいずれかを選択 

 した場合に有効になります。 

 

H 形鋼規格参照 ▼ 計算対象とする H形鋼のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼、鋼管＋H形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

材質 □400 材 

 □490 材 

 □520 材 

 □570 材 

 計算対象とする杭の材質に対してチェックします。 

 

サイズ種類 ○mm、インチ両方 

 ○mm のみ 

 ○インチのみ 

 計算に使用する鋼管のサイズを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼を選択した場合には設定できません。 

 

杭の外径 d(mm) = 10.0～9999.9 

 計算対象とする杭の外径の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の外径を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

 



 

 

 

項目 説明 
 

杭の肉厚 t(mm) = 0.1～999.9 

 計算対象とする杭の肉厚の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の肉厚を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

杭間隔 D(m) = 0.1～99.9 

 計算対象とする杭間隔の最小値と最大値を入力します。 

 ※計算モードが照査の場合は、杭間隔を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

検討ピッチ 検討ピッチ(m) = 0.1～2.0 

 計算対象とする杭間隔の検討ピッチを入力します。 

 ※計算モードが杭間隔優先の場合のみ有効になります。 

 

対象肉厚 ○肉厚すべてを検討 

 ○最小肉厚のみを検討 

 杭の材料で鋼管杭を選択した場合に機能します。 

 

 ※杭材優先＋肉厚すべてを検討 

 杭の断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭間隔の範囲内とな 

 る杭を計算により選択しすべて表示します。表示件数は少ないほう 

 で、採用鋼管杭の当たりをつけるときに用います。 

 

 ※杭材優先＋最小肉厚のみを検討 

 杭材、杭径ごとにその断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭 

 間隔の範囲内となる最小肉厚の杭を計算し表示します。表示件数は 

 もっとも少なくなり、採用鋼管杭の概略的な当たりをつけるときなどに 

 用います。 

 

 ※杭間隔優先＋肉厚すべてを検討 

 設定した杭間隔で条件内にある杭を、強度不足や強度過多にかかわ 

 らず、すべての肉厚で計算し表示します。強度不足がどんな応力で生 

 じているか知りたい場合や、強度に余裕のある設計をする場合に用い 

 ます。 

 

 ※杭間隔優先＋最小肉厚のみを検討 

 設定した杭間隔において、ある杭材、杭径に対し安全となる最小肉厚 

 の杭のみの計算結果を表示します。経済性を追求する設計を行う場 

 合に最適です。 

 

 ～％の応力度で肉厚を検討 = 1～200% 

 最小肉厚のみを検討を選択した場合に表示されます。 

 任意に指定した％で許容応力度を低減し、肉厚を検討します。 

 ただし、本機能は、ユーザー様の判断でご使用下さい。 

 



 

 

項目 説明 
 

外側の鋼管 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼または二重鋼管を選択した場合に外側 

 の鋼管を選択します。 

 

内側の鋼管 ▼ 杭の材料として二重鋼管を選択した場合に内側の鋼管を選択します。 

 ※内側鋼管の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

内側のＨ形鋼 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼を選択した場合に内側のＨ形鋼を選択 

 します。 

 ※Ｈ形鋼の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

□腐食しろを考慮する 腐食しろを考慮する場合にチェックします。 

 腐食しろを考慮するにチェックすると腐食しろが入力できるようになりま 

 す。 

 

腐食しろ 腐食しろ(mm) = 0.0～9.9 

 杭の材料に対しての腐食しろを入力します。 

 鋼管の場合は、外側と内側の腐食しろを設定します。 

 Ｈ形鋼の場合は外側の腐食しろのみ設定します。 

 ※腐食しろは初期値として 0.0 が設定されています。 

 

Ｈ形鋼の方向 ○Ｘ方向（強軸方向） 

 ○Ｙ方向（弱軸方向） 

 Ｈ形鋼の断面強度としてＸ方向またはＹ方向のどちらかを選択しま 

 す。 

 ※杭の材料としてＨ形鋼、鋼管＋Ｈ形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

杭本数 計算対象となる杭の本数が表示されます。 

 

□OUT の計算をする チェックを付けると、照査がOUT になる杭も計算結果に表示します。 

 
 



 

 

 

3.6.10. 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

計算結果一覧 計算結果の一覧が表示されます。（最大 100 行まで） 

 ※黄色く反転している行が選択行となります。 

 ※赤色表示は照査がOUT となったものです。 

 ※孔壁間距離の紫色表示は千鳥配置で条件を満たすものです。 

 ※上段には常時の結果、下段には地震時の結果が表示されます。 

 

[変位・応力分布図] 照査を選択した行の常時または地震時の変位図、モーメント図、せん 

 断力図を見ることができます。 

 

[報告書印刷...] 照査を選択した行の報告書を印刷できます。 

 

[報告書プレビュー] 照査を選択した行のプレビューが表示されます。 

 

[Word 出力] 照査を選択した行の報告書をMicrosoft Word に出力できます。 

 

[一覧表プレビュー] 結果一覧をプレビューおよび印刷します。 

 

[一覧表コピー] 結果一覧をクリップボードにコピーします。 

 

[情報...] 計算エラーとなった杭の本数等の情報を見ることができます。 

 

[表示項目...] 計算結果一覧に表示する項目（列）を切り替えることができます。 

 

[概算工事費...] 概算工事費の算出へと移ります。 

 詳しくは別冊の取り扱い説明書（概算工事費編）をご覧ください。 



 

 

計算結果一覧の項目 

照査   －   

判定   －   

杭の材質  －   

杭の外径  d (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

肉厚   t (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

H形鋼の高さ  H (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

H形鋼の辺  B (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

ウェブ  t1 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

フランジ  t2 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

溶接丸み半径  r (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

杭の外径（内側）  d (mm)  二重鋼管の場合 

肉厚（内側）  t (mm)  二重鋼管の場合 

断面積  A (mm2)   

断面２次モーメント I (mm4)   

断面係数  Z (mm3)   

最大曲げモーメント Mmax (kN･m) 杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Mmax (kN･m/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Mmax 発生位置  Xm (m)   

最大せん断力  Smax (kN)  杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Smax (kN/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Smax 発生位置  Xs (m)   

変位   Y (mm)  杭頭、最大または任意 

変位位置  Xy (m)  杭頭、最大または任意 

曲げ応力度  σs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

せん断応力度  τs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

曲げ応力度杭間隔 Dm (m)  杭材優先の場合 

せん断応力度杭間隔 Ds (m)  杭材優先の場合 

標準杭間隔  Do (m)  地すべり移動層の厚さによる規定を考慮 

杭径８倍間隔  Dd (m)  杭の直径の８倍以内の規定を考慮 

孔壁間距離  Dw (m)  孔壁間の距離は１ｍ以上の規定を考慮 

杭間隔  D (m)   

根入長  lr (m)   

杭長   lp (m)   

杭にかかる軸力  Nf (kN)  杭間隔優先、照査の場合 

水平支点反力  Th (kN/本)  アンカー併用する場合 

必要アンカー力  P0 (kN/本)  アンカー併用する場合 

水平負担力  H (kN)   

水平土圧  P (kN)  Hennes 式、土研式の場合 

受働土圧(移動層) Qpe (kN)  設計要領式の場合 

受働土圧(不動層) Qpr (kN)  設計要領式の場合 

βr･lr(不動層)  －   

 



 

 

 

3.7. 骨組解析自動計算 
 

ここでは、骨組構造解析の自動計算手順を示します。 

 

3.7.1 荷重条件 

3.7.2 地震時条件 

3.7.3 計算条件 

3.7.4 地盤変形係数 

3.7.5 根入長 

3.7.6 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

3.7.7 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

3.7.8 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

3.7.9 杭の変位 

3.7.10 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

3.7.11 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 

※鉄筋コンクリート杭の説明は、「3.9 鉄筋コンクリート杭の計算」を参照してください。 

 



 

 

3.7.1. 荷重条件 

 

 
 

項目 説明 
 

節点 節点を昇順に表示します。杭頭を節点=１とします。 

 

深度 深度 (m) = 0.01～99.99 

 杭頭を基準(0.00)とする場合の各節点までの長さを入力します。深度 

 は必ず昇順で入力してください。 

 ※節点１の深度は杭頭により 0.00m で固定となります。 

 

□変位拘束 節点をアンカー等で変位拘束する場合にチェックします。 

 

□回転拘束 節点をアンカー等で回転拘束する場合にチェックします。 

 

モーメント荷重 モーメント荷重 (kN･m/m) = 0.1～99999.9 

 節点にモーメント荷重をかける場合に入力します。 

 

せん断荷重 せん断荷重 (kN/m) = 0.1～99999.9 

 節点にせん断荷重をかける場合に入力します。 

 

部材数 部材数 (数) = 2～99 

 部材数を増減する場合に入力します。 

 ※節点数 = 部材数＋1 となります。 

 

根入れ地盤深度 ▼ 根入部の始まる位置(杭頭からの距離)を選択します。 

 

すべり面深度 ▼ すべり面部の始まる位置(杭頭からの距離)を選択します。 

 杭間隔の照査において、「地すべり移動層の厚さによる規定を考慮す 

 る」場合、指定されたすべり面深度により移動層の厚さを算出します。 

 

 [一括入力...] 部材数と部材長を一括入力できます。 



 

 

 

項目 説明 
 

[深度挿入...] 現在のカーソル位置の下に行を１つ挿入します。部材が１つ追加され 

 ます。 

 

[深度削除...] 現在のカーソル位置の行を削除します。部材が１つ削除されます。 

 

分布荷重 ○なし 

 ○分布荷重１のみ 

 ○分布荷重１と分布荷重２ 

 杭に作用する分布荷重を選択します。 

 ※ここでの選択により、分布荷重１、分布荷重２の有効/無効が切り替 

 わります。 

 

上深度 ▼ 分布荷重がかかる上側の深度を選択します。 

 

下深度 ▼ 分布荷重がかかる下側の深度を選択します。 

 

計算する値 ○Pr1  

 ○Pr  

 ○Pr2  

 計算で求める値を選択します。 

 

 Pr1 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の上側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr1」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 必要抑止力の水平成分を入力します。 

 ※計算する値で「Pr」を選択した場合は、他の２つの値から計算するた 

 め入力できなくなります。 

 

 Pr2 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の下側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr2」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

杭１本にかかる初期軸力 Nf1 (kN) = 0.0～999999.9 

 杭１本当たりにかかる初期軸力を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は初期軸力 

 は考慮されません。 

 

地すべり力の鉛直成分 Vu (kN/m) = 0.0～9999.9 

(単位幅) 単位幅当たりの地すべり力の鉛直成分を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は単位幅当 

 たりの地すべり力の鉛直成分は考慮されません。 

 



 

 

3.7.2. 地震時条件 

 

 
 

項目 説明 
 

分布荷重 ○なし 

 ○分布荷重１のみ 

 ○分布荷重１と分布荷重２ 

 杭に作用する分布荷重を選択します。 

 ※ここでの選択により、分布荷重１、分布荷重２が切り替わります。 

 

上深度 ▼ 分布荷重がかかる上側の深度を選択します。 

 

下深度 ▼ 分布荷重がかかる下側の深度を選択します。 

 

計算する値 ○Pr1  

 ○Pr  

 ○Pr2  

 計算で求める値を選択します。 

 

 Pr1 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の上側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr1」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 必要抑止力の水平成分を入力します。 

 ※計算する値で「Pr」を選択した場合は、他の２つの値から計算するた 

 め入力できなくなります。 

 

 Pr2 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の下側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr2」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 



 

 

 

項目 説明 
 

杭１本にかかる初期軸力 Nf1 (kN) = 0.0～999999.9 

 杭１本当たりにかかる初期軸力を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は初期軸力 

 は考慮されません。 

 

地すべり力の鉛直成分 Vu (kN/m) = 0.0～9999.9 

(単位幅) 単位幅当たりの地すべり力の鉛直成分を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は単位幅当 

 たりの地すべり力の鉛直成分は考慮されません。 

 

地震時慣性力 ○なし 

 ○慣性力１のみ 

 ○慣性力１と慣性力 2 

 地震時の慣性力の入力方法を選択します。 

 

上深度 ▼ 慣性力がかかる上側の深度を選択します。 

 

下深度 ▼ 慣性力がかかる下側の深度を選択します。 

 

計算する値 ○Pr1  

 ○Pr  

 ○Pr2  

 計算で求める値を選択します。 

 

 Pr1 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 上側の慣性力を入力します。 

 ※計算する値で「Pr1」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 慣性力の水平成分を入力します。 

 ※計算する値で「Pr」を選択した場合は、他の２つの値から計算するた 

 め入力できなくなります。 

 

 Pr2 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 下側の慣性力を入力します。 

 ※計算する値で「Pr2」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 



 

 

3.7.3. 計算条件 

 

 
 

項目 説明 
 

杭形式の区分 ○有限長の杭 

 ○無限長の杭 

 杭の解析を有限長とするか、無限長とするかを選択します。 

 

アンカー分力を軸力に加算 ○する 

 ○しない 

 アンカー分力を軸力に加算するかどうかを選択します。 

 ※骨組解析の場合、拘束した節点にアンカーがあると判断しますの 

 で、複数の節点を拘束した場合はアンカーが多段となりそれぞれ軸力 

 に加算します。 

 

アンカー傾角 θa (°) = 0.0～89.0 

 アンカー傾角を入力します。 

 

杭間隔 D (m) = 0.1～99.9 

 杭の設置間隔を入力します。 

 ※鉄筋コンクリート杭の場合のみ、表示されます。 

 

 

 

 



 

 

 

3.7.4. 地盤変形係数 

 

 
 

項目 説明 
 

EsKh 選択 ○Es 

 ○Kh 

 地盤の変形係数の算出方法として Es を直接入力するか、または Kh 

 を算出してから求めるかを選択します。 

 ※地震時を検討する際は、Kh しか選択できません。 

 

Kh 算出方法 ▼ ・等分布荷重方式 

 ・等変位方式 

 ・港研式 

 ・林野庁・長野県の式 

 ・道示 N値による方法 

 ・道示 E0 による方法 

 ・直接入力 

 変形係数の算出方法がKh の場合、上記の計算式から選択します。 

 ※地震時を検討する際は、「道示 N値による方法」または「道示 E0 に 

   よる方法」しか選択できません。 

 

□１/β仮定する 道路橋示方書下部構造編にかかれている 1/βを仮定して Kh を算出 

 する方法を用いる場合にチェックします。 

 ＜入力方法の選択＞ 

  ○道示 N値による方法 

  ○道示 E0 による方法 

 ＜βの算出方法の選択＞ 

  ○各層の kh 値を加重平均 

  ○各層のβ値を加重平均 

 ［説明］ 

  「各層の kh 値か加重平均」か「各層のβ値を加重平均」かの入力方 

  法の違いを説明します。 

 



 

 

項目 説明 
 

 

[一括入力] 連続する部材に対して同じ値を一度に設定できます。 

 

[参照] Es および Kh の計算式についての情報を見ることができます。 

 

各設定値 地盤の変形係数：  Es (kN/m2) = 0～99999999 

 横方向地盤反力係数：  Kh (kN/m3) = 1～99999999 

 ポアソン比：  ν = 0.01～1.00 

 載荷試験時の載荷半径：  r (m) = 0.01～99.99 

 等分布荷重方式による K値：  Kl (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式による K値：  Kk (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式試験における載荷幅：  B (m) = 0.01～99.99 

 標準貫入試験における N値：  N = 1～9999 

 設計対象となる位置での変形係数：  E0 (kN/m2) = 1～99999999 

 E0 に対する係数：  常時のα   = 1 or 4 

                                          地震時のα = 2 or 8 

 EsKh 選択および Kh算出方法により、画面の入力が切り替わります。 

 

地盤反力係数K値の補正 杭基礎設計便覧 平成 19 年 1月版 にかかれている斜面傾斜の影 

  □斜面上の杭を補正する 響を考慮した地盤反力係数（Ｋ）の補正を行う場合にチェックします。 

 

斜面までの水平土被り αs(m) = 0.000～99.999 

 斜面上の杭のＫ値の補正をした場合に入力可能となります。 

 各部材において杭側面から斜面までの水平土被りを入力します。 

 

地盤反力係数K値の補正 杭基礎設計便覧 平成 19 年 1月版 にかかれているレベル２地震 

  □レベル２地震時で 時を考慮した地盤反力係数（Ｋ）の補正を行う場合にチェックします。 

    補正する 地震時を検討する場合で斜面上の杭のＫ値の補正を行う場合にチェ 

 ック可能となります。 

 

水平方向地盤反力係数 αk = 0.0～9.9 

の補正係数 レベル２地震時で補正するをチェックした場合に入力可能となります。 

 補正係数を入力します。初期値は杭基礎設計便覧 平成 19 年 1月 

 版 に記述されている 1.5 になります。 

  

 ※レベル 2地震時を照査する場合は、荷重の値もレベル 2地震時 

  相当の値を入力してください。 

 

[kh について] このボタンをクリックすると、【斜面上の杭の K値の補正】ダイアログが 表

 示されます。杭基礎設計便覧 平成 19年 1月版 P.386,387 に記述され 

 ている補正係数の説明を見ることができます。 

 

[記号説明] 地盤変形係数の入力時の各記号の説明をします。 

 
 



 

 

 

3.7.5. 根入長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

根入長の計算式 □b/β×a  （a = 1.0～2.0） 

                           ○b にπを使用 

                           ○b を任意入力 （ｂ = 0.0 ～ 9.9） 

 □不動層モーメント第一零点×a  （a = 1.0～2.0） 

 □任意の根入長  lr(m) = 0.01～900.00 

 根入長の設定を計算式から求めるか、任意入力するかを選択します。 

 計算式をチェックすると係数 a または bの入力ができるようになります。 

 計算式の場合は、複数チェックをつけることができます。その時の根入 

 長は計算式から求めた中で一番小さい値となります。 

 任意の根入長をチェックすると根入長の入力ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 

 □最低 3m以上を確保する 

 根入長を 3ｍ以上確保したい場合にチェックします。 

 ※任意の根入長が選択されている場合は無効となります。 

 

丸め方法 ○根入長 

 ○杭の全長 

 ○丸めない 

 計算式によって求めた根入長についてどのように丸めるかを３つの中 

 から選択します。 

 根入長： 根入長を単独で丸めます。 

 杭の全長： 杭の有効長に根入長を加えた後で丸めます。 

 丸めない： 計算で求めた値をそのまま使います。 

 ※任意の根入長の場合は「丸めない」が選択されます。 
 



 

 

項目 説明 
 

丸め単位 丸め単位(m) = 0.1～2.0 

 丸め方法で根入長もしくは杭の全長を選択した場合に、丸める単位を 

 入力します。 

 ※丸め単位は初期値として 0.5 が設定してあります。 

 ※丸めないを選択している場合は無効となります。 

 

根入部β ○根入部最上層 

 ○算術平均 

 ○加重平均 

 ○部材番号指定 

 ○各層のβを使用 

 根入長の計算式に使用するβを選択します。 

 根入部最上層は、根入部の一番上の部材のβです。 

 算術平均は各部材のβの合計を部材数で割ったものです。 

 加重平均は各部材のβと長さの積の合計を根入部全長で割ったもの 

 です。 

 部材番号を指定したときは使用する部材の番号を選択します。 

 各層のβを使用は根入部の上の部材から順番にβと長さの積を求め 

 ていき、そこから満足する根入長を求めていくものです。 

 ※根入長の計算式でπ/β×a をチェックしたときに有効になります。 
 



 

 

 

3.7.6. 許容応力度 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼材許容応力度 期間 ○短期 

 ○長期 

 鋼材の許容応力度の期間として短期または長期の選択をします。 

 

[参照] 短期、長期の判断についての情報を見ることができます。 

 

許容応力度 せん断許容応力度： τsa (N/mm2) = 1～999 

 曲げ許容応力度： σsa (N/mm2) = 1～999 

 鋼材の常時の短期または長期のせん断許容応力度及び曲げ許容応 

 力度の入力を行います。 

 常時＋地震の検討モードを選択している場合には、地震時のせん断 

 許容応力度及び曲げ許容応力度の入力を行います。 

 

[参照(鋼管)] 鋼管の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

[参照(Ｈ形鋼)] Ｈ形鋼の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

せん断応力補正係数 ○任意入力  α0 = 1.000～3.000 

 ○計算式から求める 

 補正係数を指定するか、計算式で求めるかを選択します。 

 ※α0には初期値として 2.0 が設定されています。 

 ※H形鋼の場合は「計算式から求める」は無効になります。 

 

[参照] せん断応力補正係数について情報を見ることができます。 

 

杭の弾性係数 E (kN/m2) = 0.1～9.9×108 

 杭の弾性係数を入力します。 

 ※杭の弾性係数は初期値として 2.0×108 が設定されています。 

 



 

 

 

許容応力度（「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した場合） 

 

 

 
 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」を選択した時のみ、上記画面となります。 

  「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」では、鋼材規格および肉厚（t）により許容応力度が 

変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3.7.7. 標準間隔 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地すべり移動層の厚さ 杭材優先の時： 地すべり移動層の厚さによる標準杭間隔の規定を考 

による規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□杭の直径の８倍以内の 杭材優先の時： 杭の直径の８倍以内を杭間隔の目安とする規定を考 

規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□孔壁間の距離は１ｍ以 杭材優先の時： 孔壁間の距離を１ｍ以上確保する規定を考慮して杭 

上の規定を考慮する 間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 ※１m以内でも千鳥配置にすることにより孔壁間の距離が１m以上確 

 保できる場合は照査OK としています。 

 

杭の外径と孔壁の ⊿d (mm) = 1～999 

クリアランス 杭の外径と孔壁とのクリアランス（すきま）を入力します。 

 ※削孔径と杭の外径との差を入力してください。 

 

□千鳥配置を許可する 千鳥配置を許可する場合にチェックします。 

 

 



 

 

3.7.8. 降伏破壊 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

□地盤の降伏破壊を 地盤の降伏・破壊の検討する場合にチェックします。 

検討する チェックをつけると各値を入力することができるようになります。 

 

解析式の選択 ○Hennes 式 

 ○土研式 

 ○設計要領式 

 地盤破壊についての解析式を３つの中から選択します。 

 ※選択した式により、入力条件や結果項目が変わります。 

 

土の粘着力 c (kN/m2) = 0.0～999.9 

 土の粘着力を入力します。 

 

土の内部摩擦角 φ (°) = 0.0～89.0 

 土の内部摩擦角を入力します。 

 

土の単位体積重量 γ (kN/m3) = 0.1～999.9 

 土の単位体積重量を入力します。 

 

安全率 Fs = 0.1～9.9 

 安全率を入力します。 

 
 

 



 

 

 

3.7.9. 杭の変位 

 

 
 

項目 説明 
 

□許容変位量を考慮する 杭の変位に対して照査する場合にチェックします。 

 許容変位量を考慮するにチェックをすると許容変位量の入力ができる 

 ようになります。 

 

[参照...] 許容変位量に関す情報を見ることができます。 

 

許容変位量 許容変位量 (mm) = 0.1～9999.9 

 杭の常時及び地震時の許容変位量を入力します。 

 ※許容変位量は初期値として 50.0 が設定されています。 

 

変位照査位置 ○杭頭 

 ○最大変位位置 

 ○任意 

 変位を照査する杭の位置を杭頭にするか、最大変位が発生する位置 

 にするか、杭頭からの任意の位置にするかを選択します。 

 
 



 

 

3.7.10. 計算範囲 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼管規格参照 ▼ 計算対象とする鋼管のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管のいずれかを選択 

 した場合に有効になります。 

 

H 形鋼規格参照 ▼ 計算対象とする H形鋼のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼、鋼管＋H形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

材質 □400 材 

 □490 材 

 □520 材 

 □570 材 

 計算対象とする杭の材質に対してチェックします。 

 

サイズ種類 ○mm、インチ両方 

 ○mm のみ 

 ○インチのみ 

 計算に使用する鋼管のサイズを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼を選択した場合には設定できません。 

 

杭の外径 d(mm) = 10.0～9999.9 

 計算対象とする杭の外径の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の外径を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

 



 

 

 

項目 説明 
 

杭の肉厚 t(mm) = 0.1～999.9 

 計算対象とする杭の肉厚の最小値と最大値を入力します。 

 ※杭の材料として鋼管が選択されているときに有効となります。また、 

 計算モードが照査の場合は、杭の肉厚を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

杭間隔 D(m) = 0.1～99.9 

 計算対象とする杭間隔の最小値と最大値を入力します。 

 ※計算モードが照査の場合は、杭間隔を直接入力するため左側のみ 

 有効となります。 

 

検討ピッチ 検討ピッチ(m) = 0.1～2.0 

 計算対象とする杭間隔の検討ピッチを入力します。 

 ※計算モードが杭間隔優先の場合のみ有効になります。 

 

対象肉厚 ○肉厚すべてを検討 

 ○最小肉厚のみを検討 

 杭の材料で鋼管杭を選択した場合に機能します。 

 

 ※杭材優先＋肉厚すべてを検討 

 杭の断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭間隔の範囲内とな 

 る杭を計算により選択しすべて表示します。表示件数は少ないほう 

 で、採用鋼管杭の当たりをつけるときに用います。 

 

 ※杭材優先＋最小肉厚のみを検討 

 杭材、杭径ごとにその断面強度に対する最大杭間隔が、設定した杭 

 間隔の範囲内となる最小肉厚の杭を計算し表示します。表示件数は 

 もっとも少なくなり、採用鋼管杭の概略的な当たりをつけるときなどに 

 用います。 

 

 ※杭間隔優先＋肉厚すべてを検討 

 設定した杭間隔で条件内にある杭を、強度不足や強度過多にかかわ 

 らず、すべての肉厚で計算し表示します。強度不足がどんな応力で生 

 じているか知りたい場合や、強度に余裕のある設計をする場合に用い 

 ます。 

 

 ※杭間隔優先＋最小肉厚のみを検討 

 設定した杭間隔において、ある杭材、杭径に対し安全となる最小肉厚 

 の杭のみの計算結果を表示します。経済性を追求する設計を行う場 

 合に最適です。 

 

 ～％の応力度で肉厚を検討 = 1～200% 

 最小肉厚のみを検討を選択した場合に表示されます。 

 任意に指定した％で許容応力度を低減し、肉厚を検討します。 

 ただし、本機能は、ユーザー様の判断でご使用下さい。 

 



 

 

項目 説明 
 

外側の鋼管 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼または二重鋼管を選択した場合に外側 

 の鋼管を選択します。 

 

内側の鋼管 ▼ 杭の材料として二重鋼管を選択した場合に内側の鋼管を選択します。 

 ※内側鋼管の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

内側のＨ形鋼 ▼ 杭の材料として鋼管＋Ｈ形鋼を選択した場合に内側のＨ形鋼を選択 

 します。 

 ※Ｈ形鋼の外径が外側鋼管の内径を上回ることはできません。 

 

□腐食しろを考慮する 腐食しろを考慮する場合にチェックします。 

 腐食しろを考慮するにチェックすると腐食しろが入力できるようになりま 

 す。 

 

腐食しろ 腐食しろ(mm) = 0.0～9.9 

 杭の材料に対しての腐食しろを入力します。 

 鋼管の場合は、外側と内側の腐食しろを設定します。 

 Ｈ形鋼の場合は外側の腐食しろのみ設定します。 

 ※腐食しろは初期値として 0.0 が設定されています。 

 

Ｈ形鋼の方向 ○Ｘ方向（強軸方向） 

 ○Ｙ方向（弱軸方向） 

 Ｈ形鋼の断面強度としてＸ方向またはＹ方向のどちらかを選択しま 

 す。 

 ※杭の材料としてＨ形鋼、鋼管＋Ｈ形鋼のいずれかを選択した場合 

 に有効になります。 

 

杭本数 計算対象となる杭の本数が表示されます。 

 

□OUT の計算をする チェックを付けると、照査がOUT になる杭も計算結果に表示します。 

 
 



 

 

 

3.7.11. 計算結果 （鋼製杭の場合のみ） 

 

 
 

項目 説明 
 

計算結果一覧 計算結果の一覧が表示されます。（最大 100 行まで） 

 ※黄色く反転している行が選択行となります。 

 ※赤色表示は照査がOUT となったものです。 

 ※孔壁間距離の紫色表示は千鳥配置で条件を満たすものです。 

 ※上段には常時の結果、下段には地震時の結果が表示されます。 

 

[変位・応力分布図] 照査を選択した行の常時または地震時の変位図、モーメント図、せん 

 断力図を見ることができます。 

 

[報告書印刷...] 照査を選択した行の報告書を印刷することができます。 

 

[報告書プレビュー] 照査を選択した行のプレビューが表示されます。 

 

[Word 出力] 照査を選択した行の報告書をMicrosoft Word に出力できます。 

 

[一覧表プレビュー] 結果一覧をプレビューおよび印刷します。 

 

[一覧表コピー] 結果一覧をクリップボードにコピーします。 

 

[情報...] 計算エラーとなった杭の本数などの情報を見ることができます。 

 

[表示項目...] 計算結果一覧に表示する項目（列）を切り替えることができます。 

 

[概算工事費...] 概算工事費の算出へと移ります。 

 詳しくは別冊の取り扱い説明書（概算工事費編）をご覧ください。 



 

 

計算結果一覧の項目 

照査   －   

判定   －   

杭の材質  －   

杭の外径  d (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

肉厚   t (mm)  鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管の場合 

H形鋼の高さ  H (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

H形鋼の辺  B (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

ウェブ  t1 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

フランジ  t2 (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

溶接丸み半径  r (mm)  H 形鋼、鋼管＋H形鋼の場合 

杭の外径（内側）  d (mm)  二重鋼管の場合 

肉厚（内側）  t (mm)  二重鋼管の場合 

断面積  A (mm2)   

断面２次モーメント I (mm4)   

断面係数  Z (mm3)   

最大曲げモーメント Mmax (kN･m) 杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Mmax (kN･m/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Mmax 発生位置  Xm (m)   

最大せん断力  Smax (kN)  杭間隔優先、照査の場合（杭１本当たり） 

   Smax (kN/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Smax 発生位置  Xs (m)   

変位   Y (mm)  杭頭、最大または任意 

変位位置  Xy(m)  杭頭、最大または任意 

曲げ応力度  σs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

せん断応力度  τs (N/mm2)  杭間隔優先、照査の場合 

曲げ応力度杭間隔 Dm (m)  杭材優先の場合 

せん断応力度杭間隔 Ds (m)  杭材優先の場合 

標準杭間隔  Do (m)  地すべり移動層の厚さによる規定を考慮 

杭径８倍間隔  Dd (m)  杭の直径の８倍以内の規定を考慮 

孔壁間距離  Dw (m)  孔壁間の距離は１ｍ以上の規定を考慮 

杭間隔  D (m)   

根入長  lr (m)   

杭長   lp (m)   

杭にかかる軸力  Nf (kN)  杭間隔優先、照査の場合 

水平負担力  H (kN)   

水平土圧  P (kN)  Hennes 式、土研式の場合 

受働土圧(移動層) Qpe (kN)  設計要領式の場合 

受働土圧(不動層) Qpr (kN)  設計要領式の場合 

 



 

 

 

3.8. 骨組解析マニュアル 
 

ここでは、骨組構造解析のマニュアル計算手順を示します。 

 

3.8.1 荷重条件 

3.8.2 地震時条件 

3.8.3 計算条件 

3.8.4 地盤変形係数 

3.8.5 根入長 

3.8.6 許容応力度 

3.8.7 標準間隔 

3.8.8 断面･変位 

3.8.9 計算範囲 

3.8.10 計算結果 

 

 

※この解析では杭の材料は鋼管に固定となります。 

※各部材単位で鋼管の種類を変更することができます。 

 



 

 

3.8.1. 荷重条件 

 

 
 

項目 説明 
 

節点 節点を昇順に表示します。杭頭を節点=１とします。 

 

深度 深度 (m) = 0.01～99.99 

 杭頭を基準(0.00)とする場合の各節点までの長さを入力します。深度 

 は必ず昇順で入力してください。 

 ※節点１の深度は杭頭により 0.00m で固定となります。 

 

□変位拘束 節点をアンカー等で変位拘束する場合にチェックします。 

 

□回転拘束 節点をアンカー等で回転拘束する場合にチェックします。 

 

モーメント荷重 モーメント荷重 (kN･m/m) = 0.1～99999.9 

 節点にモーメント荷重をかける場合に入力します。 

 

せん断荷重 せん断荷重 (kN/m) = 0.1～99999.9 

 節点にせん断荷重をかける場合に入力します。 

 

部材数 部材数 (数) = 2～99 

 部材数を増減する場合に入力します。 

 ※節点数 = 部材数＋1 となります。 

 

根入れ地盤深度 ▼ 根入部の始まる位置(杭頭からの距離)を選択します。 

 

 

すべり面深度 ▼ すべり面部の始まる位置(杭頭からの距離)を選択します。 

 杭間隔の照査において、「地すべり移動層の厚さによる規定を考慮す 

 る」場合、指定されたすべり面深度により移動層の厚さを算出します。 

 

 [一括入力...] 部材数と部材長を一括入力できます。 

 



 

 

 

 

項目 説明 
 

[深度挿入...] 現在のカーソル位置の下に行を１つ挿入します。部材が１つ追加され 

 ます。 

 

[深度削除...] 現在のカーソル位置の行を削除します。部材が１つ削除されます。 

 

分布荷重 ○なし 

 ○分布荷重１のみ 

 ○分布荷重１と分布荷重２ 

 杭に作用する分布荷重を選択します。 

 ※ここでの選択により、分布荷重１、分布荷重２の有効/無効が切り替 

 わります。 

 

上深度 ▼ 分布荷重がかかる上側の深度を選択します。 

 

下深度 ▼ 分布荷重がかかる下側の深度を選択します。 

 

計算する値 ○Pr1  

 ○Pr  

 ○Pr2  

 計算で求める値を選択します。 

 

 Pr1 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の上側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr1」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 必要抑止力の水平成分を入力します。 

 ※計算する値で「Pr」を選択した場合は、他の２つの値から計算するた 

 め入力できなくなります。 

 

 Pr2 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の下側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr2」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

杭１本にかかる初期軸力 Nf1 (kN) = 0.0～999999.9 

 杭１本当たりにかかる初期軸力を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は初期軸力 

 は考慮されません。 

 

地すべり力の鉛直成分 Vu (kN/m) = 0.0～9999.9 

(単位幅) 単位幅当たりの地すべり力の鉛直成分を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は単位幅当 

 たりの地すべり力の鉛直成分は考慮されません。 

 



 

 

3.8.2. 地震時条件 

 

 
 

項目 説明 
 

分布荷重 ○なし 

 ○分布荷重１のみ 

 ○分布荷重１と分布荷重２ 

 杭に作用する分布荷重を選択します。 

 ※ここでの選択により、分布荷重１、分布荷重２が切り替わります。 

 

上深度 ▼ 分布荷重がかかる上側の深度を選択します。 

 

下深度 ▼ 分布荷重がかかる下側の深度を選択します。 

 

計算する値 ○Pr1  

 ○Pr  

 ○Pr2  

 計算で求める値を選択します。 

 

 Pr1 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の上側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr1」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 必要抑止力の水平成分を入力します。 

 ※計算する値で「Pr」を選択した場合は、他の２つの値から計算するた 

 め入力できなくなります。 

 

 Pr2 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 分布荷重の下側の荷重強度を入力します。 

 ※計算する値で「Pr2」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 
 

 



 

 

 

項目 説明 
 

杭１本にかかる初期軸力 Nf1 (kN) = 0.0～999999.9 

 杭１本当たりにかかる初期軸力を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は初期軸力 

 は考慮されません。 

 

地すべり力の鉛直成分 Vu (kN/m) = 0.0～9999.9 

(単位幅) 単位幅当たりの地すべり力の鉛直成分を入力します。 

 ※初期値として 0.0 が設定してあります。また、0.0 の場合は単位幅当 

 たりの地すべり力の鉛直成分は考慮されません。 

 

地震時慣性力 ○なし 

 ○慣性力１のみ 

 ○慣性力１と慣性力 2 

 地震時の慣性力の入力方法を選択します。 

 

上深度 ▼ 慣性力がかかる上側の深度を選択します。 

 

下深度 ▼ 慣性力がかかる下側の深度を選択します。 

 

計算する値 ○Pr1  

 ○Pr  

 ○Pr2  

 計算で求める値を選択します。 

 

 Pr1 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 上側の慣性力を入力します。 

 ※計算する値で「Pr1」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 

 

 Pr (kN/m) = 0.1～99999.9 

 慣性力の水平成分を入力します。 

 ※計算する値で「Pr」を選択した場合は、他の２つの値から計算するた 

 め入力できなくなります。 

 

 Pr2 (kN/m2) = 0.00～9999.99 

 下側の慣性力を入力します。 

 ※計算する値で「Pr2」を選択した場合は、他の２つの値から計算する 

 ため入力できなくなります。 



 

 

3.8.3. 計算条件 

 

 
 

項目 説明 
 

杭形式の区分 ○有限長の杭 

 ○無限長の杭 

 杭の解析を有限長とするか、無限長とするかを選択します。 

 

アンカー分力を軸力に加算 ○する 

 ○しない 

 アンカー分力を軸力に加算するかどうかを選択します。 

 ※骨組解析の場合、拘束した節点にアンカーがあると判断しますの 

 で、複数の節点を拘束した場合はアンカーが多段となりそれぞれ軸力 

 に加算します。 

 

アンカー傾角 θa (°) = 0.0～89.0 

 アンカー傾角を入力します。 

 



 

 

 

3.8.4. 地盤変形係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

EsKh 選択 ○Es 

 ○Kh 

 地盤の変形係数の算出方法として Es を直接入力するか、または Kh 

 を算出してから求めるかを選択します。 

 ※地震時を検討する際は、Kh しか選択できません。 

 

Kh 算出方法 ▼ ・等分布荷重方式 

 ・等変位方式 

 ・港研式 

 ・林野庁・長野県による方法 

 ・道示 N値による方法 

 ・道示 E0 による方法 

 ・直接入力 

 変形係数の算出方法がKh の場合、上記の計算式から選択します。 

 ※地震時を検討する際は、「道示 N値による方法」または「道示 E0 に 

   よる方法」しか選択できません。 

 

[一括入力...] 連続する部材に対して同じ値を一度に設定することができます。 

 

[参照...] Es および Kh の計算式についての情報を見ることができます。 



 

 

項目 説明 
 

各設定値 地盤の変形係数：  Es (kN/m2) = 0～99999999 

 横方向地盤反力係数：  Kh (kN/m3) = 1～99999999 

 ポアソン比：  ν = 0.01～1.00 

 載荷試験時の載荷半径：  r (m) = 0.01～99.99 

 等分布荷重方式による K値：  Kl (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式による K値：  Kk (kN/m3) = 1～99999999 

 等変位方式試験における載荷幅：  B (m) = 0.01～99.99 

 標準貫入試験における N値：  N = 1～9999 

 設計対象となる位置での変形係数：  E0 (kN/m2) = 1～99999999 

 E0 に対する係数：  常時のα   = 1 or 4 

                                          地震時のα = 2 or 8 

 EsKh 選択および Kh算出方法により、画面の入力が切り替わります。 

 

地盤反力係数K値の補正 杭基礎設計便覧 平成 19 年 1月版 にかかれている斜面傾斜の影 

  □斜面上の杭を補正する 響を考慮した地盤反力係数（Ｋ）の補正を行う場合にチェックします。 

 

斜面までの水平土被り αs(m) = 0.000～99.999 

 斜面上の杭のＫ値の補正をした場合に入力可能となります。 

 各部材において杭側面から斜面までの水平土被りを入力します。 

 

地盤反力係数K値の補正 杭基礎設計便覧 平成 19 年 1月版 にかかれているレベル２地震 

  □レベル２地震時で 時を考慮した地盤反力係数（Ｋ）の補正を行う場合にチェックします。 

    補正する 地震時を検討する場合で斜面上の杭のＫ値の補正を行う場合にチェ 

 ック可能となります。 

 

水平方向地盤反力係数 αk = 0.0～9.9 

の補正係数 レベル２地震時で補正するをチェックした場合に入力可能となります。 

 補正係数を入力します。初期値は杭基礎設計便覧 平成 19 年 1月 

 版 に記述されている 1.5 になります。 

 

 ※レベル 2地震時を照査する場合は、荷重の値もレベル 2地震時相 

  当の値を入力してください。 

 

[kh について] このボタンをクリックすると、【斜面上の杭の K値の補正】ダイアログが 表 

 示されます。杭基礎設計便覧 平成19年 1月版 P.386,387に記述され 

 されている補正係数の説明を見ることができます。 

 



 

 

 

3.8.5. 根入長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

根入長の計算式 □b/β×a  （a = 1.0～2.0） 

                           ○b にπを使用 

                           ○b を任意入力 （ｂ = 0.0 ～ 9.9） 

 □不動層モーメント第一零点×a  （a = 1.0～2.0） 

 □任意の根入長  lr(m) = 0.01～900.00 

 根入長の設定を計算式から求めるか、任意入力するかを選択します。 

 計算式をチェックすると係数 a または bの入力ができるようになります。 

 計算式の場合は、複数チェックをつけることができます。その時の根入 

 長は計算式から求めた中で一番小さい値となります。 

 任意の根入長をチェックすると根入長の入力ができるようになります。 

 ※係数 aは初期値として 1.5 が設定してあります。 

 

 □最低 3m以上を確保する 

 根入長を 3ｍ以上確保したい場合にチェックします。 

 ※任意の根入長が選択されている場合は無効となります。 

 

丸め方法 ○根入長 

 ○杭の全長 

 ○丸めない 

 計算式によって求めた根入長についてどのように丸めるかを３つの中 

 から選択します。 

 根入長： 根入長を単独で丸めます。 

 杭の全長： 杭の有効長に根入長を加えた後で丸めます。 

 丸めない： 計算で求めた値をそのまま使います。 

 ※任意の根入長の場合は「丸めない」が選択されます。 

 



 

 

項目 説明 
 

丸め単位 丸め単位(m) = 0.1～2.0 

 丸め方法で根入長もしくは杭の全長を選択した場合に、丸める単位を 

 入力します。 

 ※丸め単位は初期値として 0.5 が設定してあります。 

 ※丸めないを選択している場合は無効となります。 

 

根入部β ○根入部最上層 

 ○算術平均 

 ○加重平均 

 ○部材番号指定 

 ○各層のβを使用 

 根入長の計算式に使用するβを選択します。 

 根入部最上層は、根入部の一番上の部材のβです。 

 算術平均は各部材のβの合計を部材数で割ったものです。 

 加重平均は各部材のβと長さの積の合計を根入部全長で割ったもの 

 です。 

 部材番号を指定したときは使用する部材の番号を選択します。 

 各層のβを使用は根入部の上の部材から順番にβと長さの積を求め 

 ていき、そこから満足する根入長を求めていくものです。 

 ※根入長の計算式でπ/β×a をチェックしたときに有効になります。 
 



 

 

 

3.8.6. 許容応力度 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼材許容応力度 期間 ○短期 

 ○長期 

 鋼材の許容応力度の期間として短期または長期の選択をします。 

 

[参照] 短期、長期の判断についての情報を見ることができます。 

 

許容応力度 せん断許容応力度： τsa (N/mm2) = 1～999 

 曲げ許容応力度： σsa (N/mm2) = 1～999 

 鋼材の常時の短期または長期のせん断許容応力度及び曲げ許容応 

 力度の入力を行います。 

 常時＋地震の検討モードを選択している場合には、地震時のせん断 

 許容応力度及び曲げ許容応力度の入力を行います。 

 

[参照(鋼管)] 鋼管の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 ※骨組解析マニュアルの場合は、肉厚が途中で変化する可能性があ 

   るので「平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編」は使用で 

   きません。 

 

[参照(Ｈ形鋼)] Ｈ形鋼の許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

せん断応力補正係数 ○任意入力  α0 = 1.000～3.000 

 ○計算式から求める 

 補正係数を指定するか、計算式で求めるかを選択します。 

 ※α0には初期値として 2.0 が設定されています。 

 ※H形鋼の場合は「計算式から求める」は無効になります。 

 

[参照] せん断応力補正係数について情報を見ることができます。 

 



 

 

3.8.7. 標準間隔 

 

 
 

項目 説明 
 

□地すべり移動層の厚さ 杭材優先の時： 地すべり移動層の厚さによる標準杭間隔の規定を考 

による規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□杭の直径の８倍以内の 杭材優先の時： 杭の直径の８倍以内を杭間隔の目安とする規定を考 

規定を考慮する 慮して杭間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 

□孔壁間の距離は１ｍ以 杭材優先の時： 孔壁間の距離を１ｍ以上確保する規定を考慮して杭 

上の規定を考慮する 間隔を求める場合にチェックします。 

 杭間隔優先、照査の時： 指定した杭間隔の照査を行う場合にチェッ 

 クします。 

 ※１m以内でも千鳥配置にすることにより孔壁間の距離が１m以上確 

 保できる場合は照査OK としています。 

 

杭の外径と孔壁の ⊿d (mm) = 1～999 

クリアランス 杭の外径と孔壁とのクリアランス（すきま）を入力します。 

 ※削孔径と杭の外径との差を入力してください。 

 

□千鳥配置を許可する 千鳥配置を許可する場合にチェックします。 

 



 

 

 

3.8.8. 断面･変位 

 

 
 

項目 説明 
 

部材番号 部材番号を昇順に表示します。 

 

深度 杭頭から各節点までの長さを表示します。 

 

杭の弾性係数 E (kN/m2) = 0.1～9.9×108 

 杭の弾性係数を入力します。 

 ※初期値は 2.0×108 (kN/m2)です。 

 

杭の外径 d (mm) = 10.0～9999.9 

 鋼管の外径を入力します。 

 

肉厚 t (mm) = 1.0～99.9 

 鋼管の肉厚を入力します。 

 

杭材の断面二次モーメント 杭材の断面二次モーメントを表示します。 

 

断面積 杭材の断面積を表示します。 

 

断面係数 杭材の断面係数を表示します。 

 

400 材 400 材の杭質がある場合に●印がつきます。 

490 材 490 材の杭質がある場合に●印がつきます。 

520 材 520 材の杭質がある場合に●印がつきます。 

570 材 570 材の杭質がある場合に●印がつきます。 

 

[一括入力...] 連続する部材の外形、肉厚に対して、同じ値を一度に設定することが 

 できます。 

 



 

 

項目 説明 
 

□許容変位量を考慮する 杭の変位に対して照査する場合にチェックします。 

 許容変位量を考慮するにチェックをすると常時および地震時の許容変

 位量の入力ができるようになります。 

 

 [参照...] 許容変位量に関する情報を見ることができます。 

 

許容変位量 許容変位量 (mm) = 0.1～9999.9 

 杭の許容変位量を入力します。 

 ※許容変位量は初期値として 50.0 が設定されています。 

 

変位照査位置 ○杭頭 

 ○最大変位位置 

 ○任意 

 変位を照査する杭の位置を杭頭にするか、最大変位が発生する位置 

 にするか、杭頭からの任意の位置にするかを選択します。 

 



 

 

 

3.8.9. 計算範囲 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼管規格参照 ▼ 計算対象とする鋼管のパターンを選択します。 

 ※杭の材料として鋼管、鋼管＋H形鋼、二重鋼管のいずれかを選択 

 した場合に有効になります。 

 

材質 □400 材 

 □490 材 

 □520 材 

 □570 材 

 計算対象とする杭の材質に対してチェックします。 

 

サイズ種類 ○mm、インチ両方 

 ○mm のみ 

 ○インチのみ 

 計算に使用する鋼管のサイズを選択します。 

 ※杭の材料として H形鋼を選択した場合には設定できません。 

 

杭間隔 D(m) = 0.1～99.9 

 計算対象とする杭間隔の最小値と最大値を入力します。 

 

検討ピッチ 検討ピッチ(m) = 0.1～2.0 

 計算対象とする杭間隔の検討ピッチを入力します。 

 ※計算モードが杭間隔優先の場合のみ有効になります。 

 

□腐食しろを考慮する 腐食しろを考慮する場合にチェックします。 

 腐食しろを考慮するにチェックすると腐食しろが入力できるようになりま 

 す。 

 



 

 

項目 説明 
 

腐食しろ 腐食しろ(mm) = 0.0～9.9 

 杭の材料に対しての腐食しろを入力します。 

 鋼管の場合は、外側と内側の腐食しろを設定します。 

 Ｈ形鋼の場合は外側の腐食しろのみ設定します。 

 ※腐食しろは初期値として 0.0 が設定されています。 

 

杭本数 計算対象となる杭の本数が表示されます。 

 

□OUT の計算をする チェックを付けると、照査がOUT になる杭も計算結果に表示します。 

 
 



 

 

 

3.8.10. 計算結果 

 

 
 

項目 説明 
 

計算結果一覧 計算結果の一覧が表示されます。（最大 100 行まで） 

 ※黄色く反転している行が選択行となります。 

 ※赤色表示は照査がOUT となったものです。 

 ※孔壁間距離の紫色表示は千鳥配置で条件を満たすものです。 

 ※上段には常時の結果、下段には地震時の結果が表示されます。 

 

[変位・応力分布図] 照査を選択した行の常時または地震時の変位図、モーメント図、せん 

 断力図を見ることができます。 

 

[報告書印刷...] 照査を選択した行の報告書を印刷することができます。 

 

[報告書プレビュー] 照査を選択した行のプレビューが表示されます。 

 

[Word 出力] 照査を選択した行の報告書をMicrosoft Word に出力できます 

 

[一覧表プレビュー] 結果一覧をプレビューおよび印刷します。 

 

[一覧表コピー] 結果一覧をクリップボードにコピーします。 

 

[情報...] 計算エラーとなった杭の本数などの情報を見ることができます。 

 

[表示項目...] 計算結果一覧に表示する項目（列）を切り替えることができます。 



 

 

計算結果一覧の項目 

照査   －   

判定   －   

杭の材質  －   

最大曲げモーメント Mmax (kN･m) 杭間隔優先の場合（杭１本当たり） 

   Mmax (kN･m/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Mmax 発生位置  Xm (m)   

最大せん断力  Smax (kN)  杭間隔優先の場合（杭１本当たり） 

   Smax (kN/m) 杭材優先の場合（単位幅当たり） 

Smax 発生位置  Xs (m)   

変位   Y (mm)  杭頭、最大または任意 

変位位置  Xy(m)  杭頭、最大または任意 

曲げ応力度  σs (N/mm2)  杭間隔優先の場合 

せん断応力度  τs (N/mm2)  杭間隔優先の場合 

曲げ応力度杭間隔 Dm (m)  杭材優先の場合 

せん断応力度杭間隔 Ds (m)  杭材優先の場合 

標準杭間隔  Do (m)  地すべり移動層の厚さによる規定を考慮 

杭径８倍間隔  Dd (m)  杭の直径の８倍以内の規定を考慮 

孔壁間距離  Dw (m)  孔壁間の距離は１ｍ以上の規定を考慮 

杭間隔  D (m)   

根入長  lr (m)   

杭長   lp (m)   

杭にかかる軸力  Nf (kN)  杭間隔優先の場合 

 



 

 

 

3.9. 鉄筋コンクリート杭の計算 
 

ここでは、鉄筋コンクリート杭の計算手順を示します。 

 

3.9.1 発生応力 

3.9.2 地震時発生応力 

3.9.3 主鉄筋 

3.9.4 帯鉄筋 

3.9.5 式の選択 

 

 

※この解析では計算モードは杭間隔優先に固定となります。 

 



 

 

3.9.1. 発生応力 

 

 
 

項目 説明 
 

設計杭径 d (mm) = 10.0～9999.9 

 設計杭径を入力します。 

 

鉄筋コンクリート コンクリートの設計基準強度： σck(N/mm2) = 15～80 

の許容応力度 コンクリートの許容曲げ圧縮応力度： σca(N/mm2) = 0.1～99.9 

 コンクリートの許容せん断応力度： τca(N/mm2) = 0.001～0.999 

 鉄筋の許容引張応力度： σsa(N/mm2) = 1～999 

 コンクリートのヤング係数： Ec(N/mm2) = 1.00～99.99×104 

 鉄筋コンクリートの許容応力度、ヤング係数を入力します。 

 

[参照] 鉄筋コンクリートの許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

[変位・応力分布図] 常時の変位図、モーメント図、せん断力図を見ることができます。 

 

□せん断応力度を チェックを付けると、平成 24 年道路橋示方書（Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造 

  補正する 編）・同解説 157 頁に準じて、許容せん断応力度を補正します。 

 

[説明] せん断応力度の補正についての説明を見ることができます。 

 
 



 

 

 

3.9.2. 地震時発生応力 

 

 
 

項目 説明 
 

鉄筋コンクリート コンクリートの設計基準強度： σck(N/mm2) = 15～80 （入力不可） 

の許容応力度 コンクリートの許容曲げ圧縮応力度： σca(N/mm2) = 0.1～99.9 

 コンクリートの許容せん断応力度： τca(N/mm2) = 0.001～0.999 

 鉄筋の許容引張応力度： σsa(N/mm2) = 1～999 

 コンクリートのヤング係数： Ec(N/mm2) = 1.00～99.99×104 

 （入力不可） 

 

[参照...] 鉄筋コンクリートの許容応力度を参照し、値を代入できます。 

 

[変位・応力分布図...] 地震時の変位図、モーメント図、せん断力図を見ることができます。 

 

□せん断応力度を 平成 24 年道路橋示方書（Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編）・同解説 157 頁 

  補正する に準じて、許容せん断応力度の補正を確認できます。 

 補正のチェックするしないは、発生応力画面にて行います。 
 



 

 

3.9.3. 主鉄筋 

 

 
 

項目 説明 
 

鉄筋段数 ○１段 

 ○２段 

 ○３段 

 ○４段 

 配筋する鉄筋の段数を１～４段の中から選択します。 

 

本数 主鉄筋本数) = 1～999 本 

 各段の主鉄筋本数を入力します。 

 

鉄筋のかぶり 鉄筋のかぶり(mm) = 10～9999 

 鉄筋のかぶりを入力します。 

 ※入力範囲は杭の半径によって変化します。 

 

鉄筋の縦間隔 鉄筋の縦間隔(mm) = 10～9999 

 鉄筋の縦間隔を入力します。 

 ※入力範囲は杭の半径によって変化します。 

 

計算結果一覧 鉄筋ごとに鉄筋量と応力度を算出します。 

 表示された応力度の文字が青の場合は許容応力度に対してOK、赤 

 の場合はOUT となります。 

 ※黄色く反転している行が選択行となります。 

 ※上段には常時の結果、下段には地震時の結果が表示されます。 

 



 

 

 

項目 説明 
 

 

[帯鉄筋] 照査を選択した行の帯鉄筋に関する以下の照査が行えます。 

 ・せん断力に耐える場合(τm≦τca または τm≦τca’) 

  帯鉄筋の横方向鉄筋比を照査できます。 

 ・せん断力に耐えることができない場合 

  (τm>τca または τm>τca’) 

  帯鉄筋の横方向鉄筋比を照査し、帯鉄筋を検討します。 

  せん断補強筋が必要な場合は、せん断補強筋の検討を行います。 

 

[概算工事費...] 概算工事費の算出へと移ります。 

 詳しくは別冊の取り扱い説明書（概算工事費編）をご覧ください。 

 

[報告書印刷...] 照査を選択した行の報告書を印刷することができます。 

 

[報告書プレビュー] 照査を選択した行のプレビューが表示されます。 

 

[Word 出力] 照査を選択した行の報告書をMicrosoft Word に出力できます。 

 
 



 

 

3.9.4. 帯鉄筋 

 

 
 

項目 説明 
 

□せん断応力度を 平成 24 年道路橋示方書（Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編）・同解説 157 頁 

  補正する に準じて、許容せん断応力度の補正を確認できます。 

 補正のチェックするしないは、発生応力画面にて行います。 

 

横方向鉄筋比 Ps = 0.0001～1.0000 

 基準となる横方向鉄筋比を入力します。 

 この値は、帯鉄筋間隔を入力することによって算出される各鉄筋の横 

 方向鉄筋比と比較するための基準値になります。 

 ※横方向鉄筋比は初期値として 0.0020 が設定されています。 

 

帯鉄筋間隔 ab (mm) = 10～990 

 帯鉄筋の間隔を入力します。 

 

対象せん断力 ○最大せん断力 

 ○任意 0.1～99999.9 (kN) 

 せん断力の照査対象として最大せん断力を使うか、または任意の値を 

 入力するかを選択します。 

 任意を選択した場合は、対象せん断力を入力できるようになります。 

 

帯鉄筋一覧 鉄筋ごとに計算結果を表示します。 

 <横方向鉄筋比>列は基準となる値以上ならは青色表示(OK)、未満な 

 らは赤色表示(OUT)になります。 

 <せん断補強筋>列は補強筋の必要、不要を表示します。 

 ※黒く反転している行が選択行となります。 

 



 

 

 

項目 説明 
 

せん断補強筋の間隔 aw (mm) = 10～990 

 せん断補強筋を配置する間隔を入力します。 

 ※帯鉄筋一覧で<せん断補強筋>列が必要となっている行を選択して 

 いる場合に有効になります。 

 

設計鉄筋量 本数 本数(本) = 1～999 

 使用する鉄筋の本数を入力します。 

 この本数と計算結果一覧で選択している鉄筋により設計鉄筋量が算 

 出されます。設計鉄筋量が必要鉄筋量よりも小さい場合は赤く表示さ 

 れます。必要鉄筋量を満たすには計算結果一覧の<最小本数>列を 

 参考にしてください。 

 ※帯鉄筋一覧で<せん断補強筋>列が必要となっている行を選択して 

 いる場合に有効になります。 

 

せん断補強筋一覧 鉄筋ごとに計算結果を表示します。 

 <最小本数>列は必要鉄筋量を満たすのに必要な最小の本数を表示 

 しています。 

 <鉄筋量>列は最小本数の時の鉄筋量を表示しています。 

 ※黒く反転している行が選択行となります。 

 ※帯鉄筋一覧で<せん断補強筋>列が必要となっている行を選択して 

 いる場合に有効になります。 

 

[プレビュー…] 選択行の報告書をプレビューすることができます。 

 

[印刷…] 選択行の報告書を印刷することができます。 

 

[Word 出力] 選択行の報告書をMicrosoft Word に出力できます。 

 

[閉じる] 【主鉄筋】タブ画面に戻ります。 

 
 



 

 

 

3.10. 参照ダイアログ 
 

ここでは、データを参照するダイアログについて説明します。 

 

3.10.1 地盤の変形係数 

3.10.2 変形係数の低減 

3.10.3 杭の根入長計算式 

3.10.4 杭の許容変位量 

3.10.5 許容応力度 

3.10.6 変位・応力分布図 

3.10.7 変位・応力一覧表 

 

 



 

 

 

3.10.1. 地盤の変形係数 

 

 
 

項目 説明 
 

算定式の選択 ○地盤の変形係数 

 ○等分布荷重方式 

 ○等変位方式 

 ○港研式 

 ○林野庁･長野県による方法 

 ○道路橋示方書 下部構造編 N 値による方法 

 ○道路橋示方書 下部構造編 E0 による方法 

 参照したい式を選択します。 

 右側の白い部分に現在選択している式が表示されます。 

 

[閉じる] ダイアログを閉じます。 

 
 



 

 

3.10.2. 変形係数の低減 

 

 
 

項目 説明 
 

必要抑止力 地盤条件画面で入力した値が表示されます。 

 

有効抵抗力 Ru (kN/m) = 10.0～99999.9 

 杭の谷側移動層の有効抵抗力を入力します。 

 ※必要抑止力より大きな値は入力できません。 

 

グラフによる低減係数 グラフから値を読み取った低減係数（参考値）を表示します。 

 

計算値の丸め精度 ○0.01 

 ○0.1 

 グラフによる低減係数で表示する値の丸め精度を入力します。 

 

低減係数 μ = 0.01～1.00 

 低減係数を入力します。 

 ※1.00 を設定すると低減されません。 

 



 

 

 

3.10.3. 杭の根入長計算式 

 

 
 

項目 説明 
 

文献 ▼ ・地すべり鋼管杭設計要領 

 ・河川砂防技術基準(案) 

 ・工事ポケットブック 

 ・のり面及び斜面災害復旧工法 

 ・のり面工・斜面安定工指針 （せん断杭の場合は表示されません） 

 ・砂防・地すべり設計実例 

 参照したい文献を選択します。 

 下側の白い部分に現在選択している文献の式が表示されます。 

 

[閉じる] ダイアログを閉じます。 

 
 



 

 

3.10.4. 杭の許容変位量 

 

 
 

項目 説明 
 

文献 ▼ ・道路橋示方書・同解説Ⅳ[下部構造編] 

 ・北陸地方整備局 

 ・九州地方整備局 

 ・中国地方整備局 

 ・近畿地方整備局 

 ・中部地方整備局 

 ・日本道路公団 

 ・鋼管杭-その設計と施工- 

 参照したい文献を選択します。 

 下側の白い部分に現在選択している文献が表示されます。 

 

[閉じる] ダイアログを閉じます。 

 
 



 

 

 

3.10.5. 許容応力度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

文献 ▼ 参照したい文献を選択します。 

 下側の表に選択した文献のデータが表示されます。 

 ※黒く反転している行が選択行となります。 

 ※このリストは[規格]メニューで登録してあるパターン名が表示されま 

 す。 

 

[代入] 選択行のデータが【許容応力度】タブ、【発生応力】タブの容応力度に 

 代入されます。 

 
 



 

 

3.10.6. 変位・応力分布図 

 

 
 

項目 説明 
 

[印刷] 変位・応力分布図を印刷します。 

 

[変位･応力一覧表] 【変位･応力一覧表】ダイアログを開きます。 

 

[閉じる] ダイアログを閉じます。 

 
 



 

 

 

3.10.7. 変位・応力一覧表 

 

 
 

項目 説明 
 

データ一覧表 深度に対する変位、モーメント、せん断力の値を一覧表で表示しま 

 す。 

 

[印刷] 変位・応力一覧表を印刷します。 

 

[表をコピー] 変位・応力データをクリップボードにコピーします。 

 ※データを表計算ソフトなどに貼り付けるときに便利です。 

 

[計算ピッチ] 杭頭からの深度のピッチを変更します。 

 

[閉じる] ダイアログを閉じます。 

 
 



 

 

4. 抑止杭で使用している記号 
 

この章では、抑止杭で使用している記号の一覧を示します。 

積分定数には、すべり面から上はサフィックス１、下はサフィックス２をつけています。 

そのほかについては、すべり面から上はサフィックス e、下はサフィックス r をつけています。 

 

項目 記号 単位 最小値 最大値 

有効長の係数 a - 1.0 2.0

根入長計算式の係数 a - 1.0 2.0

帯鉄筋間隔 ab mm 10.00 990.00

せん断補強筋の間隔 aw mm 10.00 990.00

杭材の断面積 A mm2 1 9999999

アンカーの断面積 Aa mm2 0.1 99999.9

コンクリート杭に使用する鉄筋量 As mm2 0.01 9999999.99

帯鉄筋量 Ab mm2 0.01 9999999.99

せん断補強の鉄筋量 Aw mm2 0.01 9999999.99

杭の半径 b mm 0.1 9999.9

換算部材高 bw mm 0.1 9999.9

等変位方式試験における載荷幅 B m 0.01 99.99

H 形鋼の辺長 B, Bx mm 3 999

土の粘着力 c kN/m2 0.0 999.9

杭の外径 d mm 10.0 9999.9

換算有効高 do mm 0.1 9999.9

杭間隔 D m 0.1 99.9

杭径の 8倍による杭間隔 Dd m 0.001 99.999

曲げ応力度に対する杭間隔 Dm m 0.01 99.99

移動層厚による標準杭間隔 Do m 2.0 4.0

せん断応力度に対する杭間隔 Ds m 0.01 99.99

孔壁間の距離 Dw m 0.001 99.999

杭の弾性係数 E ×108  kN/m2 0.1 9.9

設計の対象位置での地盤の変形係数 E0 kN/m2 1 99999999

アンカーの弾性係数 Ea ×108  kN/m2 0.01 9.99

コンクリートのヤング係数 Ec ×104  N/mm2 1.00 99.99

杭の曲げ剛性 EI kN･m2 0.1 9999999.9

地盤の変形係数 Es kN/m2 1 99999999

地盤破壊計算用の安全率 Fs - 0.1 9.9

杭１本当たりの水平負担力 H kN/本 0.1 99999.9

H 形鋼の高さ H, Hy mm 3 999

単位幅当たりの水平負担力 Hu kN/m 0.1 99999.9

鉄筋平均位置と外側鉄筋位置との差 i mm 0.1 999.9

杭材の断面２次モーメント I mm4 1.00000×104 9.99999×1012

コンクリートのせん断力算出用の係数 j - 0.001 9.999

アンカーのバネ係数 Ka kN/m 10 999999

横方向地盤反力係数 Kh kN/m3 1 99999999

アンカーのバネ係数の水平成分 Kha kN/m 10 999999



 

 

 

等変位方式による K値 Kk kN/m3 1 99999999

等分布荷重方式による K値 Kl kN/m3 1 99999999

受働土圧係数 Kp - 0.001 99.999

杭頭からのアンカー取付位置 la m 0.01 99.99

杭の有効長 le m 0.01 99.99

アンカー自由長 lf m 0.01 99.99

すべり面からの地すべり力の作用位置 lH m 0.01 99.99

杭の全長 lp m 0.01 999.99

杭の根入長 lr m 0.01 900.00

移動層の厚さ lt m 0.01 99.99

杭１本当たりの最大曲げモーメント Mmax kN･m 0.01 9999999.99

単位幅当たりの最大曲げモーメント Mmax kN･m/m 0.01 9999999.99

鉄筋とコンクリートのヤング係数比 n - - 15

標準貫入試験における N値 N - 1 9999

杭にかかる軸力 Nf kN 0.0 99999.9

杭にかかる初期軸力 Nf1 kN 0.0 999999.9

地盤破壊の係数 Nφ - 0.00001 999.99999

杭の存在によって生ずる抵抗力 P kN 0.1 99999.9

杭にかかる全水平土圧 P kN 0.1 99999.9

杭１本当たりの必要アンカー力 P0 kN/本 0.001 99999.999

アンカー軸方向の初期張力 Pa kN 0.0 99999.9

杭１本当たりのアンカー初期張力の水平成分 Pha ｋN/m 0.0 99999.9

必要抑止力 Pr kN/m 0.1 99999.9

荷重強度 Pr1, Pr2 kN/m 2 0.00 9999.99

横方向鉄筋比 Ps - 0.0001 1.0000

杭に作用する受働土圧 Qp kN 0.1 99999.9

H 形鋼の丸み半径 r mm 1 99

載荷試験時の載荷半径 r m 0.01 99.99

鉄筋コンクリート杭の有効高 rs mm 0.1 9999.9

単位幅あたりの許容水平推力 rs‘ kN/m 0.1 999999.9

杭の谷側移動層の有効抵抗力 Ru kN/m 10.0 99999.9

腐食しろ ｓ1, s2 mm 0.0 9.9

コンクリートが負担するせん断力 Sc kN 0.1 99999.9

帯鉄筋が負担するせん断力 Shr kN 0.1 99999.9

杭１本当たりの最大せん断力 Smax kN 0.1 9999999.9

単位幅当たりの最大せん断力 Smax kN/m 0.1 9999999.9

許容せん断力 Sr kN 0.1 99999.9

杭の肉厚 ｔ mm 0.1 999.9

H 形鋼のウェブ t1 mm 0.1 99.9

H 形鋼のフランジ t2 mm 0.1 99.9

アンカー軸方向の支点反力 T kN/本 0.001 99999.999

アンカー点水平支点反力 Th kN/本 0.001 99999.999

回転支点反力 Tm kN・m 0.01 9999.99

水平支点反力 Tn kN 0.01 9999.99



 

 

アンカー引張材の引張荷重 Tus kN 0.001 9999.999

アンカー引張材の降伏荷重 Tys kN 0.001 9999.999

杭１本当たりの地すべり力の鉛直成分 V kN 0.0 99999.9

単位幅当たりの地すべり力の鉛直成分 Vu kN/m 0.0 9999.9

不動層モーメント第一零点 X20 m 0.01 99.99

最大曲げモーメント発生位置 Xm m 0.01 99.99

最大せん断力発生位置 Xs m 0.01 99.99

最大変位発生位置 Xy m 0.01 99.99

杭に発生する変位 Y mm 0.1 99999.9

杭に発生する最大変位 Ymax mm 0.1 99999.9

杭材の断面係数 Z mm3 1000 9999999000

横方向地盤反力係数に使用する係数 α - 1  or  4 

鉄筋コンクリート杭のせん断力の補正係数 α - 0.01 9.99

せん断応力度補正係数 α0 - 1.000 3.000

杭の特性値 β m-1 0.0001 999.9999

土塊の単位体積重量 γ kN/m3 0.1 999.9

アンカー傾角 θa ° 0.0 89.0

すべり面傾斜角度 θe ° -89.0 89.0

低減係数 μ - 0.01 1.00

ポアソン比 ν - 0.01 1.00

コンクリートの曲げ圧縮応力度 σc N/mm2 0.001 99999.999

コンクリートの許容曲げ圧縮応力度 σca N/mm2 0.1 99.9

コンクリートの設計基準強度 σck N/mm2 15 80

鋼材の曲げ引張応力度 σs N/mm2 0.01 99999.99

鋼材の許容曲げ引張応力度 σsa N/mm2 1 999

コンクリートのせん断応力度 τc N/mm2 0.001 99.999

コンクリートの許容せん断応力度 τca N/mm2 0.001 0.999

鋼材のせん断応力度 τs N/mm2 0.01 9999.99

鋼材の許容せん断応力度 τsa N/mm2 1 999

土塊の内部摩擦角 φ ° 0.0 89.0

杭の外径と孔壁とのクリアランス ⊿d mm 1 999

積分定数 A1, A2 ×10n -9.9999 9.9999

積分定数 B1, B2 ×10n -9.9999 9.9999

積分定数 C1～14 ×10n -9.9999 9.9999

積分定数 D1, D2 ×10n -9.9999 9.9999

 



 

 

 

5. 抑止杭の計算式 
 

この章では、抑止杭で使用している式について示します。 

 

5.1 せん断杭 

5.2 くさび杭 

5.3 くさび杭（多層系） 

5.4 抑え杭 

5.5 骨組構造解析 

5.6 断面強度の照査 

5.7 杭間隔の検討 

5.8 地盤破壊の式 

5.9 根入長の式 

5.10 横方向地盤反力係数の式 

5.11 地震時の横方向地盤反力係数 

5.12 移動層の変形係数の低減法 

5.13 設計上の杭形式の区分 

5.14 アンカーの参考値 

5.15 許容応力度の参考値 

5.16 許容変位量の参考値 

5.17 腐食しろ 

5.18 帯鉄筋の照査 

5.19 せん断補強筋の検討 

 

 



 

 

5.1. せん断杭 
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移 

動 
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不 

動 

層

H

 
 

杭に発生する応力をせん断力のみとして解析します。 

 

◎最大せん断力 

HS =max  

ここで、 

Smax ： 杭１本当たりの最大せん断力 (kN) 

H ： 杭１本当たりの水平負担力 (kN) 

 

 



 

 

 

5.2. くさび杭 
 

設計上の杭形式の区分として、有限の杭、無限の杭とがありそれによって式が異なります。また、アンカー位置をバネ

支点としたアンカー付きくさび杭もあります。 

 

5.2.1 くさび杭（一般式） 

5.2.2 くさび杭（有限の杭） 

5.2.3 くさび杭（無限の杭） 

5.2.4 アンカー付きくさび杭 

 

 



 

 

5.2.1. くさび杭（一般式） 
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弾性床上の梁の一般式は次の式で表されます。 

04

4

=⋅+⋅ yEs
dx

ydEI  

ここで、 

x ： 任意の深さ   (m) 

ｙ ： 深さｘにおける杭の変位  (m) 

EI ： 杭の曲げ剛性   (kN・m2) 

Eｓ ： 地盤の変形係数  (kN/m2) 

 

上式の微分方程式を解いて一般解を得ます。また、変位も求めます。 

( ) ( )xDxCexBxAey xx ββββ ββ sincossincos +++= −  

ここで、 

β ： 杭の特性値 4 4/ EIEs=β  (m-1) 

A,B,C,D ： 積分定数 

 

◎変位： Y (mm) 

)()0()0( 21 xyyyY ++=  

 ここで、 

x ： 変位の位置   （m） 

 

 

一般解を逐次微分して杭１本当たりのたわみ角、曲げモーメント、せん断力を求めます。 

 

◎たわみ角： i (rad) 

( ) ( )[ ]{
( ) ( )[ ]}xxDxxCe

xxBxxAe
dx
dyi

x

x

ββββ

βββββ

β

β

sincossincos

sincossincos

−++−+

++−==

−　　　　

 

 

◎曲げモーメント： M (kN･m) 

( ) ( )[ ]xDxCexBxAeEI
dx

ydEIM

xx βββββ ββ cossincossin2 2

2

2

−++−−=

−=

−　　

 

 

◎せん断力： S (kN) 

( ) ( )[ ]{
( ) ( )[ ]}xxDxxCe

xxBxxAeEI
dx

ydEIS

x

x

ββββ

βββββ
β

β

sincossincos
sincossincos2 3

3

3

++−+

−++−−=

−=

−　　　　　　　

　　
 

 



 

 

 

5.2.2. くさび杭（有限の杭） 
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上下に有限な杭と考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

x1 = x2 = 0 のとき（すべり面位置） 

21 ii =  

021 =+ MM  

HS −=1  

 HS −=2  

 

x1 = le のとき（杭頭） 

01 =M  

01 =S  

 

x1 = lr のとき（杭下端） 

02 =M  

02 =S  

 



 

 

前述の一般式と境界条件により、次の８元連立方程式が得られます。 
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ここで、 

xe x ββ cos=Θ     xe x βθ β cos−=  

xe x ββ sin=Ζ     xe x βζ β sin−=       

( )xxe x βββ sincos +=Φ  ( )xxe x ββφ β sincos += −  

( )xxe x βββ sincos −=Ψ  ( )xxe x ββψ β sincos −= −  

 
H ： 杭１本当たりの水平負担力 (kN) 

 



 

 

 

5.2.3. くさび杭（無限の杭） 
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上下に無限な杭と考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

x1 = x2 = 0 のとき（すべり面位置） 

21 ii =  

021 =+ MM  

HS −=1  

 HS −=2  

 

x1 = ∞のとき 

01 =y  

 

x2 = ∞のとき 

02 =y  

 

前述の一般式と境界条件により、次の４元連立方程式が得られます。 
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ここで、 

H ： 杭１本当たりの水平負担力 (kN) 



 

 

また、次の式を用いて無限な杭の断面力を求めることができます。 

 

◎すべり面上部について 

⎭
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最大曲げモーメント発生位置 

1

21

1
1 tan1

β
β

β
−=Mx  

 

最大せん断力発生位置 

01 =Sx  

 

 

 

◎すべり面下部について 
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最大曲げモーメント発生位置 

2

11

2
2 tan1

β
β

β
−=Mx  

 

最大せん断力発生位置 

02 =Sx  

 



 

 

 

5.2.4. アンカー付きくさび杭 
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アンカー付きくさび杭は、上下に有限な杭としての境界条件を以下のように変更します。 

 

x1 = x2 = 0 のとき（すべり面位置） 

21 ii =  

021 =+ MM  

( )hTaPhHS ′+′+−=1  

 ( )hTaPhHS ′+′+−=2  

 

x1 = le のとき（杭頭） 

01 =M  

( )hTaPhS ′+′=1  

 

x1 = lr のとき（杭下端） 

02 =M  

02 =S  

 

前述の一般式と境界条件により、次の９元連立方程式が得られる。 
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ここで、 



 

 

xe x ββ cos=Θ     xe x βθ β cos−=  

xe x ββ sin=Ζ     xe x βζ β sin−=  

( )xxe x βββ sincos +=Φ  ( )xxe x ββφ β sincos += −  

( )xxe x βββ sincos −=Ψ  ( )xxe x ββψ β sincos −= −  

 

H ： 杭１本当たりの水平負担力   (kN) 

Th’ ： 杭１本当たりの杭変位によるアンカー点水平支点反力 (kN) 

Pha’ ： 杭１本に作用するアンカー初期張力の水平成分 (kN) 

Kha’ ： 杭１本当たりの杭変位に対するアンカーの水平係数 (kN/m) 

 

Pha
n

aPh 1
=′  

aPaPha θcos⋅=  

Kha
n

aKh 1
=′  

aKaKha θ2cos⋅=  

lf
AaEaKa ⋅

=  

 

ここで 

n ： アンカー１本に対する杭の本数  (本) 

Pha ： アンカー初期張力の水平成分  (kN) 

θa： アンカー傾角   (°) 

Kha ： 杭変位に対するアンカーの水平係数 (kN/m) 

Ka ： アンカーのバネ定数   (kN/m) 

Ea ： アンカーの弾性係数  (kN/m2) 

Aa ： アンカーの断面積   (mm2) 

lf ： アンカーの自由長   (m) 

 



 

 

 

5.3. くさび杭（多層系） 
 

設計上の杭形式の区分として、有限の杭、無限の杭とがありそれによって式が異なります。また、アンカー位置をバネ

支点としたアンカー付きくさび杭（多層系）もあります。 

 

5.3.1 くさび杭（多層系）の一般式 

5.3.2 くさび杭（多層系）有限の杭 

5.3.3 くさび杭（多層系）無限の杭 

5.3.4 アンカー付きくさび杭（多層系） 

 

 



 

 

5.3.1. くさび杭（多層系）の一般式 
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弾性床上の梁の一般式は次の式で表されます。 

04

4

=⋅+⋅ yEs
dx

ydEI  

ここで、 

x ： 任意の深さ   (m) 

ｙ ： 深さｘにおける杭の変位  (m) 

EI ： 杭の曲げ剛性   (kN・m2) 

Eｓ ： 地盤の変形係数  (kN/m2) 

 

上式の微分方程式を解いて一般解を得ます。また、変位も求めます。 

( ) ( )xDxCexBxAey xx ββββ ββ sincossincos +++= −  

ここで、 

β ： 杭の特性値 4 4/ EIEs=β  (m-1) 

A,B,C,D ： 積分定数 

 

◎変位： Y (mm) 
)()0()0( 32 xyyyY ++=  

 ここで、 

x ： 変位の位置   （m） 

 

 

一般解を逐次微分して杭１本当たりのたわみ角、曲げモーメント、せん断力を求めます。 

 

◎たわみ角： i (rad) 

( ) ( )[ ]{
( ) ( )[ ]}xxDxxCe

xxBxxAe
dx
dyi

x

x

ββββ

βββββ

β

β
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−　　　　

 

 

◎曲げモーメント： M (kN･m) 

( ) ( )[ ]xDxCexBxAeEI
dx

ydEIM

xx βββββ ββ cossincossin2 2

2

2
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−=

−　　

 

 

◎せん断力： S (kN) 

( ) ( )[ ]{
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5.3.2. くさび杭（多層系）有限の杭 
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上下に有限な杭と考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

 

x1 = le1 のとき（杭頭）   x1 = 0 (x2 = le2) のとき（移動層境界面） 

01 =M        21 yy =  

01 =S        21 ii =  

        21 MM =  

        21 SS =  

 

 

x２ = x３ = 0 のとき（すべり面位置）  x4 = 0 (x3 = lr1) のとき（不動層境界面） 

32 ii =        43 yy =  

032 =+ MM       43 ii =  

HS −=2        43 MM =  

 HS −=3        43 SS =  

 

 

x4 = lｒ２のとき（杭下端） 

04 =M  

04 =S  

 



 

 

前述の一般式と境界条件により、次の 16 元連立方程式が得られます。 
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ここで、 

xe x ββ cos=Θ     xe x βθ β cos−=  

xe x ββ sin=Ζ     xe x βζ β sin−=       

( )xxe x βββ sincos +=Φ  ( )xxe x ββφ β sincos += −  

( )xxe x βββ sincos −=Ψ  ( )xxe x ββψ β sincos −= −  

211 / een ββ=  

122 / ren ββ=  

213 / rrn ββ=  

 
H ： 杭１本当たりの水平負担力 (kN) 

 



 

 

5.3.3. くさび杭（多層系）無限の杭 

地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 104,105 頁より引用加筆 

 

移 

動 

層

不 

動 

層

y1

y4

x1

x4

y2

x2

y3

x3

le1

le2

lr1
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上下に無限な杭と考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

 

x２ = x３ = 0 のとき（すべり面位置）  x1 = 0 (x2 = le1) のとき（移動層境界面） 

32 ii =        21 yy =  

032 =+ MM       21 ii =  

HS −=2        21 MM =  

HS −=3        21 SS =  

 

 

x１ = ∞ のとき    x4 = 0 (x3 = lr1) のとき（不動層境界面） 

01 =y        43 yy =  

        43 ii =  

x4 = ∞ のとき       43 MM =  

04 =y        43 SS =  

 

 



 

 

 

前述の一般式と境界条件により、次の 12 元連立方程式が得られます。 
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ここで、 

xe x ββ cos=Θ     xe x βθ β cos−=  

xe x ββ sin=Ζ     xe x βζ β sin−=       

( )xxe x βββ sincos +=Φ  ( )xxe x ββφ β sincos += −  

( )xxe x βββ sincos −=Ψ  ( )xxe x ββψ β sincos −= −  

211 / een ββ=  

122 / ren ββ=  

213 / rrn ββ=  

 
H ： 杭１本当たりの水平負担力 (kN) 

 



 

 

 

5.3.4. アンカー付きくさび杭（多層系） 

地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 71,104,105 頁より引用加筆 
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アンカー付きくさび杭（多層系）は、上下に有限な杭としての境界条件を以下のように 

 変更します。 

 

 

x1 = le1 のとき（杭頭）   x1 = 0 (x2 = le2) のとき（移動層境界面） 

01 =M        21 yy =  

)''(1 ThPhaS +=       21 ii =  

        21 MM =  

        21 SS =  

 

 

x２ = x３ = 0 のとき（すべり面位置）  x4 = 0 (x3 = lr1) のとき（不動層境界面） 

32 ii =        43 yy =  

032 =+ MM       43 ii =  

)''(2 ThPhaHS ++−=      43 MM =  

 )''(3 ThPhaHS ++−=      43 SS =  

 

 

x4 = lｒ２のとき（杭下端） 

04 =M  

04 =S  

 



 

 

前述の一般式と境界条件により、次の 17 元連立方程式が得られます。 
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ここで、 

xe x ββ cos=Θ   xe x βθ β cos−=   211 / een ββ=  

xe x ββ sin=Ζ     xe x βζ β sin−=   122 / ren ββ=  

( )xxe x βββ sincos +=Φ  ( )xxe x ββφ β sincos += −  213 / rrn ββ=  

( )xxe x βββ sincos −=Ψ  ( )xxe x ββψ β sincos −= −  

 



 

 

 

H ： 杭１本当たりの水平負担力   (kN) 

Th’ ： 杭１本当たりの杭変位によるアンカー点水平支点反力 (kN) 

Pha’ ： 杭１本に作用するアンカー初期張力の水平成分 (kN) 

Kha’ ： 杭１本当たりの杭変位に対するアンカーの水平係数 (kN/m) 

 

Pha
n

aPh 1
=′  

aPaPha θcos⋅=  

Kha
n

aKh 1
=′  

aKaKha θ2cos⋅=  

lf
AaEaKa ⋅

=  

 

ここで 

n ： アンカー１本に対する杭の本数  (本) 

Pha ： アンカー初期張力の水平成分  (kN) 

θa： アンカー傾角   (°) 

Kha ： 杭変位に対するアンカーの水平係数 (kN/m) 

Ka ： アンカーのバネ定数   (kN/m) 

Ea ： アンカーの弾性係数  (kN/m2) 

Aa ： アンカーの断面積   (mm2) 

lf ： アンカーの自由長   (m) 

 



 

 

 

5.4. 抑え杭 
 

抑え杭の式は杭背面（谷側）移動層の有効抵抗力が期待できないことを前提に導かれた式である。杭にかかる荷重

を三角形分布荷重とするか、集中荷重とするかで式が変わります。また、アンカー付き抑え杭もあります。 

 

5.4.1 抑え杭（一般式） 

5.4.2 抑え杭（集中荷重） 

5.4.3 抑え杭（三角形分布荷重） 

5.4.4 アンカー付き抑え杭（集中荷重＜アンカー位置） 

5.4.5 アンカー付き抑え杭（集中荷重＞アンカー位置） 

5.4.6 アンカー付き抑え杭（三角形分布荷重） 

 

 



 

 

5.4.1. 抑え杭（一般式） 

地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 86 頁より引用加筆 

 

抑え杭での式は次の通りとなります。 

( )xf
dx

ydEI =⋅ 4

4
 すべり面より上の場合 

04

4

=⋅+⋅ yEs
dx

ydEI  すべり面より下の場合 

ここで、 

ｘ ： 任意の深さ   (m) 

ｙ ： 深さｘにおける杭の変位  (m) 

EI ： 杭の曲げ剛性   (kN・m2) 

Eｓ ： 地盤の変形係数  (kN/m2) 

f（ｘ） ： 杭に作用する横方向分布荷重 (kN/m) 

      （集中荷重の場合は０） 

 

上の微分方程式を解いて一般解を得ます。 

◎移動層 

( ) ( ) ξξξ dfx
EI

xCxCxCCy
x 3

0

3
4

2
3211 6

1
∫ −++++=  

( ) ( ) ξξξ dfx
EI

xCxCCi
x 2

0

2
4321 2

132 ∫ −−−−−=  

( ) ( ) ξξξ dfxxCCEIM
x

∫ −−+−=
0431 )62(  

( )∫−−=
x

dfEICS
041 6 ξξ  

 

◎不動層 

( )βζβζβζ sincos 652 CCey += −  

( ) ( )[ ]βζβζβζβζβ βζ sincossincos 652 −−+−= − CCei  

( )βζβζ
β

βζ cossin
2 6522 CCEseM −−= −  

( ) ( )[ ]βζβζβζβζ
β

βζ sincossincos
2 652 ++−−= − CCeEsS  

 

ここで、 

i ： 杭のたわみ角   (rad) 

M ： 曲げモーメント   (kN･m) 

S ： せん断力   (kN) 

β ： 杭の特性値 4 4/ EIEs=β  (m-1) 

C ： 積分定数 

ζ： lex −     (m) 

le ： 杭の有効長   (m) 

 



 

 

 

5.4.2. 抑え杭（集中荷重） 

 

移 

動 

層

不 

動 

層

x

y

le

lr

H

A

C

D

B

leh

lh

 
 

杭の移動層部分に集中荷重がかかると考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

x = 0 のとき(杭頭) 

0)( 1 =ABM  

 0)( 1 =ABS  

 

x = leh のとき（荷重位置 leh = lh-le ） 

BCAB yy )()( 11 =  

BCAB ii )()( 11 =  

BCAB MM )()( 11 =  

HSS BCAB += )()( 11  

 

x = le のとき（すべり面） 

21)( yy BC =  

21)( ii BC =  

21)( MM BC =  

21)( SS BC =  

 



 

 

前述の一般式と境界条件により、次の式が得られます。 

 

◎移動層（杭頭～荷重位置） 

xCCY 211 +=  

最大変位発生位置 0=Yx  

01 =M  

最大曲げモーメント発生位置 lehxM =  

01 =S  

最大せん断力発生位置 lehxS =  

 

◎移動層（荷重位置～すべり面） 

( ) ( )38651 lehxClehxCCY −+−+=  

最大変位発生位置 

8

6

3C
ClehxY

−
+=  

( )lehxEICM −−= 81 6  

最大曲げモーメント発生位置 lexM =  

81 6EICS −=  

最大せん断力発生位置 lexS =  

 

◎不動層 

( )βζβζβζ sincos 1092 CCeY += −  

最大変位発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+
−

+= −

109

1091tan1
CC
CClexY β

 

( )βζβζ
β

βζ cossin
2 10922 CCEseM −−= −  

最大曲げモーメント発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−
+

+= −

109

1091tan1
CC
CClexM β

 

( ) ( )[ ]βζβζβζβζ
β

βζ sincossincos
2 1092 ++−−= − CCeEsS  

最大せん断力発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−+= −

10

91tan1
C
ClexS β

 

 



 

 

 

前述の積分定数 C は次のように求めることができます。 

EI
HC

68 =  

2
8

10
3
β

lhCC −
=  

103
8

9
3 CCC −=
β

 

( ) 2
89106 3 lhCCCC −−= β  

3
8695 lhClhCCC −−=  

62 CC =  

lehCCC 251 −=  

 



 

 

5.4.3. 抑え杭（三角形分布荷重） 

 

移 

動 

層

不 

動 

層

x

y

le

lr

P2

A

B

C

 
 

杭の移動層部分に三角形分布荷重がかかると考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

x = 0 のとき(杭頭) 

01 =M  

 01 =S  

 

x = le のとき（すべり面） 

21 yy =  

21 ii =  

21 MM =  

21 SS =  

 

 

三角形分布荷重の最大強度 P2 は、次のようになります。 

le
HP 2

2 =  

ここで、 

H ： 杭１本当たりの水平負担力 (kN) 

 



 

 

 

前述の一般式と境界条件により、次の式が得られます。 

 

◎移動層 

52
211 120

x
leEI

PxCCY
⋅

++=  

最大変位発生位置 0=Yx  

32
1 6

x
le

PM −=  

最大曲げモーメント発生位置 lexM =  

22
1 2

x
le

PS −=  

最大せん断力発生位置 lexS =  

 

◎不動層 

( )βζβζβζ sincos 652 CCeY += −  

最大変位発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+
−

+= −

65

651tan1
CC
CClexY β

 

( )βζβζ
β

βζ cossin
2 6522 CCEseM −−= −  

最大曲げモーメント発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−
+

+= −

65

651tan1
CC
CClexM β

 

( ) ( )[ ]βζβζβζβζ
β

βζ sincossincos
2 652 ++−−= − CCeEsS  

最大せん断力発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−+= −

6

51tan1
C
ClexS β

 

 

前述の積分定数 C は次のように求めることができます。 

2

2
2

6 12 βEI
lePC −=  

3

3
2

65 4 βEI
lePCC +−=  

( )
EI
lePCCC

24

3
2

562 −−= β  

42
251 120

le
EI

PleCCC −−=  

 

 



 

 

5.4.4. アンカー付き抑え杭（集中荷重＜アンカー位置） 

 

x

移 

動 

層

不 

動 

層

y

le

lr

A

B

D

E

H

la

C

leh

lh

アンカー

 
 

杭の移動層部分に集中荷重がかかると考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

x = 0 のとき(杭頭) 

0)( 1 =ABM  

 0)( 1 =ABS  

 

x = la のとき（アンカー位置） 

0)( 1 =ABy  

0)( 1 =BCy  

BCAB ii )()( 11 =  

BCAB MM )()( 11 =  

 

x = leh のとき（荷重位置 leh = lh-le ） 

CDBC yy )()( 11 =  

CDBC ii )()( 11 =  

CDBC MM )()( 11 =  

HSS CDBC += )()( 11  

 

x = le のとき（すべり面） 

21)( yy CD =  

21)( ii CD =  

21)( MM CD =  

21)( SS CD =  

 



 

 

 

前述の一般式と境界条件により、次の式が得られます。 

 

◎移動層（杭頭～アンカー位置） 

xCCY 211 +=  

最大変位発生位置 0=Yx  

01 =M  

最大曲げモーメント発生位置 laxM =  

01 =S  

最大せん断力発生位置 laxS =  

 

◎移動層（アンカー位置～荷重位置） 

( ) ( )3861 laxClaxCY −+−=  

最大変位発生位置 

8

6

3C
ClehxY

−
+=  

( )laxEICM −−= 81 6  

最大曲げモーメント発生位置 lehxM =  

81 6EICS −=  

最大せん断力発生位置 lehxS =  

 

◎移動層（荷重位置～すべり面） 

( ) ( ) ( )312
2

111091 lehxClehxClehxCCY −+−+−+=  

最大変位発生位置 ( ) ( ) 032 2
121110 =−+−+ lehxClehxCC を満たす解 

( )( )lehxCCEIM −+−= 12111 62  

最大曲げモーメント発生位置 lehxM = (-C12≦0)、 lexM = (-C12≧0) 

121 6EICS −=  

最大せん断力発生位置 lexS =  

 

◎不動層 

( )βζβζβζ sincos 14132 CCeY += −  

最大変位発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+
−

+= −

1413

14131tan1
CC
CClexY β

 

( )βζβζ
β

βζ cossin
2 141322 CCEseM −−= −  

最大曲げモーメント発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−
+

+= −

1413

14131tan1
CC
CClexM β

 

( ) ( )[ ]βζβζβζβζ
β

βζ sincossincos
2 14132 ++−−= − CCeEsS  

最大せん断力発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−+= −

14

131tan1
C
ClexS β

 

 



 

 

前述の積分定数 C は次のように求めることができます。 

( ) ⎟⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

⎟
⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

−⋅+−−
−

−−⋅−
=

⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

⋅⋅
−

⋅⋅
−

⋅

10

12

13

14

2

33

323

2

2
3

323
0622

3210
0602

0
23

C
C
C
C

lehalhlh

lealhlhlehaleha
lea

EI
lehalhH

EI
lehalhHleha

EI
H

lehaEI
H

ββ
ββ

β
 

 

leha
EI
HClehaC

2
3 1211 −⋅=  

lehaClehaCleha
EI
HC ⋅+⋅−= 10

3
12

3
9 2

3
 

128 6
C

EI
HC +−=  

2
8106 3 lehaCCC ⋅−=  

62 CC =  

laCC ⋅−= 21  

 

ここで、 

lalhleleha −−=  

lalelea −=  

 



 

 

 

5.4.5. アンカー付き抑え杭（集中荷重＞アンカー位置） 

 

移 

動 

層

不 

動 

層

x

y

le

lr

A

C

D

E

Hla B
leh

lh

アンカー

 
 

杭の移動層部分に集中荷重がかかると考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

x = 0 のとき(杭頭) 

0)( 1 =ABM  

 0)( 1 =ABS  

 

x = leh のとき（荷重位置 leh = lh-le ） 

BCAB yy )()( 11 =  

BCAB ii )()( 11 =  

BCAB MM )()( 11 =  

HSS BCAB += )()( 11  

 

x = la のとき（アンカー位置） 

0)( 1 =BCy  

0)( 1 =CDy  

CDBC MM )()( 11 =  

CDBC ii )()( 11 =  

 

x = le のとき（すべり面） 

21)( yy CD =  

21)( ii CD =  

21)( MM CD =  

21)( SS CD =  

 



 

 

前述の一般式と境界条件により、次の式が得られます。 

 

◎移動層（杭頭～荷重位置） 

xCCY 211 +=  

最大変位発生位置 0=Yx  

01 =M  

最大曲げモーメント発生位置 lehxM =  

01 =S  

最大せん断力発生位置 lehxS =  

 

◎移動層（荷重位置～アンカー位置） 

( ) ( )3861 lehxClehxCY −+−=  

最大変位発生位置 

8

6

3C
ClehxY

−
+=  

( )lehxEICM −−= 81 6  

最大曲げモーメント発生位置 laxM =  

81 6EICS −=  

最大せん断力発生位置 laxS =  

 

◎移動層（アンカー位置～すべり面） 

( ) ( ) ( )312
2

11101 laxClaxClaxCY −+−+−=  

最大変位発生位置 ( ) ( ) 032 2
121110 =−+−+ laxClaxCC を満たす解 

( )( )laxCCEIM −+−= 12111 62  

最大曲げモーメント発生位置 laxM = (-C12≦0)、 lexM = (-C12≧0) 

121 6EICS −=  

最大せん断力発生位置 lexS =  

 

◎不動層 

( )βζβζβζ sincos 14132 CCeY += −  

最大変位発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+
−

+= −

1413

14131tan1
CC
CClexY β

 

( )βζβζ
β

βζ cossin
2 141322 CCEseM −−= −  

最大曲げモーメント発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−
+

+= −

1413

14131tan1
CC
CClexM β

 

( ) ( )[ ]βζβζβζβζ
β

βζ sincossincos
2 14132 ++−−= − CCeEsS  

最大せん断力発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−+= −

14

131tan1
C
ClexS β

 

 



 

 

 

前述の積分定数 C は次のように求めることができます。 

EI
HC

68 =  

laehCC ⋅= 811 3  

 

⎟⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

⎟
⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

−−−
−

−−
−−

=

⎟⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

⋅

⋅

10

12

13

14

2

33

3

2

11

2
11

11

13
0622

10
0602

2
0

2

C
C
C
C

lea

lealea
lea

leaC

leaC
C

ββ
ββ

β
 

 
2

8106 3 laehCCC ⋅−=  

3
865 laehClaehCC ⋅−⋅−=  

62 CC =  

lehCCC ⋅−= 251  

 

ここで、 

lehlalaeh −=  

lalelea −=  

 



 

 

5.4.6. アンカー付き抑え杭（三角形分布荷重） 

 

移 

動 

層

不 

動 

層

x

y

le

lr

P2

A

B

C

D

P1
Th

アンカー

la

 
 

杭の移動層部分に三角形分布荷重がかかると考えると、境界条件は次のように表されます。 

 

x = 0 のとき(杭頭) 

0)( 1 =ABM  

 0)( 1 =ABS  

 

x = la のとき（アンカー位置） 

0)( 1 =ABy  

0)( 1 =BCy  

BCAB MM )()( 11 =  

BCAB ii )()( 11 =  

 

x = le のとき（すべり面） 

21)( yy BC =  

21)( ii BC =  

21)( MM BC =  

21)( SS BC =  

 



 

 

 

前述の一般式と境界条件により、次の式が得られます。 

 

◎移動層（杭頭～アンカー位置） 

51
211 120

x
laEI

PxCCY
⋅

++=  

最大変位発生位置 0=Yx  

31
1 6

x
la
PM −=  

最大曲げモーメント発生位置 laxM =  

21
1 2

x
la
PS −=  

最大せん断力発生位置 laxS =  

 

◎移動層（アンカー位置～すべり面） 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )512413
8

2
761 12024

lax
laleEI

PPlax
EI

PlaxClaxClaxCY −
−

−
+−+−+−+−=  

最大変位発生位置 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 0
246

412312
876 =−

−
−

+−+−+−+ lax
laleEI

PPlax
EI
PlaxClaxCC を満たす解 

( )( ) ( ) ( ) ( )31221
871 62

62 lax
lale
PPlaxPlaxCCEIM −

−
−

−−−−+−=  

最大曲げモーメント発生位置 ( ) ( ) ( ) 0
2

6 212
18 =−

−
−

+−+ lax
lale
PPlaxPEIC  

( ) ( )212
181 2

16 lax
lale
PPlaxPEICS −

−
−

⋅−−−−=  

最大せん断力発生位置 lexlax SS == 　または　  

 

◎不動層 

( )βζβζβζ sincos 1092 CCeY += −  

最大変位発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+
−

+= −

109

1091tan1
CC
CClexY β

 

( )βζβζ
β

βζ cossin
2 10922 CCEseM −−= −  

最大曲げモーメント発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−
+

+= −

109

1091tan1
CC
CClexM β

 

( ) ( )[ ]βζβζβζβζ
β

βζ sincossincos
2 14132 ++−−= − CCeEsS  

最大せん断力発生位置 
⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−+= −

10

91tan1
C
ClexS β

 

 



 

 

前述の積分定数 C は次のように求めることができます。 

21
7 12

la
EI

PC =  

 

⎟⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

⎟
⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

−−
−

−−
−−−

=

⎟⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟

⎠

⎞

⎜⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎝

⎛

+
+

+

+
+⋅

+
+

6

8

9

10

2

33

3

2

212
7

12

4122
7

312
7

0602
0622

10
13

6
22

2

120
4

24
32

C
C
C
C

lea

lealea
lea

lea
EI

PPC

lea
EI

PP

lea
EI

PPleaC

lea
EI

PPleaC

β
ββ

ββ
 

 

EI
lapCC

24

3
1

62 −=  

41
21 120

la
EI

PlaCC −−=  

 

ここで、 

lalelea −=  

 



 

 

 

5.5. 骨組構造解析 
 

この解析法は杭を適当な個数に分割し、各節点間ごとに荷重条件、バネ定数を入力して杭の剛性を与えると、杭に

発生するせん断力、曲げモーメント及び変位を計算することができます。このため変化にとんだ複雑な地盤に対しても

適用が可能となります。 

 

骨組構造解析での式は次の通りとなります。 

( )xfyEs
dx

ydEI =⋅+⋅ 4

4
 

ここで、 

ｘ ： 任意の深さ   (m) 

ｙ ： 深さｘにおける杭の変位  (m) 

EI ： 杭の曲げ剛性   (kN・m2) 

Eｓ ： 地盤の変形係数   (kN/m2) 

f（ｘ） ： 杭に作用する分布荷重  (kN/m) 

 

微分方程式を解くと、次の一般解が得られます。 

◎Es＝0（地盤反力を期待しない）の場合 

DCxBxAxx
EI

bx
EI

ay +++++= 2345

24120
 

CBxAxx
EI
bx

EI
ai ++++= 23

624
234  

BEIAxEIxbxaM ⋅−⋅−−−= 26
26

23  

AEIbxxaS ⋅−−−= 6
2

2  

 

◎Es≠0（地盤反力を期待する）の場合 

( ) ( )
Es

baxxDxCexBxAey xx +
++++= − ββββ ββ sincossincos  

( ) ( )[ ]{
( ) ( )[ ]}

Es
axxDxxCe

xxBxxAei

x

x

+−++−+

++−=

− ββββ

βββββ

β

β

sincossincos

sincossincos

　　　　

 

( ) ( )[ ]xDxCexBxAeEIM xx βββββ ββ cossincossin2 2 −++−−= −  

( ) ( )[ ]{
( ) ( )[ ]}xxDxxCe

xxBxxAeEIS
x

x

ββββ

βββββ
β

β

sincossincos
sincossincos2 3

++−+

−++−−=
−　　　　　　　

 

 

ここで、 

i ： 杭のたわみ角   (rad) 

M ： 曲げモーメント   (kN･m) 

S ： せん断力   (kN) 

β ： 杭の特性値 4 4/ EIEs=β  (m-1) 

a ： 分布荷重の勾配 

b ： x=0 における荷重強度 
A,B,C,D ： 積分定数 



 

 

前述の一般解に境界条件を与えて連立方程式を解き、積分定数 A,B,C,D を得ます。 
 

各節点に外部から作用するモーメント荷重を Mz、せん断荷重を Sz とします。 
また、h は各部材の部材長です。 
 

◎杭頭（節点 0 = 部材 1 の上端） 

変 位 自 由 自 由 拘 束 拘 束 

回 転 自 由 拘 束 自 由 拘 束 

境 界 

条 件 

M1(0) = -Mz0 
S1(0) = -Sz0 

i1(0) = 0 
S1(0) = -Sz0 

y1(0) = 0 
M1(0) = -Mz0 

y1(0) = 0 
i1(0) = 0 

 

◎部材間（節点 n = 部材 n+1 の間） 

状 態 集中荷重位置 アンカー位置 回転拘束 変位・回転拘束 

境 界 

条 件 

yn(hn) = yn+1(0) 
in(hn) = in+1(0) 

Mn(hn) -Mzn = Mn+1(0) 
Sn(hn)-Szn = Sn+1(0) 

yn(hn) = 0 
yn+1(0) = 0 
in(hn) = in+1(0) 
Mn(hn) = Mn+1(0) 

yn(hn) = yn+1(0) 
in(hn) = 0 
in+1(0) = 0 

Sn(hn) = Sn+1(0) 

yn(hn) = 0 
yn+1(0)= 0 
in(hn) = 0 
in+1(0)= 0 

 

◎杭末端（節点 n = 部材 n の下端） 

・根入れ有限長の場合 

変 位 自 由 自 由 拘 束 拘 束 

回 転 自 由 拘 束 自 由 拘 束 

境 界 

条 件 

Mn(hn) = Mzn 
Sn(hn) = Szn 

in(hn) = 0 
Sn(hn) = Szn 

yn(hn) = 0 
Mn(hn) = Mzn 

yn(hn) = 0 
in(hn) = 0 

 

・根入れ無限長の場合 

An = 0 
Bn = 0 

 



 

 

 

5.6. 断面強度の照査 
 

ここでは、鋼製杭および鉄筋コンクリート杭の応力度について示します。 

「抑止杭」では、杭間隔優先または照査を選択した時に計算されます。 

 

5.6.1 鋼製杭の応力度 

5.6.2 鉄筋コンクリート杭の応力度 

 



 

 

5.6.1. 鋼製杭の応力度 

地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 40,41 頁より引用加筆 

 

◎曲げ応力度： σs (N/mm
2) 

A
Nf

Z
M

s +=
maxσ  

 

◎せん断応力度： τs (N/mm
2) 

A
S

s
max

0α=τ  

 

ここで、 

Mmax： 最大曲げモーメント    (N･mm) 

Smax ： 最大せん断力    (N) 

Nf ： 杭にかかる軸力    (N) 

A ： 鋼製杭の断面積    (mm2) 

 合成杭の場合はそれぞれの断面積の和 

Z ： 鋼製杭の断面係数    (mm3) 

 合成杭の場合は次の式より算出 

b
Iz =  

I ： それぞれの断面２次モーメントの和  (mm4) 

b ： 外側鋼管の半径    (mm) 

α0 ： せん断応力補正係数 

( )
( )22

22

0 223
4632
ttdd
ttdd

+⋅−
+⋅−

=α   （一般にはα0≒2.0） 

ｄ ： 杭の外径    (mm) 

t ： 杭の肉厚    (mm) 

 

 



 

 

 

5.6.2. 鉄筋コンクリート杭の応力度 

大学課程 鉄筋コンクリート工学 

1979 年 3 月発行 32,50,60 頁より引用加筆 

 

◎鉄筋の曲げ引張応力度： σs (N/mm
2) 

N

s
cs X

yn ⋅⋅= σσ  

 

◎コンクリートの曲げ圧縮応力度： σc (N/mm
2) 

  Nf =0 でない場合 

N
1

c X
I
Nf

⋅=σ  

  Nf =0 の場合 

N
2

max
c X

I
M

⋅=σ  

 

◎コンクリートの平均せん断応力度： τm (N/mm
2) 

ow

max
m db

S
⋅

=τ  

 

ここで、 

Mmax： 最大曲げモーメント    (N･mm) 

Smax： 最大せん断力    (N) 

Nf ： 杭にかかる軸力    (N) 

n ： 鉄筋とコンクリートとのヤング係数比 = 15 

XN ： 杭圧縮縁から中立軸までの距離   (mm) 

ｙs ： 中立軸から外側引張鉄筋までの距離  (mm) 

I1 ： 中立軸に関する圧縮コンクリートと全鉄筋の 

 断面一次モーメント    (mm3) 

I2 ： 中立軸に関する圧縮コンクリートと全鉄筋の 

 断面二次モーメント    (mm4) 

bw ： 換算部材高    (mm) 

   

4

2dbw
⋅

=
π  

d ： 杭の外径    (mm) 



 

 

ただし、 

d0 ： 換算有効高    (mm)  

 有効高 d0は、下図に示すように円形断面を同じ面積の正方形断面 
 に換算し、下側 1/4 鉄筋図心と換算断面の圧縮縁までの距離。 

 

 
 

◎中立軸位置における杭外円の中心角： φ （rad） 
  次式より繰り返し計算にて算出する。 

  Nf =0 でない場合 

( ) 0=−+⋅ φφφ 2N1 IXeI  

  Nf =0 の場合 

0=⋅+= φφφ 1s1c1 InII  

( ){ } ( ) 0cos3cos2sin
3

2
3

=′⋅⋅+⋅⋅−+⋅⋅ ∑
i

ii dAsnb φφφφ  

 

  ここで、 

b
Nf

Me max −=  

b ： 杭の半径    (mm) 

 

I1φ ： φ位置に関する圧縮コンクリートと全鉄筋の 
 断面一次モーメント    (mm3) 

 

I1cφ ： φ位置に関する圧縮コンクリートの 
 断面一次モーメント    (mm3) 

 

I1sφ ： φ位置に関する全鉄筋の 
 断面一次モーメント    (mm3) 

 

Asi ： 該当鉄筋 1本の断面積   (mm2) 

 

d'i ： φ位置から該当鉄筋までの距離（正負あり）  (mm) 

   φcos⋅−=′ byd sii  

   ysi ： 該当鉄筋位置（正負あり）   (mm) 

 

I2φ ： φ位置に関する圧縮コンクリートと全鉄筋の 
 断面二次モーメント    (mm4) 

 

XNφ ： 杭圧縮縁からφ位置までの距離   (mm) 

   φφ cos⋅−= bbX N
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
 



 

 

5.7. 杭間隔の検討 
地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 40,41,47 頁より引用加筆 

 

杭間隔 D (m)を求める式を以下に示します。 
◎曲げ応力度に関する杭間隔 

Z
M

A
ThVu

A
Nf

Dm
a

sa

maxtan

1

+
⋅+

−

θ

σ
≦

 

 

◎せん断応力度に関する杭間隔 

max
1

0 S
ADs sa ⋅⋅

τ
α

≦  

 

ここで、 

Mmax ： 最大曲げモーメント    (N･mm) 

Smax ： 最大せん断力    (N) 

σsa ： 鋼材の許容曲げ引張応力度   (N) 

τsa ： 鋼材の許容せん断応力度   (N) 

Nf1 ： 杭にかかる軸力    (N) 

Vu ： 単位幅当たりの地すべり力の鉛直成分  (N/mm) 

Th ： アンカー点水平支点反力   (N) 

θa ： アンカー傾角    (°) 

A ： 鋼製杭の断面積    (mm2) 

 合成杭の場合はそれぞれの断面積の和 

Z ： 鋼製杭の断面係数    (mm3) 

 合成杭の場合は次の式より算出 

b
Iz =  

I ： それぞれの断面２次モーメントの和  (mm4) 

α0 ： せん断応力補正係数 

( )
( )22

22

0 223
4632
ttdd
ttdd

+⋅−
+⋅−

=α   （一般にはα0≒2.0） 

ｄ ： 杭の外径    (mm) 

t ： 杭の肉厚    (mm) 

 



 

 

 

◎規定による杭間隔 

・標準杭間隔 

移動層の厚さ（m） 標準杭間隔（m） 

   ～ 10 2.0 以下 

10 ～ 20 3.0 以下 

20  以上 4.0 以下 

 

・杭の直径による杭間隔 

杭の直径の８倍以内を杭間隔の一応の目安とすることができます。 

 

・孔壁間の距離 

杭の施工上、孔壁間の距離は 1m以上確保する必要があります。 

また、設計計算上、孔壁間の距離が 1m未満となる場合には、杭の配列を千鳥配置にします。 

 

 

道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 14 年 3 月発行 352 頁より引用加筆 

 

杭の最小中心間隔が小さくなると群杭としての影響が著しくなり、杭の軸方向支持力、水平方向地盤反力係数等

を単杭の場合より低減して考える必要があるが、杭径の 2.5 倍以上であると群杭の影響は比較的小さく、また、施工

性についても一般には大きな問題はないと考えてよい。しかし、杭の中心間隔が群杭の影響におよぼす効果は、地

盤の種類をはじめ各種要因が複雑に関連しており、まだ十分に解明されているものではないことに注意しなければ

ならない。 



 

 

5.8. 地盤破壊の式 
 

◎Hennes 式 

地すべり斜面崩壊の実態と対策 

昭和 47 年 2 月発行 170,171 頁より引用加筆 

 

地すべり土塊を塑性体と考える。すなわち大部分が粘性土によって構成されていると考えると、土の強度の大部

分はその粘着力によって代表されるであろう。このような粘性土が杭の間をすり抜ける場合に杭の両側面と土塊の間

に摩擦抵抗が働くので、これを考慮すると杭の存在によって生ずる抵抗力 P (kN)は次式で表される。 

dlecP ⋅⋅⋅= 2  

 

◎土研式 

地すべり斜面崩壊の実態と対策 

昭和 47 年 2 月発行 171～173 頁より引用加筆 

 

杭前面に生ずる土塊の挙動を受働ランキン状態と考えて、その極限では、土塊内に受働破壊が生ずることを考

慮した式である。杭にかかる全水平土圧 P (kN)は次式となる。 

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅⋅+⋅⋅⋅⋅⋅+⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅+⋅⋅⋅⋅

⋅
⋅⋅⋅⋅= cNleNledcNleNleP φφφφ γγαπαδ 2

2
1

3
1

180
sincot2 2  

2
45 φα +°= 、 

2
45 φδ −°= 、 

φ
φ

φ sin1
sin1

−
+

=N  

 

◎設計要領式 

地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 48 頁より引用加筆 

 

杭周辺地盤が降伏・破壊してはならない。 

くさび杭などの地すべり防止杭に作用する受働土圧Qp (kN)は次式となります。 

Fs
KpleceKpleedQp eee

12
2
13 2 ⋅⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅⋅⋅+⋅⋅⋅⋅⋅= γ  

Fs
KplrcrKplrlerlrrdQp rer

12
2
13 2 ⋅

⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧

⋅⋅⋅+⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅⋅⋅+⋅⋅⋅⋅= γγ  

⎟
⎠

⎞
⎜
⎝

⎛ +°=
2

45tan 2 e
eKp

φ 、 ⎟
⎠

⎞
⎜
⎝

⎛ +°=
2

45tan 2 r
rKp

φ  

 

ここで 

ｃ ： 土の粘着力   (ｋN/m2) 

φ ： 土塊の内部摩擦角   (°) 

γ ： 土塊の単位体積重量  (ｋN/m3) 

Fs ： 安全率 

le ： 移動層の杭長   (m) 

lr ： 杭の根入長   (m) 

d ： 杭の外径   (m) 



 

 

 

移 

動 

層

不 

動 

層

le

lr

γe,ce,φe

γr,cr,φr

Qpe

Qpr

H

lt

 



 

 

5.9. 根入長の式 
地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 49 頁より引用加筆 

 

根入長 lr (m)を求める式を以下に示します。 
ただし、いずれの設計式を用いる場合も最低 3m程度を確保する必要があります。 

最終的な根入長は、杭の全長を通常 50cm 単位で括約したものとして決定します。 

 

◎せん断杭： 堅硬な硬岩の場合は、lr は杭全長の 1/4 程度 
または、π/βより 

( )5.10.1 ～≧ ×
r

lr
β
π  

 

◎くさび杭： 不動層モーメント第一零点より 

( )5.10.1)(tan1 1 ～≧ ×⋅+⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−
−− π
ββ
ββ

β
n

re
re

r
lr  

 

◎抑え杭： π/βより 

( )5.10.1 ～≧ ×
r

lr
β
π  

 

ここで、 

β ： 杭の特性値    (m-1) 

n：  0 または 1 

 

 

 

建設省河川砂防技術基準(案)同解説・設計編[Ⅱ] 

平成 11 年 7 月発行 61,62 頁より引用加筆 

 

◎せん断杭： 

せん断破壊に対する検討だけでよい杭の場合、基礎地盤の強度により根入れ長さは、原則として杭の全長の1/4

～1/3 とする。基礎地盤のN値が50以下のときは杭の全長の1/3以上を根入れする。ただし、すべり面以下の地盤

が特に柔らかい場合は、打設位置および工法を含め、別途検討する。 

 

◎くさび杭、抑え杭： すべり面におけるモーメント第一零点までの 1.5 倍程度 

5.1×
r

lr
β
π

≧  

 



 

 

 

5.10. 横方向地盤反力係数の式 
地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 24,25 頁より引用加筆 

 

横方向地盤反力係数Kh (ｋN/m3)を求める式を以下に示します。 
◎等分布荷重方式 

( )
d

KlrKh ⋅⋅+
=

ν1  

 

◎等変位方式 
4/3−⋅= BKkKh  

 

◎港研式 

NKh ⋅= 2000  

 

◎林野庁・長野県の式 
441.11550 NKh ⋅=  

 

ここで、 

ν ： ポアソン比 

Kl ： 等分布荷重方式における K値  (ｋN/m3) 

Kk ： 等変位方式における K値  (ｋN/m3) 

B ： 等変位方式試験における載荷幅 (m) 

d ： 杭の外径   (m) 

N ： 標準貫入試験による N値 

 

 

◎道路橋示方書下部構造編 

道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 14 年 3 月発行 255,256 頁より引用加筆 

 

E0 による方法 

( )
29/32

029/929/329/24

3.0
43.0 ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅
⋅⋅⋅⋅= −− E

dEIKh
α  

N 値による方法 

( )
29/32

29/929/329/24

3.0
280043.0 ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅
⋅⋅⋅⋅= −− NdEIKh  

 

ここで、 

EI ： 杭の曲げ剛性   (kN・m2) 

d ： 杭の外径   (m) 

E0 ： 地盤の変形係数   (ｋN/m2) 

α ： 地盤反力係数の推定に用いる係数 

N ： 標準貫入試験による N値 



 

 

 

地盤反力係数の推定に用いる係数α 
変形係数 E0の推定方法 

常 時 地震時 

孔内水平載荷試験で測定した変形係数 ４ ８ 

供試体の一軸圧縮試験又は三軸圧縮試験から求めた

変形係数 
４ ８ 

標準貫入試験のN値より E0=2800N で推定した変形係
数 

１ ２ 

 

 

前述の式の算出方法を以下に示します。 
4/3

0 3.0

−

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅=

BhKhKh  ･･･(5.1) 

00 3.0
1 EKh ⋅⋅= α  ･･･(5.2) 

β
dBh =  ･･･(5.3) 

4
4 EI

dKh
⋅
⋅

=β  ･･･(5.4) 

式(5.4)より 

EI
dKh

⋅
⋅

=
4

4β  ･･･(5.5) 

よって 

d
EIKh

44 β⋅⋅
=  ･･･(5.6) 

式(5.1),(5.6)より 

d
EIBhKh

44/3

0
4

3.0
β⋅⋅

=⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅

−

 ･･･(5.7) 

式(5.3)より式(5.7)の左辺は 

8/38/3
4/3

0

)4/3).(2/1()4/3()2/1(
4/3

0

4/3

0

3.0
1

3.0
1

3.0
/

β

β
β

⋅⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅=

⋅⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅=⎟

⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛
⋅

−
−

−−−⋅
−−

dKh

dKh
d

Kh

　　　　　　　　

 ･･･(5.8) 

よって 

d
EIdKh

4
8/38/3

4/3

0
4

3.0
1 ββ ⋅⋅

=⋅⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅ −

−

 ･･･(5.9) 

これよりβを求めると 
29/8

0
8/54/3

4
3.0

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
⋅

⋅⋅
=

EI
Khdβ  ･･･(5.10) 

式(5.10)を式(5.6)に代入すると 

( ) 29/32
0

29/929/329/24 43.0 KhdEIKh ⋅⋅⋅⋅= −−  

 



 

 

 

◎1/βを仮定する方法 （各層の kh 値を加重平均） 

1/βの範囲の
平均的α・E0 を算出する

α・E0  =∑αi ・E0i ・Li

1/β

START

n = 1

1/βを仮定する
1/β= n

平均的Kh よりβを算定
     β =

  仮定値     = 算定値

i   ：部材番号
Li ：部材幅

n = n + 1
Bh を用いて各層のKhi を求める

END

4 /4EIdKh ）･（

    杭の換算載荷幅 Bh を算出

               Bh = β/d

β

1
β

1

-3/40 )./(BhKhKh 30･=
00 E./Kh ･α・301=

YES

NO

-3/40ii )./(BhKhKh 30･=

Khの平均を算出

 
 

 

 

 

 

 



 

 

◎1/βを仮定する方法 （各層のβ値を加重平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

START

n = 1 

1/βを仮定する ※1

       1/β=n 

i   : 部材番号 

Li   : 部材幅 

※1 : 仮定した値 

※2 : 計算した値 

杭の換算載荷幅 Bh を算出 

      Bh = β/d    ※1 

各層の kh を算出 

kh0i = 1/0.3αi・E0i 

khi  = kh0i・(Bh/0.3)
-3/4 

各層のβを算出 

    βi = 
4 )4/( EIdkhi･

平均的βを算出 

     β = 
β

・β

/1
ii L∑
 

     ※2           ※1 

仮定値
β

1
  =  算定値

β

1

n = n + 1

NO

YES

END 



 

 

 

5.11. 地震時の横方向地盤反力係数 
 

地震時の横方向地盤反力係数を算出する場合、現在、道路橋示方書下部構造編にのみ、その算出方法が明記さ

れている。 

そのため、地震時の横方向地盤反力係数を算出する場合には、他の方式を選択できないように地盤変形係数の設

定画面にて、算出方法を「Kh からの算出」（※２）、Kh の計算式を「道示 N 値による方法」または「道示 E0 による方法」

（※１）というふうに設定を固定にしている。 

また、骨組解析では、１／β仮定（※3）の設定もチェックを付けた状態で固定にしている。 

 

例１）抑え杭の地震時検討の場合 

 

 

 

 

 

 

※1 

 

 

 

※2 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

例２）骨組解析自動の地震時検討の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 

 

※1 

 



 

 

これにより、地震時の横方向地盤反力係数（Kh）の算出式は以下のようになります。 

 

 

＜道示 N値による方法＞ 

4/3

3.0
2800

3.0
1 −

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅⋅⋅⋅=

BhNKh α  

 

 

＜道示 E0 による方法＞ 

4/3

0
3.03.0

1 −

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛⋅⋅⋅=

BhEKh α  

 

β
dBh =  

 

常時の杭の特性値

値標準貫入試験における

形係数設計対象の位置での変

８）２（常時のα値の２倍　　

用いる係数地盤反力係数の推定に：

杭の外径（ｍ）

ただし、

:
:
:

or

:

0

β

α

NN
E

d

 

 

 

ここで、抑え杭のβ（常時の杭の特性値）の算出方法について説明します。 

 

抑え杭の地震時で慣性力がない場合には、従来通り下記の式にてβ（常時の杭の特性値）を算出します。 

 

E0 による方法 

( )
29/32

029/929/329/24

3.0
43.0 ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅
⋅⋅⋅⋅= −− E

dEIKh
α  

         

N 値による方法 

       ( )
29/32

29/929/329/24

3.0
280043.0 ⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ⋅
⋅⋅⋅⋅= −− NdEIKh  

しかし、抑え杭の地震時で慣性力がある場合には、上記の式ではβは算出できません。 

そのため、骨組解析自動の「１／βを仮定する方法」にてβを算出します。 

 



 

 

 

5.12. 移動層の変形係数の低減法 
地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 66 頁より引用加筆 

 

Ese'/ Ese

Ru / Pr

0
0.5

0.5

1.0

1.0

 
 

Pr ： 杭の単位幅当たりの必要抑止力   (kN/m) 

Ru ： 杭の谷側移動層の単位幅当たりの有効抵抗力 (kN/m) 

Ese ： 移動層の変形係数    (kN/m2) 

Ese’ ： 低減した移動層の変形係数   (kN/m2) 

 

上図は、杭の剛性、移動層の厚さや変形係数、不動層の変形係数、杭の谷側移動層の有効抵抗力等を変化させ、

くさび杭の計算により Ese’/Ese と Ru/Pr の関係を求めたものである。 
この図で例えば杭の抑止力 Pr の８割しか谷側の移動層の有効抵抗力 Ruが期待できない場合には Ru/Pr = 0.8 とな

り、上図より Ese’/Ese = 0.5 である。したがって移動層の変形係数 Ese’は 0.5･Ese となり、当初設定された変形係数を５
割に低減して計算する。 

ここに杭の谷側の移動層の有効抵抗力とは杭の谷側の移動層のみの推力とすべり面におけるせん断抵抗力との差

である。また必要抵抗力とはある杭が移動層の移動に伴って変形し、杭に許容応力（曲げモーメントあるいはせん断力

のいずれか一方の小さいもの）が発生するときにすべり面において作用するせん断力に等しい杭の谷側の移動層の有

効抵抗力をいう。 

 



 

 

5.13. 設計上の杭形式の区分 
地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 61 頁より引用加筆 

 

 
 

le ： 杭の有効長   (m) 

lr ： 杭の根入長   (m) 

β ： 杭の特性値 4 4/ EIdKh ⋅=β  (m-1) 

EI ： 杭の曲げ剛性   (kN・m2) 

d ： 杭の直径   (m) 

Kh ： 杭の水平方向地盤反力係数  (kN/m3) 

 

一般的に用いられている各杭の設計上の区分について規定したがこれらは必ずしも明確に区分されるものではない

ため、その境界値近傍の杭形式によっては他の杭形式の検討が必要となる場合がある。 

地すべり防止対策杭の設計において長い杭とはすべり面より上、下それぞれでβe･le またはβr･lr ≧3 となるものを
いい、短い杭とはすべり面の上下でいずれか一方があるいは両方が 1≦βe･le またはβr･lr ＜3 となるものをいう。 
 



 

 

 

5.14. アンカーの参考値 
 

ここに説明するアンカーはアンカー付きくさび杭にのみ適用する。アンカー付き抑え杭についての適用事項は特にな

い。 

 

◎弾性係数（ヤング係数） 

グラウンドアンカー 技術ガイドブック 

平成 22 年度版 73,94 頁より引用加筆 

 

ゲビンデスターブ PC鋼棒  2.0～2.2×105 (N/mm2) 

NM グラウンドアンカー  1.27×105 (N/mm2) 

 

SEEE 永久グラウンドアンカー工法 設計・施工マニュアル 

平成 16 年 8 月版 18 頁より引用加筆 

 

SEEE 永久グラウンドアンカー工法 1.86×105 (N/mm2) 

 

道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 14 年 3 月発行 82 頁より引用加筆 

 

PC 鋼線、PC 鋼より線、PC鋼棒 2.0×105 (N/mm2) 

JIS にない、多くの本数の PC 鋼線を束ねたり、あるいはより線にして用いる場合のケーブルのヤング係数は

2.0×105 N/mm2以下となることもあるので、試験により別途定めるものとする。 

 

 

◎引張材の許容引張力 

グラウンドアンカー設計･施工基準、同解説 

平成 13 年 1 月発行 110 頁より引用加筆 

 

 
テンドン極限引張り力 

(Tus)に対して 

テンドン降伏引張り力 

(Tys)に対して 

仮設アンカー 0.65 0.80 

常時 0.60 0.75 
永久アンカー 

地震時 0.80 0.90 

 



 

 

5.15. 許容応力度の参考値 
 

◎鋼管杭 

建設省河川砂防技術基準(案)同解説・設計編[Ⅱ] 

平成 11 年 7 月発行 61 頁より引用加筆 

 短期許容応力度(N/mm2) 長期許容応力度(N/mm2) 

杭の強度 せん断力(τsa) 曲げ(σsa) せん断力(τsa) 曲げ(σsa) 

400 材 118 206 78 137 

490 材 162 279 108 186 

520 材 － － － － 

570 材 － － － － 

 

 

道路橋示方書・同解説 （Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編） 

平成 14 年 3 月発行 157 頁より引用加筆 

 短期許容応力度(N/mm2) 長期許容応力度(N/mm2) 

杭の強度 せん断力(τsa) 曲げ(σsa) せん断力(τsa) 曲げ(σsa) 

400 材 － － 80 140 

490 材 － － 105 185 

520 材 － － 120 210 

570 材 － － 145 255 

 

 

平成 15 年治山技術基準 解説 地すべり防止編 

  短期許容応力度(N/mm2) 長期許容応力度(N/mm2) 

杭の強度 肉厚 せん断力(τsa) 曲げ(σsa) せん断力(τsa) 曲げ(σsa) 

t≦40 117 205 78 137 
400 材 

t＞40 109 199 73 127 

t≦40 162 279 108 186 
490 材 

t＞40 147 256 98 171 

520 材 － － － － － 

t≦40 － － 147 254 

t≦75 － － 142 245 570 材 

t＞75 － － 137 240 

 

 

 

地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 12 頁より引用加筆 

 短期許容応力度(N/mm2) 長期許容応力度(N/mm2) 

杭の強度 せん断力(τsa) 曲げ(σsa) せん断力(τsa) 曲げ(σsa) 

400 材 120 210 80 140 

490 材 160 280 105 185 

520 材 － － － － 

570 材 － － － － 

 

 



 

 

 

日本道路公団 設計要領 第１集 土工編 

平成 11 年 6 月発行 3-40 頁より引用加筆 

 短期許容応力度(N/mm2) 長期許容応力度(N/mm2) 

杭の強度 せん断力(τsa) 曲げ(σsa) せん断力(τsa) 曲げ(σsa) 

400 材 120 210 80 140 

490 材 160 280 105 185 

520 材 － － － － 

570 材 － － － － 

 

 

土地改良事業計画設計基準 農地地すべり防止対策 

平成元年 10 月発行  平成 10 年 11 月 27 日一部訂正 より引用加筆 

 短期許容応力度(N/mm2) 長期許容応力度(N/mm2) 

杭の強度 せん断力(τsa) 曲げ(σsa) せん断力(τsa) 曲げ(σsa) 

400 材 120 210 80 140 

490 材 160 280 105 185 

520 材 － － － － 

570 材 － － － － 

 

 

 

 

◎Ｈ形鋼杭 

道路橋示方書・同解説 （Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編） 

平成 14 年 3 月発行 157 頁より引用加筆 

 短期許容応力度(N/mm2) 長期許容応力度(N/mm2) 

杭の強度 せん断力(τsa) 曲げ(σsa) せん断力(τsa) 曲げ(σsa) 

400 材 － － 80 140 

490 材 － － 105 185 

520 材 － － 120 210 

570 材 － － 145 255 

 

 

 

 

◎鉄筋コンクリート杭 

道路橋示方書・同解説 （Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編） 

平成 24 年 3 月発行 87,157,165 頁より引用加筆 

(N/mm2) 

コンクリート 鉄筋 

許容応力度 許容応力度 設計基準 

強度 

(σck) 
圧縮(σca) せん断(τca) 付着(τoa) 

ヤング係数

×104 (Ec) 引張(σsa) 

21 7 0.22 1.4 2.35 180 

24 8 0.23 1.6 2.5 180 

27 9 0.24 1.7 2.65 180 

30 10 0.25 1.8 2.8 180 

 

 



 

 

5.16. 許容変位量の参考値 
地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 49 頁より引用加筆 

 

杭が構造物に近接して打設される場合には、構造物の許容変位量から杭の変位が規制される。この場合は、杭

の最大変位が許容変位以下となるよう、杭種、杭間隔を設定する必要がある。 

 

 

道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 14 年 3 月発行 245 頁より引用加筆 

 

許容水平変位は、多数の載荷試験結果に基づき原則として基礎幅の1％とする。ただし、基礎幅5mをこえる大型

の弾性体基礎の許容変位に関しては載荷試験データが少ないこと等から 50mm とし、杭径1.5m以下の杭基礎にお

いては過去の実績を考慮して 15mm とする。また、橋台基礎の場合は、基礎幅によらず、常時において 15mm とす

る。 

 



 

 

 

5.17. 腐食しろ 
◎地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 27 頁より引用加筆 

 

杭工においては杭の外周充填および中詰めのためにセメント、モルタルなどを使用するので、その強アルカリ性

に保護されることから一般には腐食の心配はない。しかし、外周のセメントのひび割れや腐食が進むとセメントが中

性化し防錆能力が減退するので、やはり鉄の腐食に関する成分の多寡を調べることが望ましい。 

 

 

◎道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 14 年 3 月発行 425 頁より引用加筆 

 

鋼管杭の腐食減厚は、海水や鋼の腐食を促進させる工場排水等の影響を受けない場合で、腐食調査も行わず、

また、防食処理も施さないときは、常時水中及び土中にある部分（地下水中にある部分も含む）について、一般に１

ｍｍの腐食しろを考慮するのがよい。 

 



 

 

5.18. 帯鉄筋の照査 
道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 24 年 3 月発行 446 頁より引用加筆 

 

◎帯鉄筋量： Ab (mm2) 

2×⋅= nasAb  

ここで、 

as ： 鉄筋の断面積   (mm2) 

n ： 鉄筋の段数   (段) 

 

◎横方向鉄筋比： Ps 

abd
AbPs
⋅

=  

ここで、 

aｂ ： 帯鉄筋間隔   (mm) 

ｄ ： 杭の外径   (mm) 

 

 



 

 

 

5.19. せん断補強筋の検討 
道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 24 年 3 月発行 172 頁より引用加筆 

梁の公式集 

昭和 43 年 11 月発行 177 頁より引用加筆 

 

◎コンクリートの負担するせん断力： Sc (kN) 
3

0 10×⋅⋅⋅= dbwSc caτα  

 

◎帯鉄筋が負担するせん断力： Shr (kN) 

30 101 ×
⋅

⋅⋅
= 　

ab
j

AbdShr saσ  

 

◎杭の許容せん断力： Sr (kN) 
この値が杭 1本当たりの水平負担力 Hs (kN)に満たない場合は、せん断補強筋を補う必要があります。 

ScShrSr +=  

 

◎せん断補強筋の必要鉄筋量： Aw (kN) 

( )
0dj

awSrSAw
sa ⋅⋅

⋅−
=

σ
 

 

ここで、 

α ： せん断力の補正係数 

τca ： コンクリートの許容せん断応力度  (N/mm2) 

ｊ ： 係数 

3
1 kj −=  

npnpnpk −⋅+= 22  

2b
Asnnp
⋅

⋅=
π

 

As ： 主鉄筋量   (mm2) 

b ： 杭の半径   (mm) 

n ： 鉄筋とコンクリートとのヤング係数比 = 15 

σsa ： せん断補強筋の許容引張応力度 (N/mm2) 

aw ： せん断補強筋間隔   (mm) 



 

 

ただし、 

 

d0 ： 換算有効高        (mm) 

 有効高 d0は、下図に示すように円形断面を同じ面積の正方形断面 
 に換算し、下側 1/4 鉄筋図心と換算断面の圧縮縁までの距離。 

 

 



 

 

 

5.20. 許容平均せん断応力度の補正 
道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 24 年 3 月発行 157,158,161,162 頁より引用加筆 

 

コンクリートの許容平均せん断応力度に、係数 ce、cpt、cN を乗じた補正を行う。 
 

 

◎部材有効高 doに関する補正係数： ce 
以下の表に準じた係数を使用する。doが表記載の中間値の場合は線形補完する。 

 

有効高 do (ｍｍ) 300 以下 1,000 3,000 5,000 10,000 以上 

ce 1.4 1.0 0.7 0.6 0.5 

 

 

 

◎軸方向引張鉄筋比に関する補正係数： cpt 
以下の表に準じた係数を使用する。ｐｔが表記載の中間値の場合は線形補完する。 
また、ptが 0.1%未満の場合は、0.1%～0.2%間での cptの傾きを使用し線形補完する。 

 

軸方向引張鉄筋比 pt (%) 0.1 0.2 0.3 0.5 1.0 以上 

cpt 0.7 0.9 1.0 1.2 1.5 

 

pt ： 軸方向引張鉄筋比    (%) 

   1005.0
×

⋅
⋅

=
ow

t db
Asp  

As ： 主鉄筋量    (mm2) 

 

 

 

◎軸方向圧縮力の影響に関する補正係数： cN   （だだし、1≦cN≦2） 

max
N M

Mc 01+=  

Mmax ： 最大曲げモーメント    (N･mm) 

M0 ： 軸方向圧縮力によりコンクリートの応力度が 

 部材引張縁でゼロとなる曲げモーメント  (N･mm) 

   

y
I

A
NfM c

c

⋅=0
 

Nf ： 杭にかかる軸力    (N) 

Ac ： 杭断面積    (mm2) 

Ic ： 杭断面の図心軸に関する断面二次モーメント  (mm4) 

y ： 杭断面の図心より部材引張縁までの距離  (mm) 



 

 

6. 規格データについて 
 

 
 

 

規格メニューを開くとそれぞれに対応した【規格データ】ダイアログが表示されます。このダイアログ上で、規格データ

の追加、変更などが行なえます。 

また、テキストファイルに書込み、取込みが出来るのでテキストエディタ等で作成した規格データを反映させることもで

きます。 

以下に鋼管データをテキスト書込した場合の形式を示します。最初の１行目はヘッダとなりますので、２行目からデー

タを入力してください。 

 

規格データの構成 （例：鋼管データ） 

外径,   肉厚,   製法,   材質,   サイズ  ← ヘッダ 

216.3,    6.0,      1,       1,       0        ← データ 

                                     以下データを入力              

 

データの入力形式 

外径 ： 0.1～9999．9 mm 

肉厚 ： 0.1～ 999．9 mm 

製法 ： 0： ＳＫＫ（ＳＭ）         １： ＳＫＫ（ＳＭ）メーカー確認  

       3： ＳＫＫ（ＳＭ）規格のみ ４： SCW-CF 

材質 ： 0： 400 材  1： 490 材  2： 520 材  3： 570 材 

サイズ： 0： mm サイズ  1： インチサイズ 

 

 

※その他の規格についても同様に設定できます。 

 



 

 

 

【ＭＡＰ表示】 

このボタンをクリックすると【ＭＡＰ表示】ダイアログが表示されます。【ＭＡＰ表示】ダイアログでは、規格の登録状況を

確認できます。また、ＭＡＰ上で規格の登録、変更、削除の操作をマウスのクリックのみで行うことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

鋼管規格 外径・肉厚ごとに規格の種類を色分けしてMAP に表示しています。 

                           ・緑色は SKK(SM)材となります。 

                           ・黄色は SKK(SM)材のメーカー確認となります。 

                            （単価はメーカーにお問い合わせください。） 

                           ・水色は SKK(SM)材の規格のみとなります。 

                            （メーカーからの単価提示はありません。） 

 

材質 ○400 材 

 ○490 材 

 ○570 材 

                           MAP に表示する材質を選択します。 

 

 



 

 

項目 説明 
 

□規格変更 チェックを付けると、既存の規格の変更ができます。 

 変更方法は、「□規格変更」メニュー下部にある規格種類から変更す 

 る規格を選択します。選択した規格は紫色で「SKK(SM)に変更」など 

 文字が表示されます。 

 その後、MAP中の規格をマウスでクリックすれば選択中の規格に変更 

 できます。 

 ただし、パターン名が「SKK(SM)材 全サイズ」については、オリジナル 

 のデータのため「□規格変更」は表示されません。「ﾊﾟﾀｰﾝ B」以降に 

 データを取込後、変更してください。 

 

［OK］ 変更した内容を現在選択中のパターンに反映して、MAP表示を終了 

 します。 

 

［印刷］ MAP を印刷します。 

 

［ｷｬﾝｾﾙ］ 変更した内容をキャンセルしてMAP表示を終了します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

7. 参考文献 
 

ここでは抑止杭を作成するにあたり使用した参考文献を示します。 

 

地すべり鋼管杭設計要領 

2003 年 6 月発行 (社)地すべり対策技術協会 

 

杭基礎設計便覧 平成 18 年度改訂版 

平成 19 年 1 月発行 (社)日本道路協会 

 

道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 14 年 3 月発行 (社)日本道路協会 

 

道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 24 年 3 月発行 (社)日本道路協会 

 

地すべり斜面崩壊の実態と対策 

昭和 47 年 2 月発行 (株)山海堂 

 

建設省河川砂防技術基準(案)同解説・設計編[Ⅱ] 

平成 11 年 7 月発行 (社)日本河川協会 

 

グラウンドアンカー 技術ガイドブック 

平成 22 年度版 (社)日本アンカー協会 

 

SEEE 永久グラウンドアンカー工法 設計・施工マニュアル 

平成 16 年 8 月版 SEEE グラウンドアンカー研究会 

 

グラウンドアンカー設計･施工基準、同解説 

平成 13 年 1 月発行 (社)地盤工学会 

 

大学課程 鉄筋コンクリート工学 

昭和 54 年 3 月発行 (株)オーム社 

 

梁の公式集 

昭和 43 年 11 月発行 理工図書(株) 

 

くい構造物の計算法と計算例 

1977 年 11 月発行 (株)山海堂 

 





 

 

サポート情報 

 

製品サポート情報 

当社では独自のユーザーサポートシステムを設け、オフィシャルユーザーとしてご登録いただいたユーザーの方々に

対し、きめ細かなサポートサービスを行っております。当社のアプリケーションについてのお問い合わせは、｢問い合わ

せシート｣をご利用ください。 

 

 

オフィシャルユーザー登録につきましては、製品のご購入の時点でオフィシャルユーザーとして登録させていただき

ます。製品発送時に「ユーザー登録完了のお知らせ」を同封いたします。製品の問い合わせには「ユーザー登録完了

のお知らせ」をご用意の上、ご連絡下さい。また、担当者変更の際には FAX または郵送にてお知らせ下さい。バージョ

ンアップの情報提供などをご案内させていただきます。 

 

 

 

 

ユーザーサポート連絡先 

〒921-8051 石川県金沢市黒田１丁目３５番地 

五大開発株式会社   

ユーザーサポート係 

TEL 050-3385-2996 

     ｛祝祭日と年末年始を除く月～金曜 9:00～12:00  13:00～17:00｝ 

FAX 076-240-9585 

 

ホームページアドレス http://www.godai.co.jp/ 

E-Mail アドレス pp-info@godai.co.jp 

 

 



 

 

お問い合わせ 

当社のアプリケーションについてのお問い合わせは、このお問い合わせシートをコピーし、下記の事項をご記入いた

だいたうえで、ユーザーサポート係までご連絡ください。 

 

 年 月 日 この紙を含めて（   ）枚 

御社名  

御担当課  

御担当者  

御住所  

電話  

 

五大開発株式会社 

ユーザーサポート係 

 

 

FAX (076) 240-9585 

電話（直通） (050)3385-2996

ＦＡＸ  

 プログラム名 ：抑止杭  

 プログラムの Serial No.*1 ：  

 プログラムのバージョン*2 ：  

 Windows のバージョン*3 ：  

 コンピュータの機種 ：メーカー名          機種名         CPU 名  

 全メモリ容量 ：  

 プリンタの機種 ：メーカー名          機種名  

 その他の周辺機器 ：  

 

 

[ お問い合わせ内容 ]  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

１ プログラムのシリアル No.は、製品 CD のケースに記載されています。 

２ プログラムのバージョンは、[ヘルプ]－[バージョン情報]で確認できます。 

３ Windows のバージョンは、[マイコンピュータ]の[プロパティ]－[全般]のシステムの項目で確認できます。 
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